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令
和
４
年
度
新
宿
区
夏
目
漱
石
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
い
た
だ
い

た
全
国
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夏
目
漱
石
を
知
り
、
そ
の
作
品
に
触

れ
る
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、「
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
」

の
整
備
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
開
始
し
た
本
コ
ン
ク
ー
ル

も
、
今
回
で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
わ
た
し
の
漱
石
、
わ
た
し
の
一
行
」
に

は
全
国
の
中
学
生
・
高
校
生
あ
わ
せ
て
９６２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、絵
画
コ
ン
ク
ー
ル「
ど
ん
な
夢
を
見
た
？
あ
な
た
の「
夢
十
夜
」」

に
は
、
全
国
の
小
学
生
か
ら
５８６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
一

人
ひ
と
り
の
着
眼
点
が
光
る
力
作
揃
い
で
し
た
。
漱
石
山
房
記
念
館
の

開
館
か
ら
５
周
年
を
迎
え
た
今
年
度
も
、
ひ
き
つ
づ
き
全
国
の
皆
さ
ん

か
ら
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
け
た
こ
と
に
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

漱
石
山
房
記
念
館
に
は
、
美
し
い
装
幀
の
初
版
本
や
漱
石
直
筆
の
原

稿
、
漱
石
山
房
の
再
現
が
見
ら
れ
る
展
示
室
、
漱
石
作
品
や
関
連
図
書

を
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
図
書
室
や
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
漱
石
山
房
記
念
館
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
漱
石
が
名
作
の
数
々
を

執
筆
し
た
地
で
、
そ
の
文
学
世
界
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
豊
か
な
感
性
、
表
現
力
を
磨
い
て
い
く
一
助
に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
に
あ
た
り
、
後
援
し
て

い
た
だ
い
た
漱
石
ゆ
か
り
の
地
方
自
治
体
、
企
業
、
大
学
、
愛
好
団
体

等
の
皆
様
を
始
め
、
審
査
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
保
護
者
の
皆

様
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
の
他
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
　
い
　
さ
　
つ

新
宿
区
長
　
吉
　
住
　 

健
　
一
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新宿区立漱石山房記念館

文豪・夏目漱石は、新宿で生まれ育ち、亡くなるまでの ９ 年間を「漱石山房」と呼
ばれた早稲田南町の家で暮らしました。『三四郎』『こころ』『道草』など数々の代表
作が執筆され、「木曜会」と呼ばれる文学サロンが漱石山房で開かれました。

平成２９年 ９ 月２４日、新宿区はこの跡地に、漱石にとって初の本格的記念館「新宿区
立漱石山房記念館」を開館しました。

この記念館では、資料の収集・保管を行うとともに、展示会や講座・講演会等を開
催し、漱石やその文学世界について発信しています。また、図書室やブックカフェで
は、漱石の作品や関連図書に触れることができます。

漱石を、文学を愛する皆様が集い、学び、大切な「土地の記憶」を未来に継承して
いきます。

施設の概要
●開館時間　午前１０時～午後 ６ 時（入館は午後 ５ 時３０分まで）

●休 館 日　月曜日（休日の時は次の休日でない日）

　　　　　　年末年始（１２月２９日～ １ 月 ３ 日）

　　　　　　展示替期間等

●観 覧 料　一般３００円、小中学生１００円

（通常展）　※団体（２０人以上）は個人の観覧料の半額

●所 在 地　新宿区早稲田南町 ７ 番地

●問合せ先　☎ ０３―３２０５―０２０９　FAX ０３―３２０５―０２１１

●アクセス　東京メトロ東西線早稲田駅より徒歩１０分、神楽坂駅より徒歩１５分

　　　　　　都営大江戸線牛込柳町駅より徒歩１５分

　　　　　　都営バス（白６１）牛込保健センター前より徒歩 ２ 分
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コ
ン
ク
ー
ル
概
要

①
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
わ
た
し
の
漱
石
、
わ
た
し
の
一
行
」【
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
】

夏
目
漱
石
の
作
品
（
作
品
の
指
定
な
し
）
を
読
み
、
自
分
の
心
に
深
く

残
っ
た「
一
行
」を
選
び
、な
ぜ
そ
の
一
行
を
選
ん
だ
の
か
を
１
，０
０
０
～

ｌ
，２
０
０
文
字
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
半
～
３
枚
程
度
）
で

表
現
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
一
行
」
は
文
章
の
ひ
と
く
だ
り
と
し
、
一
文
に
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た

必
ず
し
も
一
行
に
収
ま
ら
な
く
て
も
良
い
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、
本
文

の
一
人
称
は
コ
ン
ク
ー
ル
名
称
の
「
わ
た
し
」
に
限
定
し
ま
せ
ん
。
日
本

語
で
書
か
れ
、
未
発
表
で
筆
者
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

②
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

「
ど
ん
な
夢
を
見
た
？
あ
な
た
の
「
夢
十
夜
」」

【
小
学
生
低
学
年
の
部
（
１
・
２
・
３
年
生
）・

高
学
年
の
部
（
４
・
５
・
６
年
生
）】

将
来
の
夢
で
は
な
く
、
自
分
が
「
こ
ん
な
夢
を
み
た
」
又
は
「
こ
ん
な

夢
を
み
た
い
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
自
由
な
発
想
で
描

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
目
漱
石
作
品
を
読
ん
で
い
な
く
て
も
良
い
こ

と
と
し
ま
し
た
。

八
つ
切
り
サ
イ
ズ
（
２７

ｃｍ
×
３８

ｃｍ
・
縦
横
自
由
）
の
画
用
紙
に
画
材
は
、

鉛
筆
、
色
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
、
マ
ジ
ッ
ク
、
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど

自
由
。
立
体
的
で
な
い
貼
り
絵
、
切
り
絵
、
版
画
も
可
。
デ
ジ
タ
ル
作
品

は
対
象
外
。

作品募集チラシ（読書感想文）作品募集チラシ（絵画）
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審査委員紹介（順不同・敬称略）
読書感想文コンクール 絵画コンクール

審 査 委 員 長 北村　薫（作家）

審 査 委 員

小尾　眞

（日本国語教育学会
常任理事 ）

南口　清二

（一般社団法人
二紀会理事 ）

佐藤　裕子

（ フェリス女学院大学
文学部日本語日本文学科教授）

藪野　健

（府中市美術館館長
日本藝術院会員 ）

松下　浩幸

（明治大学農学部教授
（近代文学） ）

吉住　健一（新宿区長）

針谷　弘志（新宿区教育長）

後 援 企 業 ・
大 学 賞 選 考

㈱朝日新聞社文化部長代理　丸山　玄則

㈱紀伊國屋書店常務取締役　西根　徹

㈱新潮社総務部・広報担当　馬宮　守人

東京理科大学近代科学資料館館長・名誉教授　伊藤　稔

二松学舎大学文学部国文学科准教授　中谷　いずみ

※肩書は審査時のものとなります。

また、熊本県よりご後援及び自治体賞賞品を提供していただいております。

読書感想文コンクール一次審査にご協力いただきました。

　　　　愛甲　修子　　 宇佐見　尚子　　 岡田　幸一　　 金指　紀彦

　　　　鈴木　秀一　　 福本　元惠　　　 森　顕子　　　 山下　憲人

（五十音順・敬称略）

応募状況
●読書感想文コンクール

　中学生の部４６５点、高校生の部４９７点、計９６２点

●絵画コンクール

　小学生低学年（１～３年生）の部３９８点、

　　　　高学年（４～６年生）の部１８８点、計５８６点
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令和 ４年度新宿区夏目漱石コンクール
作品応募にご協力いただいた学校等

小学校等
安芸太田町立筒賀小学校
安芸太田町立戸河内小学校
江戸川区立春江小学校
江戸川区立船堀小学校
大阪市立開平小学校
大阪市立阪南小学校
お茶の水女子大学附属小学校
葛飾区立上小松小学校
北九州市立則松小学校
岐阜市立市橋小学校
熊本県立かもと稲田支援学校
熊本市立古町小学校
品川区立第四日野小学校
新宿区立愛日小学校
新宿区立市谷小学校
新宿区立牛込仲之小学校
新宿区立江戸川小学校
新宿区立大久保小学校
新宿区立落合第一小学校
新宿区立落合第二小学校
新宿区立落合第三小学校
新宿区立落合第四小学校
新宿区立落合第五小学校
新宿区立落合第六小学校
新宿区立柏木小学校
新宿区立津久戸小学校
新宿区立鶴巻小学校
新宿区立天神小学校
新宿区立戸塚第一小学校
新宿区立戸塚第二小学校
新宿区立戸塚第三小学校
新宿区立富久小学校

新宿区立戸山小学校
新宿区立西新宿小学校
新宿区立西戸山小学校
新宿区立花園小学校
新宿区立東戸山小学校
新宿区立余丁町小学校
新宿区立四谷小学校
新宿区立四谷第六小学校
新宿区立淀橋第四小学校
新宿区立早稲田小学校
杉並区立桃井第二小学校
成蹊小学校
玉名市立大野小学校
玉名市立玉陵小学校
玉名市立高道小学校
玉名市立玉名町小学校
玉名市立築山小学校
玉名市立滑石小学校
玉名市立八嘉小学校
玉名市立睦合小学校
玉名市立横島小学校
中央区立久松小学校
中央区立明正小学校
千代田区立和泉小学校
千代田区立九段小学校
千代田区立麹町小学校
千代田区立富士見小学校
筑波大学附属小学校
東京学芸大学附属大泉小学校
東京学芸大学附属竹早小学校
東京三育小学校
豊島区立椎名町小学校
中野区立桃園第二小学校

名古屋市立名東小学校
習志野市立袖ケ浦東小学校
日本女子大学附属豊明小学校
文京区立大塚小学校
文京区立駕籠町小学校
文京区立金富小学校
文京区立窪町小学校
文京区立駒本小学校
文京区立昭和小学校
文京区立誠之小学校
文京区立関口台町小学校
文京区立千駄木小学校
文京区立林町小学校
文京区立本郷小学校
文京区立明化小学校
文京区立柳町小学校
文京区立湯島小学校
町田市立本町田東小学校
松山市立新玉小学校
松山市立桑原小学校
松山市立河野小学校
松山市立生石小学校
松山市立垣生小学校
松山市立双葉小学校
松山市立和気小学校
三鷹市立第二小学校
宮崎市立赤江小学校
目黒星美学園小学校
山鹿市立山鹿小学校
横浜市立市場小学校
チャイルド・アート教室くじら

絵画

中学校
暁星中学校
恵泉女学園中学校
神戸大学附属中等教育学校
済美平成中等教育学校
札幌市立前田中学校
新宿区立牛込第三中学校
新宿区立新宿中学校
新宿区立新宿西戸山中学校
清泉女学院中学校
高松市立桜町中学校
千代田区立九段中等教育学校
筑波大学附属中学校
東京都立大泉高等学校附属中学校
長野清泉女学院中学校

日本女子大学附属中学校
松山市立南第二中学校
横浜国立大学教育学部附属鎌倉中学校
横浜雙葉中学校

高等学校
愛媛県立松山西中等教育学校
開智高等学校
神田女学園高等学校
暁星高等学校
熊本県立天草高等学校
光塩女子学院高等科
聖ヨゼフ学園高等学校
多摩大学附属聖ヶ丘高等学校
田園調布学園高等部

東京学芸大学附属高等学校
東京都立桜修館中等教育学校
東京都立杉並高等学校
東京都立富士高等学校
同志社国際高等学校
二松学舎大学附属高等学校
長野清泉女学院高等学校
広島県立海田高等学校
広島県立福山誠之館高等学校
福岡県立北筑高等学校
松山聖陵高等学校
山形県立山形東高等学校
横浜雙葉高等学校

読書感想文
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審
査
講
評

審
査
委
員
長

作
家
　
北
村
　
薫

昨
年
の
初
夏
、
塚
谷
裕
一
さ
ん
の
『
漱
石
の
白
百
合
、
三
島
の
松　

近
代
文

学
植
物
誌
』（
中
公
文
庫
）
と
い
う
本
が
出
ま
し
た
。
中
に
収
め
ら
れ
た
「
漱

石
の
白
く
な
い
白
百
合
」
は
、
発
表
当
時
か
ら
評
判
に
な
っ
た
論
考
で
す
。
夏

目
漱
石
は
『
そ
れ
か
ら
』
の
中
に
、《
三
千
代
は
（
中
略
）
手
に
大
き
な
白
い

百
合
の
花
を
三
本
ば
か
り
提
げ
て
い
た
》
と
書
い
て
い
ま
す
。
現
代
人
は
白
百

合
と
い
え
ば
、テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
を
思
い
浮
か
べ
る
。
し
か
し
、漱
石
の
頭
に
あ
っ

た
の
は
そ
れ
な
の
か
。
―
―
わ
ず
か
な
一
行
、
一
語
で
あ
っ
て
も
、
読
む
人
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
思
い
、
考
え
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
皆
さ
ん
の
そ
う
い
っ
た
感
受
性
と
、
さ
ら
に
夢
と
い
う
テ
ー
マ
に

お
け
る
創
像
力
の
豊
か
さ
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
考
え
る
こ
と
、
空

想
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
喜
び
を
、
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
た
思
い
で
す
。

読
書
感
想
文
審
査
委
員

日
本
国
語
教
育
学
会
常
任
理
事

�

小
尾
　
眞

コ
ン
ク
ー
ル
が
再
開
さ
れ
て
二
年
目
に
な
り
ま
し
た
が
、
漱
石
作
品
を
深
く

読
み
、
主
人
公
の
気
持
ち
を
捉
え
る
想
像
力
が
豊
か
な
作
品
が
、
例
年
よ
り
多

い
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ま
と
め
方
に
自
己
の
体
験
を
照
ら
し
合
わ
せ
説
得
力
に
磨
き
を
か

け
て
い
る
と
感
心
す
る
作
品
も
目
立
ち
ま
し
た
。

作
品
に
関
し
て
は
、
中
学
生
・
高
校
生
と
も
、
教
科
書
の
配
当
に
関
係
な
く
、

幅
広
く
選
ん
で
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

恐
ら
く
、
一
見
難
し
い
と
思
わ
れ
る
作
品
で
も
、
く
り
返
し
読
む
こ
と
で
身

近
に
引
き
寄
せ
、自
己
の
体
験
の
中
に
上
手
に
位
置
付
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
、
益
々
の
読
書
生
活
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

読
書
感
想
文
審
査
委
員

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

�

佐
藤
　
裕
子

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』、『
一
夜
』、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』、

『
三
四
郎
』、『
夢
十
夜
』、『
こ
こ
ろ
』、『
永
日
小
品
』
等
、
多
岐
に
亘
る
作
品

の
中
か
ら
、「
わ
た
し
の
一
行
」
が
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

漱
石
作
品
か
ら
「
一
行
」
を
選
び
、
そ
の
根
拠
・
論
拠
を
提
示
す
る
と
い
う

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
単
な
る
読
書
感
想
文
と
は
異
な
っ
て
、
作
品
を
深
く
読

み
解
き
、
選
ん
だ
一
行
の
ど
こ
に
感
動
し
た
か
、
自
分
の
思
考
を
論
理
的
・
分

析
的
に
言
語
化
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、学
び
の
場
面
に
お
い
て
も
、

ま
た
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
他
者
に
対
し
て
、
自

分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
的
確
な
言
葉
を
選
ん
で
、
論
理
的
に
語
る
・
表
現
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す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
人
間
が
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
て
く

る
の
で
す
。
沢
山
本
を
読
ん
で
、
沢
山
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

読
書
感
想
文
審
査
委
員

明
治
大
学
教
授

�

松
下
　
浩
幸

今
回
、
初
め
て
審
査
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
応
募
作
品
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
高
校
生
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
生
の
も
の

で
も
見
事
な
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
大
変
頼
も
し
く
思
い
ま
し

た
。漱

石
の
文
学
世
界
は
十
代
の
人
に
は
決
し
て
分
か
り
や
す
い
も
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
想
像
力
と
思
考
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
漱
石
の
作
品

世
界
に
挑
も
う
と
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
は
感
激
し
ま
し
た
。

漱
石
の
作
品
中
の
一
行
の
文
か
ら
物
事
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
す
る
鋭
い
考
察

力
、
ま
た
自
分
自
身
の
体
験
の
意
味
を
文
学
作
品
に
重
ね
な
が
ら
考
え
よ
う
と

す
る
ね
ば
り
強
い
思
索
力
は
、
今
後
の
人
生
を
生
き
る
う
え
で
も
、
き
っ
と
重

要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
文
学
作

品
と
接
す
る
こ
と
で
可
能
と
な
る
〈
気
づ
き
〉
を
、
ど
う
か
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。

絵
画
審
査
委
員

一
般
社
団
法
人
二
紀
会
理
事

�

南
口
　
清
二

君
の
あ
の
大
胆
で
お
お
ら
か
な
筆
づ
か
い
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

何
度
も
塗
り
重
ね
た
深
く
、
重
厚
な
色
彩
、
き
っ
と
楽
し
か
っ
た
の
か
。
い
や

思
い
切
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
素
早
い
タ
ッ
チ
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。や
わ
ら
か
な
新
鮮
な
透
明
感
の
あ
る
雰
囲
気
。

細
か
く
慎
重
に
、
息
遣
い
の
よ
う
に
描
き
こ
ん
だ
描
写
。
す
ご
い
の
だ
。
今
年

も
多
く
の
作
品
に
感
謝
し
た
い
。
君
た
ち
に
感
謝
し
た
い
。
大
人
の
社
会
は
明

る
さ
に
満
ち
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。暗
い
影
が
大
き
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

ど
ん
な
夢
で
あ
っ
て
も
、
君
た
ち
の
心
の
奥
底
か
ら
感
じ
た
も
の
の
表
れ
な
の

だ
。
君
た
ち
の
ま
な
ざ
し
が
、
大
人
の
希
望
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
よ
う
だ
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
機
会
に
『
絵
』
を
描
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
描
く

こ
と
が
喜
び
で
あ
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
人
間
の
歴
史
が
大
切
に
残
し
て
き
た

『
本
物
』
と
の
出
会
い
が
き
っ
と
来
る
の
で
す
。

絵
画
審
査
委
員

府
中
市
美
術
館
館
長
・
日
本
藝
術
院
会
員

�

藪
野
　
健

夏
目
漱
石
の
「
夢
十
夜
」
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、夢
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

描
い
た
り
す
る
の
は
素
敵
だ
。
眠
る
時
の
夢
は
儚
く
、
気
が
つ
く
と
霧
散
し
て
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し
ま
う
場
合
が
多
い
。空
想
は
そ
の
記
憶
の
断
片
を
集
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

発
見
や
洞
察
に
結
び
つ
く
。

作
品
に
出
会
う
の
が
楽
し
い
。

「
ア
ザ
ラ
シ
と
あ
そ
ぶ
ゆ
め
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
、「
お
ば
け
レ
ー
ス
」
の
発

想
の
意
外
さ
、「
き
ょ
う
り
ゅ
う
に
な
っ
た
よ
」
は
恐
竜
を
見
て
み
た
い
気
持

ち
が
、
自
分
が
恐
竜
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
素
晴
ら
し
い
展
開
だ
。

「
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
」
は
自
分
の
好
き
な
鉄
道
車
両
を
ズ
バ
リ
と
絵
で

語
っ
て
く
れ
て
い
る
。「
人
の
か
ら
だ
の
夢
」
こ
ん
な
楽
し
い
解
剖
図
は
初
め

て
だ
。「
ど
ん
な
ゆ
め
み
た
？
」
は
台
風
の
恐
怖
の
悪
夢
だ
。

「
わ
た
し
の
ゆ
め
」
の
造
形
の
語
彙
の
豊
か
さ
に
驚
く
。「
夢
の
中
の
絶
景
」

は
「
蜘
蛛
の
糸
」
の
様
に
少
年
は
ぶ
ら
下
が
り
な
が
ら
世
界
を
見
つ
め
て
い
る
。

「
久
し
ぶ
り
」
記
憶
の
な
か
の
犬
だ
。「
浸
水
都
市
」
太
っ
た
地
球
温
暖
化
の

果
て
の
都
市
を
想
う
。「
ド
ア
に
つ
な
が
る
宇
宙
の
世
界
」
に
は
日
常
と
非
日

常
が
生
活
空
間
の
中
で
結
び
つ
く
着
想
に
惹
か
れ
る
。「
ア
リ
」
巨
大
に
拡
大

で
き
る
の
も
夢
だ
。「
妖
怪
戦
争
」
こ
わ
い
け
れ
ど
、
こ
ん
な
夢
で
う
な
さ
れ

る
の
は
戦
い
に
思
え
る
。「
夕
暮
れ
の
海
」
は
簡
単
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
、

深
く
詩
的
だ
。
心
に
残
り
余
韻
が
広
が
る
。

作
品
を
通
し
て
、
忘
れ
て
い
た
夢
や
空
間
恐
怖
、
不
条
理
、
憧
れ
が
甦
っ
た

気
が
し
た
。

審
査
委
員

�

新
宿
区
長
　
吉
住
　
健
一

今
回
の
読
書
感
想
文
部
門
・
中
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
と
な
っ
た
作
品
は
、

難
し
い
漱
石
の
初
期
作
品
を
読
み
解
い
た
う
え
で
、
漱
石
フ
ァ
ン
好
み
の
ま
ち

歩
き
ス
ポ
ッ
ト
を
記
し
た
読
み
手
の
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
感
想
文
で
し
た
。
漱

石
山
房
記
念
館
で
は
、
漱
石
関
連
の
ま
ち
歩
き
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

立
場
か
ら
、作
品
と
ま
ち
を
結
び
付
け
て
く
れ
た
視
点
を
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

絵
画
部
門
は
、
今
回
は
例
年
に
比
べ
る
と
自
分
の
願
望
を
描
い
た
作
品
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
恐
ら
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
学
校
で
友
だ
ち

と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
機
会
が
制
限
さ
れ
て
し
ば
ら
く
経
っ
た
こ
と
な
ど
も
影
響

し
て
い
る
の
か
な
と
考
え
な
が
ら
拝
見
し
ま
し
た
。率
直
な
表
現
の
絵
が
多
く
、

印
象
に
強
く
残
る
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

審
査
委
員

新
宿
区
教
育
委
員
会
教
育
長

針
谷
　
弘
志

本
年
度
も
全
国
各
地
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

読
書
感
想
文
部
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、「
わ

た
し
の
一
行
」
に
真
摯
に
向
き
合
い
、「
わ
た
し
の
一
行
」
を
と
お
し
て
、
自
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身
を
見
つ
め
、
問
い
か
け
、
考
え
て
い
る
姿
が
想
像
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て

紡
が
れ
た
言
葉
が
、
気
持
ち
を
乗
せ
て
、
思
い
を
伝
え
て
き
て
お
り
、
力
作
ぞ

ろ
い
で
し
た
。

絵
画
部
門
で
は
、「
あ
な
た
の
『
夢
十
夜
』」
を
テ
ー
マ
に
、
現
実
の
枠
を
飛

び
出
す
豊
か
な
発
想
と
表
現
力
に
、
と
て
も
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
夢
を
見
た
？
」、
未
来
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
夢
を
見

続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

朝
日
新
聞
社
賞
選
考

㈱
朝
日
新
聞
社 
文
化
部
長
代
理

�

丸
山
　
玄
則

前
回
に
続
き
２
度
目
の
審
査
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。
今
回

も
瑞
々
し
い
感
性
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

３
年
続
く
コ
ロ
ナ
禍
は
、
小
中
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
学
校
生
活
に
様

々
な
負
の
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
１００
年
前
の
時
代
を
生

き
た
漱
石
も
ま
た
、
近
代
の
出
現
に
懊お

う

悩の
う

し
な
が
ら
、
多
く
の
普
遍
的
作
品
を

残
し
ま
し
た
。

中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
作
文
か
ら
は
、
漱
石
の
苦
悩
を
見
事
に
す
く

い
取
り
、
自
分
の
言
葉
で
堂
々
と
書
き
き
っ
た
作
品
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
理
解
で
き
る
の
か
、
不
思
議
に
思
う
ほ
ど
で
し
た
。

一
方
、
絵
画
部
門
の
「
夢
」
は
、
自
由
で
型
に
は
ま
ら
な
い
、
鮮
烈
な
表
現

の
連
続
で
し
た
。
作
品
の
す
べ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
が
強
烈
な
個
性
を
は
な
っ
て

い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
の
豊
か
さ
に
目
を
み
は
り
ま
し
た
。

紀
伊
國
屋
書
店
賞
選
考

㈱
紀
伊
國
屋
書
店 

常
務
取
締
役

�

西
根
　
徹

豊
富
な
読
書
体
験
と
早
熟
な
才
能
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
完
成
度
の
高
い
作
品

か
ら
、
選
ん
だ
一
行
を
軸
に
丁
寧
に
感
想
を
叙
述
し
自
身
の
課
題
を
乗
り
越
え

る
糧
に
し
よ
う
と
す
る
作
品
ま
で
、
多
様
な
感
想
文
に
今
回
も
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。漱
石
作
品
に
真
摯
に
向
き
合
う
皆
さ
ん
の
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
、

私
自
身
も
う
一
度
漱
石
を
き
ち
ん
と
読
ま
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

絵
画
部
門
で
は
、
大
胆
な
配
色
と
構
図
で
の
び
の
び
と
夢
を
形
に
し
た
個
性

的
な
作
品
が
今
回
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
審
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
今
の
感
性
と
表
現
を
こ
れ
か
ら
も
素
直
に
伸
ば
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

新
潮
社
賞
選
考

㈱
新
潮
社 

総
務
部
・
広
報
担
当

�

馬
宮
　
守
人

読
書
感
想
文
の
中
学
生
部
門
で
は
、
文
庫
本
の
解
説
と
見
紛
う
完
成
度
の
文

章
も
あ
り
驚
き
ま
し
た
が
、
馴
染
み
深
い
漱
石
作
品
を
自
分
な
り
の
視
線
で
考

察
し
直
す
試
み
が
目
立
ち
ま
し
た
。高
校
生
部
門
で
も
、令
和
の
高
校
生
の
実
体
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験
を
出
発
点
に
、漱
石
の
苦
悩
や
警
鐘
に
迫
っ
た
秀
作
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
が
対
象
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
例
年
以
上
に
多
彩
な
「
夢
」
が

集
ま
り
ま
し
た
。
恐
竜
に
乗
る
だ
け
で
は
満
足
で
き
ず
自
ら
が
恐
竜
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
作
品
な
ど
に
は
、
描
き
手
の
強
い
恐
竜
愛
・
妖
怪
愛
を
感
じ
、
思
わ

ず
頬
が
緩
み
ま
す
。
特
に
高
学
年
作
品
で
は
、
ア
ニ
メ
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
「
大

人
」
の
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
自
分
の
も
の
に
し
た

絵
が
多
く
、
今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
逞
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

東
京
理
科
大
学
賞
選
考

東
京
理
科
大
学 
近
代
科
学
資
料
館
館
長
・
名
誉
教
授

�

伊
藤
　
稔

中
学
生
部
門
で
は
、
夏
目
漱
石
の
『
三
四
郎
』
作
品
の
中
の
こ
と
ば
「
囚
わ

れ
ち
ゃ
駄
目
だ
」
に
、
注
目
で
き
る
感
性
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
こ
と
に
、
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
が
、
自
分
の
創
造
力
と
感
性
の
中
に
「
人
間
の
自
由

性
」
を
見
出
し
、
そ
れ
に
気
づ
き
、
今
あ
る
自
分
の
姿
を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
生
き
方
ま
で
探
究
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
で
す
。
人

間
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
す
で
に
、
身
に
着
け
て
い
る
「
言
葉
の
力
」
と
そ
の

表
現
力
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
で
省
察
し
て
、
さ
ら
に
自
身
の
生
き
方
や
考
え

方
に
広
げ
て
考
察
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
受
賞
理
由
の
１
つ
で
す
。
ま
た
、
そ

の
こ
と
が
、
夏
目
漱
石
の
作
品
の
持
つ
魅
力
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
に
も
、
審
査

委
員
と
し
て
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
生
部
門
で
は
、「
硝
子
戸
の
中
」（
７
）
を
数
あ
る
漱
石
の
作
品
か
ら
選

び
、
そ
の
人
間
心
理
の
核
心
ま
で
読
み
解
く
力
に
、
大
変
驚
き
、
そ
の
感
性
に

共
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
現
代
社
会
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
る
以
前
に
、
夏
目
漱
石
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
践
し
て
い
た
と
い
う

事
実
を
伝
え
る
文
章
で
あ
る
こ
と
を
、
見
事
に
読
み
解
い
た
現
在
の
高
校
生
の

洞
察
の
深
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
漱
石
の
書
物
の
中
に
、

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
等
の
書
籍
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
漱

石
自
身
が
、
当
時
の
心
理
学
の
先
に
あ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
哲
学
を
す
で
に
、

具
現
化
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
現
代
の
高
校
生
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
、

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

二
松
学
舎
大
学
賞
選
考

二
松
学
舎
大
学
准
教
授

�

中
谷
　
い
ず
み

漱
石
作
品
の
中
か
ら
一
行
を
選
ぶ
の
は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
寄
せ
ら
れ
た
読
書
感
想
文
を
読
み
、
そ
の
一
行
を
取
り
上
げ
た
理
由

に
納
得
し
た
り
、
視
点
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
驚
い
た
り
、
見
過
ご
し
て
い
た
表
現

に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
文
学
を
読
む
こ
と
の
豊ほ

う

饒じ
ょ
う

さ
に
向
き
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
代
の
若
い
読
者
の
感
性
で
綴
ら
れ
た

思
考
や
想
い
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
映
し
だ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、

漱
石
作
品
と
の
多
様
な
出
会
い
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た

絵
画
で
は
、夢
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
世
界
が
紙
の
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
豊
か
な
想
像
力
に
感
心
し
ま
し
た
。
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読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
一
次
審
査
講
評

愛
甲
　
修
子

授
業
で
作
品
に
出
会
う
の
は
、お
見
合
い
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

仲
人
で
あ
る
先
生
が
、「
二
人
を
出
会
わ
せ
た
い
」
と
思
っ
て
、
ひ
き
合
わ
せ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
は
、
二
人
の
世
界
で
す
。
形
は
ど
う
あ
れ
、
二
人

は
出
会
っ
た
の
で
す
か
ら
、
自
分
の
目
で
相
手
を
見
て
、
自
分
の
心
で
感
じ
て

ほ
し
い
。

お
見
合
い
か
ら
恋
愛
に
か
わ
っ
た
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
自
分
と

等
身
大
の
登
場
人
物
を
と
ら
え
、
自
分
の
言
葉
で
書
か
れ
た
文
章
は
、
私
の
心

に
響
き
ま
し
た
。

是
非
こ
こ
か
ら
は
、
自
分
で
出
会
い
を
さ
が
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

宇
佐
見
　
尚
子

漱
石
の
作
品
か
ら
、
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
見
つ
め
直
す
よ
う
な
文
章
が

多
く
見
ら
れ
た
。
作
品
と
の
出
会
い
が
、
新
た
な
自
分
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
り
、
様
々
な
発
想
を
も
た
ら
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
に
触
れ
、
改
め
て

言
葉
の
力
を
実
感
で
き
た
。

岡
田
　
幸
一

今
年
度
の
審
査
で
は
、
特
に
中
学
一
年
生
の
作
に
、
独
自
の
視
点
か
ら
深
い

考
察
を
試
み
て
い
る
力
作
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
驚
き
な
が
ら
そ
の
読
み
応

え
を
楽
し
く
味
わ
い
な
が
ら
の
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

漱
石
作
品
が
現
代
の
若
者
た
ち
の
心
を
今
も
揺
さ
ぶ
り
つ
づ
け
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
思
い
、
作
品
の
持
つ
普
遍
的
な
力
と
い
う
も
の
を
再
確
認
し
た
よ
う

な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

金
指
　
紀
彦

中
学
生
に
は
、「
意
見
・
理
由
・
具
体
例
・
結
論
」
と
い
う
型
を
用
い
て
文

章
を
書
く
、
一
つ
の
言
葉
を
取
り
上
げ
て
そ
こ
か
ら
考
え
を
広
げ
て
い
く
、
と

い
う
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
高
校
生
の
中
に
は
、

段
落
を
分
け
ず
に
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
気
に
書
い
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

「
読
む
こ
と
」
の
学
習
は
、「
書
く
こ
と
」
を
意
識
し
な
が
ら
行
う
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
秀
一

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
選
ん
だ
作
品
は
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
と
『
こ
こ
ろ
』
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
作
品
の
こ
と
か
ら
離
れ
て
自
分
の
経
験
に
終
始
し
て
し

ま
う
こ
と
な
く
、
作
品
の
内
容
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
た
上
で
論
じ
て
い
る
も
の

が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
方
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
選
ん
だ
作
品
は
『
こ
こ
ろ
』
が
圧
倒
的
に
多
い
中
、

『
夢
十
夜
』
や
『
三
四
郎
』、『
硝
子
戸
の
中
』、『
草
枕
』
の
他
、「
自
選
講
演
集
」

を
扱
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
、読
書
の
幅
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
校
生
ら
し
く
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
や
生
き
方
を
模
索
し
て
い
く
よ
う
な
作
品

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
必
ず
作
品
の
一
部
分
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
こ
と
に
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な
っ
て
い
ま
す
が
、
作
品
全
体
の
主
題
を
追
究
し
、
導
き
出
し
た
自
分
の
考
え

を
自
ら
の
言
葉
で
語
っ
て
い
る
優
れ
た
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。
作
文
を
し
て
い

く
中
で
、
書
く
力
は
も
と
よ
り
、
心
の
中
に
多
く
の
「
気
づ
き
」
が
生
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
応
募
し
た
多
く
の
皆
さ
ん
の
、
こ
れ
か
ら
の
ご

活
躍
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

福
本
　
元
惠

今
年
度
も
、
名
作
の
世
界
に
触
れ
て
言
葉
や
表
現
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
作

品
の
読
み
を
深
め
な
が
ら
、
時
代
や
社
会
の
捉
え
方
や
人
間
理
解
、
自
己
理
解

を
深
め
て
い
っ
た
成
果
が
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
秀
作
に
、
数
多
く
出
合
い
ま
し

た
。特

に
、
描
か
れ
た
作
品
の
世
界
や
人
物
の
生
き
方
に
、
現
在
の
自
分
の
日
常

生
活
や
、
自
分
の
在
り
方
、
将
来
に
向
け
て
の
課
題
を
重
ね
て
、
人
生
の
指
針

や
自
分
の
望
む
生
き
方
を
見
出
し
た
作
品
が
多
く
、
文
章
に
表
現
さ
れ
た
考
え

の
豊
か
さ
に
心
惹
か
れ
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

心
に
残
る
一
行
を
選
ん
で
感
想
を
書
き
綴
る
と
、
そ
の
一
行
で
表
現
さ
れ
た

内
容
の
理
解
そ
の
も
の
に
心
が
奪
わ
れ
て
、
作
品
を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
上
で
の
そ
の
一

行
の
役
割
の
読
み
解
き
や
、
作
品
の
読
み
深
め
、
作
者
と
の
対
話
が
、
心
な
ら

ず
も
疎
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
選
ん
だ
一
行
か
ら
作
品
の
世
界
を
思
い
描
き
、

心
情
や
場
面
、
作
品
の
主
題
を
解
釈
し
鑑
賞
し
た
文
章
に
、
読
書
感
想
文
と
し

て
の
価
値
が
存
在
し
、
意
見
文
や
解
説
文
と
は
異
な
る
奥
深
さ
や
魅
力
が
生
ま

れ
ま
す
。

ま
た
、
推
敲
を
重
ね
る
中
で
、
誤
字
や
脱
字
、
表
現
の
妥
当
性
に
気
付
き
、

段
落
構
成
や
展
開
を
再
考
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
す
。
読
み
手
の
理
解
や
共

感
が
得
ら
れ
て
こ
そ
、
表
現
や
作
品
が
成
り
立
つ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
様
々
な

工
夫
を
試
み
な
が
ら
文
章
を
完
成
に
近
づ
け
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

森
　
顕
子

今
年
度
は
、
夏
目
漱
石
の
作
品
と
初
め
て
出
会
っ
て
書
か
れ
た
方
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。「
初
め
て
」
と
い
う
の
は
、作
品
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ

た
、
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
し
て
多
く
の
人
が
、
こ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
再
読
し
た
り
、
別
の
作
品
や
、
同
じ
よ
う
な
主
題
の
別
の
作
家
の
作
品

を
読
ん
で
み
た
い
、
と
あ
っ
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
読
書

の
広
が
り
は
自
分
の
世
界
の
広
が
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
い
作
品
と
出
会
わ

れ
て
く
だ
さ
い
。

山
下
　
憲
人

中
学
生
・
高
校
生
部
門
の
審
査
を
通
じ
て
の
講
評
を
記
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
に
、
等
身
大
の
自
分
を
作
品
世
界
や
登
場
人
物
に
重
ね
な
が

ら
、
思
索
を
深
め
て
い
く
と
い
う
筆
致
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
読
後
感
と
い

う
範
疇
に
留
ま
ら
ず
、
自
ら
の
価
値
観
や
生
き
方
を
模
索
し
た
り
、
さ
ら
に
は

哲
学
的
な
思
索
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
る
作
品
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
漱
石
が
提
示
し
よ
う
と
し
た
世
界
観
を
、
若
い
皆
さ
ん
が
純
粋
に
素
直
に

受
け
と
め
、
新
し
い
認
識
や
価
値
観
を
紡
い
で
い
く
姿
に
心
強
い
も
の
を
感
じ

ま
す
。
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中
高
生
の
皆
さ
ん
が
、
そ
の
年
代
に
出
会
っ
て
お
く
べ
き
漱
石
作
品
が
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
漱
石
が
私
た
ち
に
問
い
か
け
て
く
る
も
の
を
確
か
に
受
容
し
つ

つ
、
そ
の
確
か
さ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
認
識
や
価
値
観
こ
そ
が
、
皆
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
を
形
作
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
漱
石
作
品
か
ら
生
ま
れ
る
思
索
を
記

す
、
あ
る
い
は
そ
の
軌
跡
を
読
み
直
し
て
み
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
「
輪
郭
」

が
紡
が
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。



16

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
わ
た
し
の
漱
石
、
わ
た
し
の
一
行
」〈

中
学
生
の
部
〉

　
・
最
優
秀
賞 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

１７

　
・
朝
日
新
聞
社
賞 

…
…
…
…
…
…
… 

１９

　
・
紀
伊
國
屋
書
店
賞 

…
…
…
…
…
… 

２０

　
・
新
潮
社
賞 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

２２

　
・
東
京
理
科
大
学
賞 

…
…
…
…
…
… 

２３

　
・
二
松
学
舎
大
学
賞 

…
…
…
…
…
… 

２５

　
・
く
ま
も
と
賞 

…
…
…
…
…
…
…
… 

２６

　
・
佳
作 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

２８

〈
高
校
生
の
部
〉

　
・
最
優
秀
賞 
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

４０

　
・
朝
日
新
聞
社
賞 
…
…
…
…
…
…
… 

４１

　
・
紀
伊
國
屋
書
店
賞 
…
…
…
…
…
… 

４３

　
・
新
潮
社
賞 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

４４

　
・
東
京
理
科
大
学
賞 

…
…
…
…
…
… 

４６

　
・
二
松
学
舎
大
学
賞 

…
…
…
…
…
… 
４７

　
・
く
ま
も
と
賞 

…
…
…
…
…
…
…
… 
４９

　
・
佳
作 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

５０
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中
学
生
の
部

最

優

秀

賞

僕
の
聖
地
、
牛
込
界
隈

暁
星
中
学
校　

２
年　
　
　



澤さ
わ

田だ　

憲け
ん

作
品
名
『
一
夜
』

選
ん
だ
一
行人

生
を
書
い
た
の
で
小
説
を
か
い
た
の
で
は
な
い
か
ら
仕
方
が
な

い
。

漱
石
の
作
品
を
読
む
と
、
牛
込
界
隈
の
風
景
が
不
意
に
現
れ
、
妙
な

気
分
に
な
る
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
出
て
く
る
「
首
懸
け
の
松
」

は
外
濠
の
土
手
の
上
で
、『
行
人
』
の
「
雅
楽
稽
古
所
」
は
飯
田
橋
駅

の
側
で
、ど
ち
ら
も
僕
の
通
学
路
に
近
い
。『
明
暗
』の「
キ
ッ
ド
の
靴
」

や
「
仏フ

ラ
ン
ス

蘭
西
語
の
読
本
」
は
、
僕
が
卒
業
し
た
小
学
校
を
彷
彿
と
さ
せ

る
。
神
田
川
沿
い
を
歩
く
時
、『
そ
れ
か
ら
』
の
三
千
代
に
ふ
と
出
会

う
よ
う
で
緊
張
す
る
。
も
と
よ
り
虚
構
だ
が
、
舞
台
が
実
在
す
る
と
リ

ア
リ
テ
ィ
が
増
す
。
ア
ニ
メ
等
の
聖
地
巡
礼
が
流
行
る
の
も
う
な
ず
け

る
。

『
一
夜
』
の
舞
台
は
八
畳
の
座
敷
で
、南
西
に
「
鉄
牛
寺
」
が
あ
る
。

牛
込
界
隈
に
こ
の
名
の
寺
は
な
い
。
だ
が
僕
は
寺じ

内な
い

と
呼
ば
れ
た
神
楽

坂
五
丁
目
辺
り
か
と
思
う
。
本
文
中
に
「
東
隣
で
琴
と
尺
八
を
合
わ
せ

る
音
」
と
あ
り
、
花
街
特
有
の
路
地
を
連
想
す
る
か
ら
だ
。『
一
夜
』

は
「
朦
朧
と
し
て
取
り
留
め
が
つ
か
な
い
」
と
、
作
中
作
と
し
て
卑
下

す
る
場
面
が
『
猫
』
に
あ
る
。
で
も
こ
う
し
て
場
所
を
絞
る
と
、
ピ
ン

ト
が
合
い
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
男
女
三
人
の
掛
け
合
い
が
細
か
な
仕
草

と
と
も
に
映
し
出
さ
れ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
見
て
い
る
感
覚

に
な
る
。

最
終
段
落
は
、
ま
さ
に
映
画
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
で
、
四
つ
の
問
答
が

示
さ
れ
る
。
そ
の
三
番
目
で
「
三
人
の
言
語
動
作
を
通
じ
て
一
貫
し
た

事
件
が
発
展
せ
ぬ
？
」
と
唐
突
に
切
り
出
し
、
そ
れ
に
応
え
て
「
人
生

を
書
い
た
の
で
小
説
を
か
い
た
の
で
な
い
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
気
を

吐
く
。
不
遜
だ
が
率
直
な
物
言
い
に
も
聞
こ
え
る
。『
倫ロ

ン
ド
ン敦
塔
』
で
は

後
書
き
を
添
え
、『
幻
影
の
盾
』
で
は
前
書
き
を
載
せ
、
本
文
の
枠
外

で
執
筆
動
機
な
ど
を
補
足
し
た
。
作
家
デ
ビ
ュ
ー
間
も
な
い
不
安
が
そ

う
さ
せ
た
の
か
。
だ
が
本
作
で
は
本
文
末
尾
に
配
置
し
た
。
こ
の
変
化

が
興
味
深
い
。

そ
も
そ
も
「
人
生
を
書
い
た
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
高
浜
虚
子

は
『
漱
石
と
私
』
の
中
で
、
連
句
な
ど
が
創
作
熱
を
煽
る
口
火
に
な
っ

た
と
回
顧
し
て
い
る
。
僕
は
は
っ
と
し
た
。
三
人
の
掛
け
合
い
を
読
み

直
す
。
あ
あ
、こ
れ
は
句
を
付
け
て
い
る
の
だ
。
三
人
は
連れ

ん

衆じ
ゅ
う

で
、「
美
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中
学
生
の
部

中
学
生
の
部し

き
多
く
の
夢
を
」
と
吟
ず
る
が
、
雨
な
ど
の
事
物
に
刺
激
さ
れ
詩
興

を
動
か
し
、
付
け
筋
を
楽
し
む
。
漱
石
は
執し

ゅ

筆ひ
つ

役
で
、
客
観
的
に
記
録

す
る
が
、
三
人
が
寝
入
る
と
視
点
は
全
知
的
に
な
り
、「
凡
て
を
忘
れ
」

「
太
平
に
入
る
」
と
呟
き
、
人
生
観
を
語
っ
て
、
例
の
四
つ
の
問
答
で

締
め
る
。

英
国
帰
り
の
文
学
者
だ
が
、
相
変
ら
ず
英
語
教
師
の
ま
ま
で
く
す
ぶ

る
中
、仲
間
の
励
ま
し
で
連
句
を
巻
く
。す
る
と
言
葉
が
溢
れ
出
る
。『
一

夜
』
に
は
、
表
現
や
生
き
方
に
懊
悩
し
、
身
を
よ
じ
っ
て
寝
転
ぶ
漱
石

が
い
る
。
人
生
を
「
一
貫
し
た
事
件
」
と
し
て
扱
う
小
説
に
憤
り
、
連

句
や
自
分
語
り
で
表
現
を
試
み
る
。
同
時
に
「
己
れ
を
斯
く
」
こ
と
な

く
生
き
よ
う
と
自
戒
す
る
。『
一
夜
』
か
ら
一
年
後
、『
猫
』
の
最
後
も

「
太
平
に
入
る
」
と
結
び
、『
草
枕
』
で
も
「
凡
て
を
忘
却
し
て
ぐ
っ

す
り
寝
込
む
よ
う
な
」
詩
味
を
礼
讃
す
る
。
二
年
後
、
つ
い
に
職
業
作

家
と
な
る
。
思
え
ば
連
句
は
巻
戻
し
を
禁
じ
、
後
戻
り
で
き
な
い
人
生

に
喩
え
ら
れ
る
。
博
士
や
教
授
の
名
利
を
断
つ
が
、
逸
民
と
な
る
ま
で

は
突
き
抜
け
な
い
。

や
は
り
『
一
夜
』
の
舞
台
は
起
伏
の
多
い
神
楽
坂
が
相
応
し
い
。
ま

た
一
つ
、
僕
の
聖
地
が
で
き
た
。

作
品
に
描
か
れ
た
場
所
・
空
間
を
身
近
に
引
き
寄
せ
、
実
在
す

る
作
品
の
舞
台
と
い
う
意
味
以
上
の
重
み
を
持
つ
こ
と
を
流
行
し

て
い
る
「
聖
地
巡
礼
」
と
重
ね
て
語
っ
て
い
る
。

審
査
講
評
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中
学
生
の
部

中
学
生
の
部

朝
日
新
聞
社
賞

先
生
と
こ
こ
ろ

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年　
　
　



中な
か

澤ざ
わ　

優ゆ

莉り

栄え

作
品
名
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行私

は
今
自
分
で
自
分
の
心
臓
を
破
っ
て
、
そ
の
血
を
あ
な
た
の
顔
に

浴
せ
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
私
の
鼓
動
が
停
っ
た
時
、
あ

な
た
の
胸
に
新
ら
し
い
命
が
宿
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
満
足
で
す
。

初
め
て
こ
の
文
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
と
て
も
情
熱
的
な
言
葉
だ
と

感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。「
自
分
の
心
臓
の
血
を
、
自
ら
破
っ
て

あ
な
た
に
浴
び
せ
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
」。
私
が
ず
っ
と
頭
を
捻
っ

て
も
到
底
で
て
こ
な
い
よ
う
な
表
現
を
、
漱
石
は
い
と
も
た
や
す
く
、

し
か
し
心
に
深
く
残
る
よ
う
に
描
き
出
し
た
。
先
生
は
こ
の
手
紙
を

「
私
」
に
対
し
て
書
き
綴
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
一
節
を
読
ん
だ

と
き
、
読
者
の
心
臓
に
も
「
先
生
の
最
期
」
と
い
う
こ
と
を
深
く
深
く

抉
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
を
読
み
解
く
と
、
私
の
中
に
は
一
つ
の
疑
問
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
先
生
の
心
臓
の
血
は
私
の
顔
に
浴
び
せ
ら
れ

る
の
に
、
新
た
な
命
が
宿
る
の
は
私
の
胸
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
漱
石
が
本
を
書
く
上
で
、な
ぜ
題
を
『
こ
こ
ろ
』
と
し
た
の
か
、

そ
の
本
質
に
迫
っ
て
い
く
問
い
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

私
は
、こ
こ
ろ
と
い
う
も
の
は
、一
人
の
中
に
二
つ
存
在
す
る
と
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
脳
と
心
臓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
課
さ
れ
た
役
割
が
違
う
。
ま
ず
、
脳
は
も
の
を
考
え
る
役
割
を
持

つ
。私
た
ち
に
は
こ
こ
ろ
が
心
臓
に
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

し
か
し
私
た
ち
が
心
臓
で
物
事
を
考
え
、
行
動
し
て
い
る
の
か
と
言
わ

れ
れ
ば
そ
れ
は
違
う
。
全
身
に
指
示
を
出
し
、
感
情
を
生
み
出
す
の
は

司
令
塔
た
る
脳
の
役
割
な
の
だ
。
対
し
て
心
臓
は
、
人
間
が
動
物
と
し

て
持
つ
生
存
本
能
を
第
一
と
す
る
。
心
臓
が
全
身
へ
血
を
巡
ら
せ
、
ど

く
り
ど
く
り
と
、
生
き
て
い
る
限
り
絶
え
間
な
く
そ
の
鼓
動
を
刻
み
続

け
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
人
間
の
生
き
た
い
と
願
う
意
志
で
あ
り
、
心
臓

が
こ
こ
ろ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
証
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
で
は
こ
の
二
つ
の
「
こ
こ
ろ
」
は
、
先
生
の
場
合
ど
の
よ
う

に
動
い
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

心
臓
は
「
死
に
た
く
な
い
」
と
叫
ん
で
い
た
。
脳
は
「
私
は
死
ぬ
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
理
性
的
に
考
え
て
い
た
。
し
か
し
先
生
は

死
ぬ
の
が
厭
だ
っ
た
。
死
を
見
せ
る
の
が
厭
だ
っ
た
。
だ
か
ら
今
ま
で

咎
を
背
負
っ
た
ま
ま
生
き
続
け
て
い
た
。
作
中
で
は
、
先
生
と
妻
や
、

先
生
と
私
、
先
生
と
Ｋ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の
こ
こ
ろ
が
入
り
混
じ
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、
そ
し
て
最
期
へ
と
繋
が
っ
た
わ
け
だ
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
先
生

の
死
を
伝
え
る
こ
の
手
紙
こ
そ
、
先
生
の
こ
こ
ろ
を
最
も
輝
か
せ
て
い

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
心
臓
と
は
本
能
だ
。
本
能
と
は
、
そ
の
人
間

の
こ
こ
ろ
か
ら
の
意
思
で
あ
り
、遺
志
で
あ
る
。
本
能
が
示
す
そ
れ
を
、

血
と
い
う
形
で
生
々
し
く
顔
に
浴
び
せ
か
け
、「
私
」
の
脳
ま
で
浸
透

さ
せ
る
。
そ
し
て
、
新
し
い
命
と
い
う
の
は
本
能
で
し
か
生
ま
れ
な
い

わ
け
だ
か
ら
、「
私
」
の
胸
に
は
己
の
脳
か
ら
流
れ
て
き
た
血
潮
を
何

遍
も
何
遍
も
体
に
巡
ら
せ
、「
私
」
と
「
先
生
」
と
が
混
ざ
り
合
っ
た

新
た
な
自
分
と
い
う
も
の
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

本
能
を
破
り
理
性
を
貫
い
た
先
生
は
、心
臓
を
破
り
遺
志
を
繋
い
だ
。

先
生
の
過
去
を
私
に
も
負
わ
せ
、
そ
し
て
静
か
に
消
え
て
い
っ
た
。
先

生
の
鼓
動
が
真
に
止
ま
っ
た
と
き
と
い
う
の
は
、
私
が
手
紙
を
読
み
終

わ
り
、
先
生
の
「
こ
こ
ろ
」
を
浸
透
さ
せ
き
っ
た
そ
の
と
き
、
そ
の
瞬

間
な
の
だ
ろ
う
。

漱
石
が
『
こ
こ
ろ
』
と
い
う
題
に
し
た
理
由
を
鮮
烈
な
一
行
を

き
っ
か
け
に
立
証
。
心
臓
と
脳
の
二
つ
の
こ
こ
ろ
が
あ
る
と
説
明

し
、「
本
能
を
破
り
理
性
を
貫
い
た
先
生
は
、
心
臓
を
破
り
遺
志

を
繋
い
だ
」
と
喝
破
す
る
論
理
展
開
に
舌
を
巻
い
た
。

審
査
講
評

紀
伊
國
屋
書
店
賞

清
の
愛
情

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年　
　
　



伊い

藤と
う　

優ゆ
う

希き

作
品
名
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行お

れ
も
あ
ま
り
嬉
し
か
っ
た
か
ら
、
も
う
田
舎
へ
は
行
か
な
い
、
東

京
で
清
と
う
ち
を
持
つ
ん
だ
と
言
っ
た
。

「
お
れ
も
あ
ま
り
嬉
し
か
っ
た
か
ら
、
も
う
田
舎
へ
は
行
か
な
い
、

東
京
で
清
と
う
ち
を
持
つ
ん
だ
と
言
っ
た
。」

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
読
ん
で
私
は
こ
の
一
行
が
と
て
も
深
く
印
象
に

残
っ
た
。「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
読
み
終
え
た
時
、
清
と
坊
っ
ち
ゃ
ん
の

関
係
が
私
に
と
っ
て
一
番
興
味
深
か
っ
た
。
下
女
で
あ
る
清
だ
け
は
、

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
両
親
や
兄
か
ら
疎
ま
れ
て
い
た

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
清
が
自
分
の
こ
と
を
何
故
賞
め
る
の
か
よ
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
が
清
が
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
疎
ま
し
い
と
思
っ
て
い
な
い

と
い
う
気
持
ち
は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
次
第
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。
私
自

身
も
家
族
か
ら
ほ
め
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
し
、
家
族
以
外
の
人
か
ら
自
分
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性
格
や
行
動
を
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
も
自
分
が
社
会
で
認
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
る
。

四
国
の
中
学
校
に
赴
任
し
て
か
ら
も
東
京
の
清
の
こ
と
を
頻
繁
に
思

い
出
す
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
土
地
で
慣
れ
な
い
生
活
の

始
ま
り
で
唯
一
、
清
に
は
、
本
音
を
手
紙
で
書
く
。
私
は
今
は
家
族
と

暮
ら
し
て
い
て
辛
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
家
族
に
相
談
し
て
い
る
。
私

の
話
し
を
聞
い
て
も
ら
う
と
私
の
心
は
少
し
軽
く
な
り
、
ま
た
元
の
生

活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
も
物
理
的
に
は
清
と
離
れ
て

い
て
も
清
の
心
と
は
離
れ
て
い
な
い
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
が
中
学
校
で
主
に
教
頭
の
赤
シ
ャ
ツ
と
赤
シ
ャ
ツ
に
ご

ま
を
す
っ
て
い
る
、
の
だ
い
こ
の
性
格
や
言
動
で
嫌
な
思
い
を
し
て
い

る
時
、
し
ば
し
清
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
離
れ
て
暮
ら
す
と
清
が
自
分

に
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
し
て
く
れ
た
こ
と
を
懐
し
く
、
あ
り
が
た
く

思
い
、
と
に
か
く
自
分
の
こ
と
を
ほ
め
て
く
れ
た
清
が
恋
し
く
な
る
。

私
も
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
教
師
を
辞
め
、
清
の
所
に
真
っ
先
に
戻
る
。
清
は
今

ま
で
と
変
わ
ら
ず
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
大
歓
迎
し
た
。
こ
の
場
面
で
こ
の
一

行
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
一
行
は
、
色
々
な
こ
と
が
あ
り
な
が
ら
も

清
が
本
当
に
一
途
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
愛
情
深
く
接
し
て
き
た
証
で
あ
る

と
思
う
。
そ
し
て
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
清
の
愛
情
に
対
し
て
真
剣
に
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。

私
は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
嫌
な
こ
と
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
自
暴
自
棄

に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
四
国
の
中
学
校
で
教
師
を
し
て
い
て
も
坊
っ

ち
ゃ
ん
ら
し
く
無
鉄
砲
で
少
々
乱
暴
な
そ
の
ま
ま
の
性
格
で
い
ら
れ
た

こ
と
は
何
よ
り
も
清
の
愛
情
と
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
清
が

坊
っ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
心
の
支
え
で
あ
り
、
離
れ
て
い
て
も
本
音
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
自
身
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
。
清
の
存
在
な
し
で
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
め
げ
ず
に
自
由
に
振
る

舞
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
と
清
の
関
係
は
本
当
の
家
族
以
上
の
愛
情
深
い
関
係
で

あ
っ
た
こ
と
に
感
動
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
今
は
家
族
、
周
り
の
大
人

達
や
友
達
を
支
え
に
暮
ら
し
て
い
る
が
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
清
の
よ
う

に
将
来
、
人
の
心
の
支
え
と
な
り
愛
情
を
深
く
注
ぐ
こ
と
の
で
き
る
人

と
な
り
た
い
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
清
へ
の
思
い
の
変
化
を
松
山
の
日
常
の
中
で
読

み
解
き
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
清
の
関
係
に
感
動
し
つ
つ
、「
人
の
心

の
支
え
と
な
り
愛
情
を
深
く
注
ぐ
こ
と
の
で
き
る
人
と
な
り
た

い
」
と
結
ん
だ
優
れ
た
感
想
文
。

審
査
講
評
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新
潮
社
賞

美
禰
子
の
心
と
空
の
色日

本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年　
　
　



山や
ま

本も
と　

真ま

愛な

作
品
名
『
三
四
郎
』

選
ん
だ
一
行「

空
の
色
が
濁
り
ま
し
た
」
と
美
禰
子
が
云
っ
た
。

こ
の
一
行
は
私
の
心
に
強
く
印
象
に
残
っ
た
。
最
初
私
は
、
た
だ
美

禰
子
の
独
自
の
表
現
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
何
度
も
読
み
返
す
内
に
こ

れ
は
美
禰
子
の
心
情
の
変
化
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
少
し
心
持

が
悪
か
っ
た
美
禰
子
を
心
配
し
て
三
四
郎
は
美
禰
子
と
共
に
外
へ
出

た
。
外
は
静
か
な
秋
の
空
が
広
が
り
美
禰
子
は
少
し
落
ち
着
い
た
。
そ

し
て
一
人
で
外
に
出
る
の
で
は
な
く
三
四
郎
と
出
た
こ
と
で
少
し
安
心

し
た
と
思
う
。
秋
は
夏
よ
り
日
が
沈
む
の
が
早
い
。
綺
麗
に
ゆ
っ
た
り

落
ち
て
い
く
。
そ
の
空
は
辞
書
に
あ
る
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。「
外
に
形
容
の
仕
方
の
な
い
色
」
と
い
う
一
文
を

見
て
思
い
浮
か
べ
た
の
は
私
が
綺
麗
と
い
う
一
言
で
し
か
表
現
で
き
な

い
様
な
秋
の
夕
焼
け
だ
。
し
か
し
私
が
見
る
事
が
出
来
る
夕
焼
け
は
、

水
面
に
映
る
夕
焼
け
で
も
地
平
線
に
目
一
杯
広
が
る
夕
焼
け
で
も
な

く
、
視
界
を
遮
断
す
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
建
物
の
隙
間
か
ら
だ
。
美

禰
子
と
三
四
郎
が
何
気
な
く
共
に
見
た
景
色
を
私
は
こ
の
目
で
実
際
に

見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
作
者
の
夏
目
漱
石
は
そ
の
空
を
お
そ
ら
く
見

た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
目
に
焼
き
付
け
た
の
だ
ろ
う
。
手
に
取
る
よ
う

に
現
代
に
そ
の
夕
焼
け
の
美
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
伝
わ
る

の
は
夏
目
漱
石
が
「
空
の
色
が
濁
り
ま
し
た
」
と
い
う
独
特
の
表
現
を

使
っ
た
か
ら
だ
。
想
像
し
て
段
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
こ
の
美
し
さ
が
私

の
心
に
響
い
た
。

こ
の
一
行
は
夏
目
漱
石
の
表
現
の
中
で
一
番
綺
麗
で
日
本
語
を
変
幻

自
在
に
使
い
こ
な
す
夏
目
漱
石
な
ら
で
は
だ
と
思
う
。
そ
し
て「
綺
麗
」

と
い
う
言
葉
で
は
な
く
、美
禰
子
が
言
っ
た
「
空
の
色
が
濁
り
ま
し
た
」

の
方
が
少
し
重
み
が
あ
り
、
そ
の
時
の
空
と
美
禰
子
の
心
情
を
表
す
の

に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
三
四
郎
と
い
う
物
語
の
中
に
入
り
込
む
様

に
夏
目
漱
石
が
一
つ
一
つ
の
単
語
に
込
め
た
意
味
を
探
り
な
が
ら
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
て
行
く
感
覚
が
と
て
も
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
。

夏
目
漱
石
が
書
く
美
禰
子
を
表
す
表
現
は
と
て
も
間
接
的
だ
と
思

う
。夏
目
漱
石
は
自
分
の
目
に
見
え
た
景
色
を
見
た
ま
ま
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
美
禰
子
の
心
情
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
触
れ
て
い
な
く

て
も
、
夏
目
漱
石
は
自
然
と
移
り
変
わ
っ
て
行
く
空
と
美
禰
子
の
コ
ロ

コ
ロ
変
わ
る
心
情
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
思
う
。
例
え
ば
、
水
面
に
映
る

夕
焼
け
も
、
菊
人
形
で
客
を
呼
ぶ
声
も
、
石
に
止
ま
っ
た
鶺
鴒
さ
え
も
、
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の
時
の
風
景
を
表
し
て
い
る
の
に
、
美
禰
子
の
心
情
を
様
々
な
角
度

か
ら
表
現
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
ん
な
夏
目
漱
石
と
美
禰
子
の
目
に

映
っ
た
大
理
石
の
様
な
広
い
空
は
色
ん
な
捉
え
方
が
あ
る
と
思
っ
た
。

夏
目
漱
石
が
直
接
心
情
を
書
か
な
か
っ
た
の
は
、
読
み
手
の
想
像
が
無

限
に
広
が
っ
て
、
共
感
出
来
る
部
分
も
増
え
る
様
な
読
み
手
に
寄
り
添

う
形
で
こ
の
三
四
郎
を
読
ん
で
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら
だ
と
私
は
考
え

た
。

漱
石
が
風
景
描
写
に
美
禰
子
の
心
情
を
濃こ
ま

や
か
に
反
映
さ
せ
て

い
る
様
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
夕
焼
け
の
描
写
な
ど
漱
石

作
品
の
日
本
語
と
し
て
の
美
し
さ
、
表
現
の
自
在
さ
に
感
銘
を
受

け
て
い
る
と
こ
ろ
に
感
受
性
の
高
さ
を
感
じ
る
。

審
査
講
評

東
京
理
科
大
学
賞

三
四
郎
か
ら
考
え
る
思
考
の
広
げ
方

恵
泉
女
学
園
中
学
校　

３
年　
　
　



相あ
い

川か
わ　

遥は
る
か

作
品
名
『
三
四
郎
』

選
ん
だ
一
行「

囚
わ
れ
ち
ゃ
駄
目
だ
。」

「
囚
わ
れ
ち
ゃ
駄
目
だ
。」

私
は
三
四
郎
に
出
て
く
る
こ
の
一
言
が
自
分
の
心
に
残
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
が
出
て
く
る
の
は
三
四
郎
の
序
盤
の
シ
ー
ン
で
す
。
大
学

に
入
る
為
に
熊
本
か
ら
上
京
し
て
き
た
三
四
郎
は
、
汽
車
の
中
で
出

会
っ
た
、
と
あ
る
人
と
会
話
を
交
わ
し
ま
す
。
こ
の
会
話
の
相
手
は
、

髭
の
生
え
た
、
不
思
議
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
男
で
し
た
。
囚
わ

れ
ち
ゃ
駄
目
だ
と
い
う
こ
の
言
葉
の
直
前
、男
は
あ
る
事
を
言
い
ま
す
。

熊
本
よ
り
東
京
は
広
い
。
東
京
よ
り
日
本
は
広
い
。
そ
し
て
日
本
よ
り

頭
の
中
は
広
い
で
し
ょ
う
、
と
。
こ
の
言
葉
は
、
自
分
の
頭
の
中
に
あ

る
考
え
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
十
分
に
発
揮
し
て
い

く
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
と
私
は
捉
え
ま
し
た
。
私
達
は
日
々
物
を
考
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な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
今
日
世
界
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス

で
聞
い
た
時
、
仕
事
や
授
業
を
受
け
て
い
る
時
、
さ
ら
に
は
家
族
や
友

人
と
話
し
て
い
る
時
で
さ
え
私
達
は
思
考
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
私
達

は
考
え
る
こ
と
無
し
で
生
き
て
い
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
自
分

の
頭
の
中
の
考
え
を
よ
り
大
き
く
広
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
囚
わ
れ
る
と
は
何
に
だ
ろ
う

か
と
考
え
て
み
ま
し
た
。
私
は
、
夏
目
漱
石
は
一
つ
の
固
定
さ
れ
た
考

え
に
囚
わ
れ
る
な
と
言
い
た
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
一
つ

の
固
定
さ
れ
た
考
え
方
と
は
、
思
い
込
み
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
達
は
無
意
識
の
内
に
思
い
込
み
に
よ
っ
て
一
つ
の
考
え

方
に
執
着
し
、
新
た
な
考
え
方
を
得
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
現
に
三
四
郎
は
、
男
の
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
か
ら
真
実
に

熊
本
を
出
た
よ
う
な
心
持
ち
が
し
た
と
、
同
時
に
熊
本
に
い
た
頃
の
自

分
は
卑
怯
だ
っ
た
と
悟
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
三
四
郎
は
熊
本
を

出
て
も
ま
だ
熊
本
に
い
る
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
り
、
男
の
こ
の
一
言
に

出
会
っ
て
い
な
け
れ
ば
過
去
の
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た

の
で
す
。こ
の
男
が
三
四
郎
に
新
た
な
気
付
き
を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

誰
か
が
何
か
の
き
っ
か
け
で
自
分
の
価
値
観
を
新
し
く
し
て
く
れ
な

け
れ
ば
、
古
い
考
え
に
囚
わ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
達

は
自
ら
考
え
を
逐
一
更
新
し
、
よ
り
広
く
深
い
主
張
を
持
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
私
達
に
は
思
考
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

使
っ
て
自
分
の
考
え
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
を
読

む
こ
と
、
他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
他
人
の
意
見

を
参
考
に
し
、
そ
れ
を
基
に
自
分
で
考
え
ぬ
く
こ
と
な
ど
、
様
々
な
方

法
に
よ
っ
て
頭
の
中
を
広
げ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
夏
目
漱
石
は
伝

え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夏
目
漱
石
が
言
っ
た
通
り
な
ら
ば
、
私
達
は
三
十
七
万
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
こ
と
に
固
執
す
る

の
で
は
な
く
、
日
々
の
こ
と
か
ら
学
び
を
得
て
自
分
の
頭
の
中
に
あ
る

考
え
を
限
り
な
く
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

一
行
を
自
分
な
り
に
読
み
解
き
、
読
書
、
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
他
人
の
意
見
を
参
考
に
、
自
分
で
考
え
抜
く

こ
と
の
重
要
性
に
気
付
く
姿
に
好
感
が
持
て
る
。

審
査
講
評
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二
松
学
舎
大
学
賞

悲
し
く
な
い
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年　
　
　



南み
な
み　

葵あ
お
い彩

作
品
名
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行御

墓
の
な
か
で
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
ま

す
と
云
っ
た
。

「
植
木
鉢
の
楓
み
た
様
な
小
人
が
で
き
る
ん
だ
」
思
わ
ず
ぷ
っ
と

笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
昨
年
の
秋
頃
、
楓
の
種
を
公
園
で
拾
い
、
植
木
鉢

に
植
え
て
み
た
。
す
る
と
芽
が
出
て
、
今
で
は
小
さ
な
苗
木
と
な
っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
公
園
に
あ
る
立
派
な
楓
の
木
に
は
程
遠
い
。
踏
ん
だ

ら
潰
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
頼
り
な
い
存
在
。
そ
の
表
現
が
と
て
も
良
く

想
像
で
き
た
の
だ
。「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
は
こ
う
し
た
表
現
の
面
白
さ
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
は
、
清
と
の
絆
を
軸
に
、
そ
の
無
鉄
砲
で
愚
直
な

性
格
が
描
か
れ
て
い
る
。
疎
ま
れ
て
い
た
幼
少
期
よ
り
、
良
き
理
解
者

と
し
て
側
に
い
た
清
を
東
京
に
残
し
、
四
国
に
教
師
と
し
て
赴
任
。
そ

こ
で
大
変
な
目
に
あ
い
、
結
局
は
職
を
辞
し
て
東
京
に
戻
る
。
そ
し
て

給
料
は
低
く
な
る
も
の
の
、家
を
構
え
清
と
一
緒
に
暮
ら
す
。
し
か
し
、

坊
っ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
最
愛
と
も
言
え
る
清
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
、

と
い
う
所
で
話
は
終
わ
る
。
要
約
す
る
と
悲
し
い
話
だ
。
し
か
し
、
読

み
終
え
た
時
、
私
は
清
々
し
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
口
が
悪
い
。
赴
任
先
の
人
々
に
も
、
本
人
が
聞
い
た

ら
い
い
気
が
し
な
い
よ
う
な
渾
名
を
つ
け
、
赴
任
先
で
あ
る
四
国
も
片

田
舎
と
い
う
よ
う
な
様
子
で
所
々
で
馬
鹿
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
何

だ
か
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し
ま
う
。
温
泉
は
毎
日
通
う
ほ
ど
気
に
入
っ
て

い
る
し
、
狸
、
赤
シ
ャ
ツ
、
野
だ
い
こ
、
山
嵐
に
う
ら
な
り
君
な
ど
、

渾
名
は
各
々
の
性
格
や
様
子
を
よ
く
表
し
て
い
て
、
覚
え
が
い
い
。

最
近
学
校
で
、
正
義
と
は
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
時
間
が
あ
っ
た
。

私
は
、
お
互
い
に
理
解
し
共
有
し
て
こ
そ
正
義
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
そ
れ
は
独
り
よ
が
り
の
考
え
に
す
ぎ
な
い
と
思
っ
た
。
し
か
し

曲
が
っ
た
事
が
大
嫌
い
な
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
は
、
独
り
よ
が
り
の
正
義
が

あ
っ
た
。
う
ら
な
り
君
が
延
岡
に
赴
任
し
て
し
ま
う
際
も
、
自
分
だ
け

給
料
を
上
げ
て
も
ら
う
の
は
、
う
ら
な
り
君
に
不
人
情
だ
と
赤
シ
ャ
ツ

の
提
案
を
承
諾
し
な
い
。
決
し
て
世
渡
り
上
手
と
は
言
え
な
い
坊
っ

ち
ゃ
ん
。
例
え
誰
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
く
て
も
、自
分
の
正
義
を
貫
く
、

信
念
徹
底
の
人
だ
。
赤
シ
ャ
ツ
と
野
だ
い
こ
を
懲
ら
し
め
た
時
は
、
何

だ
か
私
ま
で
清
々
し
た
。
で
も
結
局
は
辞
職
し
東
京
に
戻
る
こ
と
に
な

り
、
完
全
に
は
赤
シ
ャ
ツ
達
を
や
り
込
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
点
は
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に
は
心
残
り
だ
。
け
れ
ど
、
裏
工
作
な
ん
て
し
な
い
、
真
っ
直
ぐ
な

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
で
い
い
。
そ
う
し
た
性
格
が
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の

話
を
小
気
味
い
い
も
の
に
し
て
い
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
最
後
、
給
料
は
減
り
、
心
の
支
え
で
あ
っ
た
清
も
他
界
。
決

し
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
と
は
言
え
な
い
。
け
れ
ど
、
清
が
亡
く
な
っ
た

事
を
語
る
シ
ー
ン
、
普
通
な
ら
心
の
支
え
で
あ
る
清
を
失
っ
た
坊
っ

ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
そ
う
に
思
え
る
よ
う
な
所
だ
。
し
か
し
、
清
に
死
ん

だ
ら
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
お
寺
に
埋
め
て
く
れ
と
「
御
墓
の
中
で
坊
っ
ち
ゃ

ん
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
り
ま
す
」
と
遺
言
さ
れ
る
の
で
あ

る
。そ
こ
で
ま
た
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。死
ぬ
の
を
待
た
れ
る
と
は
！

お
墓
参
り
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
と
も
取
れ
る
が
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
が
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
悲
劇
の
物
語
に
し

な
い
も
う
一
つ
の
要
素
な
の
で
は
な
い
か
。

ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
み
れ
ば
悲
し
い
話
に
も
な
り
得
る
『
坊
っ

ち
ゃ
ん
』
が
、
な
ぜ
悲
劇
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
表
現

の
面
白
さ
を
論
じ
て
い
る
。
作
品
の
個
性
を
よ
く
つ
か
ん
だ
点
が

評
価
で
き
る
。

審
査
講
評

く
ま
も
と
賞

爺
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

新
宿
区
立
新
宿
中
学
校　

３
年　
　
　



木き

村む
ら　

日ひ

咲さ

作
品
名
『
夢
十
夜
』

選
ん
だ
一
行そ

れ
で
も
爺
さ
ん
は
「
深
く
な
る
、
夜
に
な
る
、
真
直
に
な
る
」
と

唄
い
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
も
真
直
に
歩
い
て
行
っ
た
。

「
そ
れ
で
も
爺
さ
ん
は
『
深
く
な
る
、
夜
に
な
る
、
真
直
に
な
る
』

と
唄
い
な
が
ら
、ど
こ
ま
で
も
真
直
に
歩
い
て
行
っ
た
。」
こ
れ
は
「
夢

十
夜
」
第
四
夜
の
中
の
一
文
だ
。
私
は
こ
の
一
文
が
心
に
響
い
た
。

「
夢
十
夜
」
に
は
十
の
夢
の
世
界
が
描
か
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
作
品

と
は
違
う
幻
想
的
で
独
特
な
世
界
観
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

読
ん
で
い
て
疑
問
に
思
う
場
面
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
夢
の
話
な
の

で
解
釈
が
色
々
で
き
る
の
が
面
白
い
。
読
者
に
解
釈
を
委
ね
る
よ
う
な

自
由
な
雰
囲
気
が
心
地
よ
い
。

第
四
夜
は
子
供
で
あ
る
「
自
分
」
が
と
あ
る
部
屋
の
中
に
い
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
。
部
屋
の
片
隅
で
は
爺
さ
ん
が
一
人
で
酒
を
飲
ん
で
い
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。
そ
こ
に
神
さ
ん
が
出
て
き
て
爺
さ
ん
に
質
問
す
る
の
だ
が
、
そ
の

返
事
は
ず
い
ぶ
ん
と
い
い
か
げ
ん
な
も
の
で
あ
る
。年
齢
を
聞
け
ば「
い

く
つ
か
忘
れ
た
よ
」
と
言
い
、
家
を
尋
ね
れ
ば
「
臍
の
奥
だ
よ
」
と
答

え
る
。
爺
さ
ん
は
自
分
の
年
齢
が
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
酒
を
飲
み
続
け

る
。
だ
が
、
行
き
先
は
決
ま
っ
て
い
る
。「
ど
こ
へ
行
く
の
か
ね
」
と

の
問
い
に
「
あ
っ
ち
へ
行
く
よ
」
と
答
え
、
爺
さ
ん
は
そ
の
ま
ま
河
原

の
方
へ
真
直
に
歩
き
始
め
る
。「
自
分
」
も
つ
い
て
行
く
の
だ
が
、
爺

さ
ん
は
途
中
で
持
っ
て
い
る
手
拭
を
蛇
に
す
る
と
言
っ
て
笛
を
吹
き
だ

す
。「
草
鞋
を
爪
立
て
る
様
に
、
抜
足
を
す
る
様
に
、
手
拭
に
遠
慮
を

す
る
様
に
、廻
っ
た
。
怖
そ
う
に
も
見
え
た
。
面
白
そ
う
に
も
あ
っ
た
。」

私
は
こ
こ
の
部
分
が
人
生
そ
の
も
の
の
表
現
に
よ
う
に
感
じ
た
。結
局
、

手
拭
は
蛇
に
は
な
ら
ず
、
爺
さ
ん
は
河
の
岸
ま
で
振
り
向
く
こ
と
も
な

く
真
直
に
歩
き
、
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
ゴ
ー
ル
に
着
い
た
と
い
う

わ
け
だ
。

爺
さ
ん
の
ス
タ
ー
ト
は
臍
の
奥
、
つ
ま
り
人
間
が
生
ま
れ
る
場
所
。

爺
さ
ん
は
自
分
の
年
齢
が
分
か
ら
な
い
。
自
分
を
見
失
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
生
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
、
上
手

く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
面
白
く
て
も
怖
く
て
も
ど
こ
ま
で
も

真
直
に
歩
い
て
行
っ
た
。
振
り
向
く
こ
と
も
な
く
、戻
る
こ
と
も
な
く
。

つ
ま
り
、
爺
さ
ん
は
人
生
そ
の
も
の
で
、「
人
生
は
一
度
き
り
で
、
戻

る
こ
と
も
や
り
直
す
こ
と
も
で
き
な
い
」と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
の「
自

分
」
に
、そ
し
て
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

こ
れ
が
私
の
解
釈
だ
。

現
在
私
は
十
四
歳
。
人
生
が
始
ま
っ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
も
、
た
く
さ

ん
の
悩
み
や
面
白
い
と
き
怖
い
と
き
が
あ
っ
た
。
中
学
三
年
生
の
今
は

ち
ょ
う
ど
進
路
選
択
の
時
期
だ
。
目
の
前
に
は
た
く
さ
ん
の
分
か
れ
道

が
あ
り
、「
こ
れ
で
合
っ
て
い
る
の
か
」
と
自
分
に
問
い
か
け
る
日
々

を
送
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
秋
の
陸
上
大
会
に
向
け
た
練
習
が
で
き
な

く
な
り
、
周
り
の
人
た
ち
に
す
っ
か
り
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
孤

独
を
感
じ
、
自
分
を
見
失
っ
た
。
何
度
も
逃
げ
た
く
な
っ
た
。
そ
ん
な

時
に
こ
の
爺
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
だ
。「『
深
く
な
る
、
夜
に
な
る
、
真

直
に
な
る
』
と
唄
い
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
も
真
直
に
歩
い
て
行
っ
た
」

爺
さ
ん
は
、
人
生
に
つ
い
て
教
え
、
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
。
だ

か
ら
心
に
響
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
、
私
は
自
分
で

選
ん
だ
道
を
ゴ
ー
ル
ま
で
、
真
直
に
歩
み
続
け
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

構
成
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
人

も
読
み
た
く
な
る
感
想
文
。
ま
た
、
一
行
の
解
釈
へ
の
思
考
過
程

に
瑞
々
し
い
感
性
を
感
じ
る
。
自
ら
の
悩
み
に
引
き
付
け
た
最
後

の
文
章
も
清
々
し
い
。

審
査
講
評
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佳

作

書
く
こ
と
よ
り
想
う
こ
と

暁
星
中
学
校　

１
年　
　
　



坂さ
か

崎ざ
き　

優ゆ
う

斗と

作
品
名
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行清

の
注
文
ど
お
り
の
手
紙
を
書
く
の
は
三
七
日
の
断
食
よ
り
も
苦
し

い
。

「
清
の
注
文
ど
お
り
の
手
紙
を
書
く
の
は
三
七
日
の
断
食
よ
り
も
苦

し
い
。」

こ
の
一
行
は
、
僕
が
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
読
ん
で
一
番
心
に
残
っ
た

文
で
す
。

こ
の
一
行
に
は
、
主
人
公
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
清
へ
の
愛
情
が
と
て
も
表

わ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
詳
し
く
書
い
て
、
清
を
喜
ば
せ
た
い
と
思
え

ば
思
う
ほ
ど
書
け
な
く
な
る
の
で
す
。
現
代
の
僕
か
ら
見
る
と
、
内
容

は
と
も
か
く
、
自
分
が
元
気
で
い
る
こ
と
だ
け
で
も
書
い
て
、
清
を
安

心
さ
せ
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
こ
の
後
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
清
へ
手
紙
を

書
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
清
の
身
を
案
じ
て
い
て
や
り
さ
え
す
れ
ば
、
お
れ
の
ま
こ
と
は
清

に
通
じ
る
に
ち
が
い
な
い
。
通
じ
さ
え
す
れ
ば
手
紙
な
ん
ぞ
や
る
必
要

な
い
。」
と
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
持
ち
前
の
短
気
で
乱
暴
な
性
格
の
せ
い
で
、
家
で
除

け
者
あ
つ
か
い
さ
れ
、
病
気
の
母
に
は
亡
く
な
る
二
、
三
日
前
に
も
怒

ら
れ
追
い
出
さ
れ
た
た
め
、
死
に
目
に
も
会
え
な
か
っ
た
。
清
は
、
そ

ん
な
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
無
条
件
に
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
て
、
将
来
を
楽
し

み
に
し
て
く
れ
た
。
家
庭
は
裕
福
だ
っ
た
が
、
両
親
か
ら
愛
情
を
感
じ

て
い
な
か
っ
た
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
手
紙
な
ど
の
物
で
表
わ
す
愛
情
よ
り

も
、
心
で
相
手
を
想
う
「
愛
情
」
を
大
切
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

次
に
清
の
お
話
が
出
て
く
る
の
は
、
物
語
の
最
後
で
す
。
四
国
で
色

々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、教
員
を
辞
め
て
東
京
に
も
ど
っ
た
時
で
し
た
。

下
宿
に
も
行
か
ず
、
真
っ
先
に
清
に
会
い
に
行
っ
た
ら
、
清
は
涙
を
ぽ

た
ぽ
た
と
落
と
し
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
昔
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
な
ら
、

お
せ
じ
じ
ゃ
な
い
か
と
疑
っ
た
り
も
し
た
が
、
こ
こ
で
初
め
て
「
お
れ

も
あ
ま
り
う
れ
し
か
っ
た
。」
と
素
直
な
気
持
ち
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

初
め
て
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
清
の
心
が
通
い
合
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
坊
っ

ち
ゃ
ん
は
そ
こ
で
、
東
京
で
清
と
う
ち
を
持
つ
ん
だ
、
と
言
い
ま
す
。

の
ち
に
、
清
は
肺
炎
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
が
、
死
ぬ
前
日
に
「
清

が
死
ん
だ
ら
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
お
寺
へ
埋
め
て
く
だ
さ
い
。
お
墓
の
中

で
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
く
る
の
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
言
わ
れ
た
の
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そ
の
通
り
に
し
た
そ
う
で
す
。
普
通
、
自
分
の
家
の
墓
に
は
家
族
の

骨
を
埋
め
ま
す
。
そ
れ
を
分
か
っ
て
清
は
お
願
い
し
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
清
の
ま
こ
と
は
坊
ち
ゃ
ん
に
通
じ
ま
し
た
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
清
は
大
切
な
家
族
に
な
り
ま
し
た
。
清
の
「
愛
情
」
は
、
坊
っ
ち
ゃ

ん
の
心
の
中
で
生
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
そ
の
後
、
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

僕
が
思
う
に
、
街
鉄
の
技
手
を
続
け
て
い
る
が
、
持
ち
前
の
性
格
の
せ

い
で
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
平
社
員
の
ま
ま
で
あ
る
。
赤
シ
ャ
ツ
に
似
た

上
司
は
い
る
が
、
や
ま
あ
ら
し
の
よ
う
な
同
僚
に
恵
ま
れ
、
天
ぷ
ら
そ

ば
を
食
べ
て
戦
っ
て
い
る
。
清
に
似
た
雰
囲
気
の
奥
さ
ん
と
か
わ
い
い

娘
に
恵
ま
れ
た
。
長
期
出
張
の
時
は
奥
さ
ん
か
ら
「
手
紙
く
ら
い
よ
こ

し
な
さ
い
よ
。」
と
言
わ
れ
る
の
で
し
た
。

佳

作

僕
が
先
生
に
言
い
た
い
こ
と

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校　

１
年　
　
　



神か
ん

原ば
ら　

悠ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

作
品
名
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行こ

の
手
紙
が
あ
な
た
の
手
に
落
ち
る
頃
に
は
、
私
は
も
う
こ
の
世
に

は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
と
く
に
死
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。

僕
の
選
ん
だ
夏
目
漱
石
の
「
こ
こ
ろ
」
の
一
行
は
「
こ
の
手
紙
が
あ

な
た
の
手
に
落
ち
る
頃
に
は
、
私
は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
と
く
に
死
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。」
だ
。

僕
が
ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
こ
の
遺
書
を
も
ら
っ
た
私
は
さ
ぞ
か
し

動
揺
し
た
こ
と
だ
ろ
う
、
そ
し
て
先
生
の
告
白
を
、
妻
へ
の
秘
密
を
、

な
ぜ
こ
れ
か
ら
背
負
っ
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
苦
悩
し
た

だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
。

も
し
僕
が
私
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
先
生
に
は
命
を
引
き
ず
り
続
け
て

で
も
生
き
て
欲
し
い
と
伝
え
る
だ
ろ
う
。
も
し
本
当
に
妻
を
愛
し
て
い

る
の
な
ら
ば
死
ぬ
と
い
う
選
択
肢
は
な
い
は
ず
だ
。
全
て
の
罪
を
私
に
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白
し
、
私
に
は
止
め
る
権
利
も
与
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
自
ら
の
命
を
絶

つ
の
は
あ
ま
り
に
も
身
勝
手
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
僕
は
、
先
生
は
卑
怯
な
人
だ
と
感
じ
た
。
お
嬢
さ
ん
へ
の
想

い
を
打
ち
明
け
る
友
人
Ｋ
に
対
し
「
精
神
的
に
向
上
心
の
な
い
も
の
は

馬
鹿
だ
」
と
言
い
放
つ
。
こ
れ
は
Ｋ
に
と
っ
て
一
番
の
言
っ
て
欲
し
く

な
い
言
葉
で
あ
り
、
Ｋ
の
お
嬢
さ
ん
へ
の
想
い
を
徹
底
的
に
打
ち
砕
く

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
生
は
追
い
打
ち
を
か
け
る
。
Ｋ
の
気
持
ち
を

知
り
な
が
ら
出
し
ぬ
け
に
お
嬢
さ
ん
に
結
婚
を
申
し
込
む
の
だ
。

し
か
し
Ｋ
は
２
人
の
結
婚
を
知
っ
た
後
も
、
先
生
に
対
し
以
前
と
変

わ
ら
な
い
様
子
で
接
す
る
。
そ
ん
な
Ｋ
に
先
生
は
「
俺
は
戦
略
で
勝
っ

て
も
人
間
と
し
て
は
負
け
た
の
だ
」
と
、
Ｋ
を
立
派
に
思
い
、
自
分
が

恥
ず
か
し
く
思
う
。
僕
は
き
っ
と
こ
の
時
が
Ｋ
に
自
分
の
弱
さ
を
打
ち

明
け
、
Ｋ
か
ら
も
、
そ
し
て
自
分
自
身
か
ら
も
許
さ
れ
る
こ
と
の
で
き

る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

翌
朝
、
Ｋ
は
み
ず
か
ら
命
を
絶
つ
。

自
分
が
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
も
同
然
だ
。
自
分
は
Ｋ
と
話
し
合
う
勇

気
さ
え
持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で

あ
っ
た
Ｋ
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
自
責
の
念
と
と
も
に
、
先
生

の
心
の
奥
底
に
眠
る
、
人
に
対
す
る
不
信
感
と
い
う
魔
物
に
抗
う
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
、
先
生
は
自
分
に
負
け
た
の
だ
。

そ
の
後
、
先
生
は
Ｋ
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
罪
悪
感
と
、
自
分
の
弱

さ
、
自
ら
の
卑
怯
さ
に
苦
し
み
続
け
な
が
ら
死
ん
だ
つ
も
り
で
生
き
続

け
る
が
、
乃
木
大
将
の
死
に
直
面
し
、
乃
木
大
将
は
私
と
一
緒
で
は
な

い
か
、
自
分
だ
け
が
生
き
て
い
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
思
い
に

駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
殺
を
決
意
す
る
。
こ
の
世
に
一
人
、
妻
の

純
白
だ
け
を
守
り
、
こ
の
世
を
去
る
の
で
あ
る
。

「
こ
こ
ろ
」
は
、
Ｋ
と
先
生
が
命
を
絶
つ
悲
し
い
結
末
を
迎
え
る
。

し
か
し
物
語
の
中
に
垣
間
見
る
、
人
間
の
裏
切
り
や
身
勝
手
さ
、
弱
さ

は
、
誰
の
心
に
も
あ
る
身
近
な
感
情
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
生
は
卑
怯
な
人
だ
。
も
し
私
を
本
当
に
真
面
目
な
人
間
だ
と
信
じ

て
全
て
を
告
白
し
て
く
れ
た
の
な
ら
ば
、
Ｋ
へ
の
妻
へ
の
罪
を
背
負
い

続
け
な
が
ら
、
私
と
共
に
生
き
続
け
て
欲
し
か
っ
た
、
と
僕
は
伝
え
た

い
。
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佳

作

坊
っ
ち
ゃ
ん
と
清
、
僕
と
祖
母
の
未
来

済
美
平
成
中
等
教
育
学
校　

２
年　
　
　



阪さ
か

上う
え　

周し
ゅ
う

翼す
け

作
品
名
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行こ

の
婆
さ
ん
が
ど
う
い
う
因
縁
か
お
れ
を
非
常
に
か
わ
い
が
っ
て
く

れ
た
。

僕
は
、
祖
母
と
暮
ら
し
て
い
る
。
祖
母
と
の
生
活
は
、
愛
情
を
感
じ
、

感
謝
を
す
る
日
が
あ
れ
ば
、祖
母
の
言
葉
に
深
く
考
え
悩
む
日
も
あ
る
。

祖
母
が
僕
に
「
こ
の
家
を
継
い
で
ね
。」「
子
供
に
は
抱
か
な
か
っ
た
執

着
が
あ
る
。」
と
言
っ
て
く
る
こ
と
を
聞
く
と
祖
母
は
、
僕
を
嫌
い
で

は
な
い
の
だ
と
思
う
。
で
も
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ

う
と
僕
が
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
僕
は『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

を
読
ん
だ
と
き
に
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
清
に
対
し
て
抱
く
感
情
に
少
し
自

分
と
似
た
部
分
を
見
た
気
が
し
て
、と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。僕
は
、「
こ

の
婆
さ
ん
が
ど
う
い
う
因
縁
か
、
お
れ
を
非
常
に
可
愛
が
っ
て
く
れ

た
。」
と
い
う
一
行
に
、
人
は
「
因
縁
」
に
結
ば
れ
て
い
る
の
か
、
坊
っ

ち
ゃ
ん
と
清
の
関
係
は
、
僕
と
祖
母
の
関
係
と
は
少
し
違
う
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
興
味
を
持
っ
た
。

僕
の
祖
母
と
清
と
は
、
似
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
何
度
か
本

を
読
む
う
ち
に
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
を
い
く
つ
か
見
つ
け
た
。
例
え
ば

「
周
君
は
い
い
子
。」「
周
君
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
育
て
た
か
ら
す
ご
い

人
に
な
る
と
思
う
。」
な
ど
、根
拠
の
な
い
こ
と
を
言
う
と
こ
ろ
。
坊
っ

ち
ゃ
ん
も
清
の
言
葉
に
つ
い
て
「
清
に
も
別
段
の
考
え
も
な
か
っ
た
よ

う
だ
。」
と
気
づ
く
。
し
か
し
、
清
に
「
家
を
持
っ
た
ら
置
い
て
く
だ

さ
い
。」
と
い
う
旨
を
何
度
も
言
わ
れ
る
う
ち
に
「
お
れ
も
な
ん
だ
か

う
ち
が
も
て
る
よ
う
な
気
が
し
て
」
と
自
信
を
持
つ
瞬
間
が
あ
る
。
僕

に
も
、
小
さ
い
頃
そ
ん
な
瞬
間
が
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
と
思
い
出
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
清
が
清
の
お
い
に
、
と
き
に
一
人
で
決
め
て
一
人

で
し
ゃ
べ
る
と
こ
ろ
。
僕
の
友
人
や
友
人
の
親
、
先
生
に
対
し
て
、
祖

母
は
頼
ん
で
も
い
な
い
こ
と
を
勝
手
な
話
ま
で
つ
け
足
し
話
す
の
で
、

僕
も
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
く
閉
口
す
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
が
四
国
へ
発
つ
前
に
訪
ね
る
と
、風
邪
で
寝
て
い
た
清
。

僕
の
帰
り
を
待
ち
な
が
ら
、
転
寝
を
し
て
い
て
起
き
上
が
る
祖
母
と
同

じ
よ
う
に
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
も
小
さ
く
見
え
た
の
か
な
と
思
っ
た
。
と

き
ど
き
祖
母
は
、
清
が
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
「
も
う
お
別
れ
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。」
と
小
さ
な
声
で
い
っ
た
よ
う
に
、「
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い

つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
ん
。」と
言
う
。
今
は
ま
だ
、現
実
味
が
な
い
け
れ
ど
、

い
つ
か
、
僕
が
大
学
進
学
な
ど
で
祖
母
の
も
と
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
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と
き
、
僕
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
言
葉
に
涙
を
こ
ら

え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
と
き
、
き
っ
と
祖
母
は
清
の
よ
う
に
、

あ
れ
こ
れ
い
ら
な
い
も
の
を
渡
し
て
き
た
り
、
世
話
を
し
た
り
し
て

…
…
、
そ
ん
な
姿
も
目
に
浮
ぶ
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
と
清
、
こ
の
本
の
最
後
は
、「
清
」
の
話
で
結
ば
れ
る
。

東
京
に
帰
っ
た
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
下
宿
に
は
寄
ら
ず
、
清
の
も
と
へ
行

く
。
涙
を
こ
ぼ
す
清
、
二
人
は
一
緒
に
暮
ら
し
、
お
墓
で
待
っ
て
い
る

と
告
げ
、
清
は
他
界
す
る
。
一
瞬
、
清
が
恋
人
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

る
最
後
、「
因
縁
の
そ
の
先
」
は
予
想
外
だ
っ
た
。
で
も
、
坊
っ
ち
ゃ

ん
と
清
と
の
関
係
に
、
僕
は
、
複
雑
な
気
持
ち
も
あ
る
今
の
先
に
、
祖

母
孝
行
で
き
る
日
が
来
る
か
な
と
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

佳

作

「
夢
」
と
は
何
か

筑
波
大
学
附
属
中
学
校　

１
年　
　
　



志し

村む
ら　

由ゆ

梨り

作
品
名
『
夢
十
夜
』

選
ん
だ
一
行こ

ん
な
夢
を
見
た
。

「
夢
十
夜
」
を
読
ん
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
こ
ん
な
夢
を

見
た
。」
で
あ
る
。

全
夜
を
通
し
て
人
間
の
生
死
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
て
、
恐
ろ
し
い

感
じ
が
す
る
が
、
そ
も
そ
も
夢
の
話
な
の
で
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
ず
世
界

観
が
と
ら
え
に
く
い
。
そ
の
な
か
で
こ
の
一
文
だ
け
は
目
覚
め
て
い
る

現
実
世
界
か
ら
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
、
数
夜
の
話
に
わ
た
っ

て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
自
然
に
は
っ
き
り
と
意
識
づ
け

ら
れ
た
。

私
が
見
る
夢
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
難
解
で
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い

も
の
で
は
な
く
、
昼
間
に
体
験
し
た
こ
と
や
読
ん
だ
本
の
内
容
が
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
。目
が
覚
め
た
後
に
、「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
、
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ん
な
夢
を
見
た
ん
だ
な
。」
と
夢
を
見
た
理
由
が
わ
か
る
も
の
が
多

い
。そ

う
考
え
る
と
、
夢
に
は
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

漱
石
は
、
こ
の
夢
で
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
な
ぜ
夢
の
話

と
し
て
書
い
た
の
か
、
と
疑
問
を
持
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
夢
の
中
で
の
話

と
し
て
書
か
な
く
て
も
、
作
品
に
込
め
る
思
い
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
分
か

り
易
く
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
に
、な
ぜ
そ
う
し
な
か
っ
た
の
か
。

私
の
理
解
力
や
想
像
力
が
及
ば
な
い
こ
と
が
原
因
だ
が
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
す
ぎ
る
。

第
八
夜
と
第
十
夜
は
、
庄
太
郎
と
い
う
人
物
で
つ
な
が
り
が
あ
る
。

第
八
夜
で
は
通
行
人
の
一
人
と
し
て
登
場
し
、
第
十
夜
で
は
、
は
な
し

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
庄
太
郎
は
第
八
夜
で
は
鏡
に
映
っ

て
い
る
だ
け
だ
し
、
第
十
夜
で
は
、
健
さ
ん
の
世
間
話
の
話
題
に
な
っ

て
い
る
だ
け
で
、
ど
ち
ら
も
他
者
の
目
を
通
し
た
存
在
と
し
て
描
か
れ

て
い
て
、
間
接
的
で
遠
回
し
な
感
じ
が
す
る
。「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
」、
と
庄
太
郎
本
人
が
語
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
も
っ
と
漱

石
が
何
を
言
い
た
か
っ
た
の
か
が
分
か
り
易
か
っ
た
と
思
う
。
な
ぜ
漱

石
は
そ
う
し
な
か
っ
た
の
か
。

全
体
的
に
漠
然
と
し
て
い
て
筋
道
が
わ
か
ら
な
い
感
じ
で
読
み
進
め

て
い
く
中
で
、
例
え
ば
第
一
夜
の
女
が
転
生
し
た
百
合
の
描
写
は
と
て

も
詳
し
い
。
第
三
夜
の
子
ど
も
を
森
に
捨
て
に
行
く
途
中
に
あ
る
石
に

書
か
れ
た
文
字
の
色
も
単
に
赤
色
で
は
な
く
、
井い

守も
り

の
腹
の
赤
と
書
か

れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
具
体
的
で
細
か
な
描
写
で
、
あ
り
あ
り
と
光
景
が
浮
か
ん
で
く

る
。「

こ
ん
な
夢
を
見
た
。」
と
同
じ
で
、
こ
こ
だ
け
夢
の
中
の
こ
と
で

は
な
く
現
実
世
界
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

漱
石
は
「
夢
」
に
ど
ん
な
理
由
、
思
い
を
持
た
せ
た
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

曖
昧
で
筋
道
が
通
ら
な
い
遠
回
し
な
も
の
は
、
異
性
や
我
が
子
、
他

の
人
と
の
か
か
わ
り
、
人
の
生
死
、
才
能
の
評
価
、
身
の
回
り
に
起
こ

る
様
々
な
出
来
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
世
の
中
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ま
る

で
「
夢
」
の
よ
う
で
あ
る
。
私
た
ち
は
「
こ
ん
な
夢
を
み
て
い
る
。」

の
で
あ
る
。
確
か
な
も
の
は
目
の
前
に
あ
る
美
し
い
百
合
、
井
守
の
腹

の
赤
で
あ
る
、
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
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佳

作

坊
っ
ち
ゃ
ん
と
清

筑
波
大
学
附
属
中
学
校　

２
年　
　
　



渡わ
た

井い　

結ゆ

月づ
き

作
品
名
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行お

れ
も
あ
ま
り
う
れ
し
か
っ
た
か
ら
、「
も
う
い
な
か
へ
は
い
か
な

い
、
東
京
で
清
と
う
ち
を
も
つ
ん
だ
。」
と
い
っ
た
。

正
義
感
が
人
一
倍
強
く
、
情
に
厚
い
誠
実
な
性
格
。
し
か
し
軽
は
ず

み
で
向
こ
う
見
ず
な
も
の
だ
か
ら
、
い
つ
も
損
ば
か
り
し
て
い
る
。

こ
の
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
教
師
生
活
は
、
ま
さ
に
そ
ん
な
主
人
公

の
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
人
柄
を
良
く
表
し
た
も
の
だ
と
思
う
。
卑
怯
で
ず
る

賢
い
上
司
や
、
人
の
機
嫌
を
う
か
が
っ
て
ば
か
り
の
臆
病
な
同
僚
、
人

を
小
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な
言
動
の
目
立
つ
生
徒
た
ち
と
過
ご
す
中
で
起

こ
る
、滑
稽
な
騒
動
を
経
て
、堀
田
の
辞
職
に
影
響
を
受
け
た
坊
っ
ち
ゃ

ん
は
、
赤
シ
ャ
ツ
や
野
だ
い
こ
に
日
々
の
鬱
奮
を
ぶ
つ
け
、
辞
表
を
校

長
に
叩
き
つ
け
る
。
私
が
選
ん
だ
一
文
は
、
松
山
か
ら
帰
京
し
た
坊
っ

ち
ゃ
ん
が
、
清
に
向
け
て
放
っ
た
台
詞
だ
。

そ
も
そ
も
、
物
語
の
序
盤
で
は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
清
が
何
故
自
分
に

良
く
し
て
く
れ
る
の
か
疑
問
に
思
う
程
度
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
台

詞
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
帰
京
し
た
後
に
は
清
を
と
て
も
大
切
に

思
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
中
盤
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
生
徒
に

い
た
ず
ら
を
仕
掛
け
ら
れ
、
落
ち
込
ん
で
い
た
時
に
零
し
た
台
詞
に
、

「
な
ん
だ
か
清
に
会
い
た
く
な
っ
た
。」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の

場
面
で
は
、
今
ま
で
別
段
気
に
も
と
め
て
い
な
か
っ
た
清
の
親
切
が
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
気
付
き

が
描
か
れ
て
い
て
、
彼
が
四
国
で
揉
ま
れ
る
う
ち
に
、
清
に
対
す
る
心

情
の
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
不
器
用
で
対
人
関
係

が
う
ま
く
い
か
な
い
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
悩
む
た
び
に
血
の
つ
な
が
り
が

な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
異
常
な
ま
で
の
愛
を
注
ぐ
清
の
事
を
思
い
出

す
。
そ
う
し
て
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
次
第
に
、あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
褒
め
、

無
条
件
に
愛
し
て
く
れ
る
清
に
対
し
て
大
き
な
感
謝
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
。
お
そ
ら
く
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
愛

に
飢
え
て
い
た
の
だ
と
私
は
思
う
。兄
ば
か
り
ひ
い
き
す
る
母
と
、坊
っ

ち
ゃ
ん
を
些
と
も
褒
め
て
く
れ
な
い
父
に
育
て
ら
れ
た
坊
っ
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
、
清
は
異
質
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
清
の
愛
を

受
け
止
め
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
教
師
生
活
で
、
坊
っ

ち
ゃ
ん
が
清
に
幾
度
と
な
く
救
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
の
た
め
彼
は
、
帰
京
し
て
す
ぐ
、
下
宿
に
も
寄
ら
ず
に
、
清
に

感
謝
を
伝
え
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。情
に
厚
い
彼
な
ら
で
は
の
行
動
だ
。
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「
お
れ
も
あ
ま
り
う
れ
し
か
っ
た
か
ら
、『
も
う
い
な
か
へ
は
い
か

な
い
、
東
京
で
清
と
う
ち
を
も
つ
ん
だ
。』」
彼
が
言
っ
た
こ
の
一
文
に

は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
清
の
愛
や
感
謝
が
溢
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
私
は
こ

の
文
が
好
き
だ
。

佳

作

創
痕

長
野
清
泉
女
学
院
中
学
校　

３
年　
　
　



小お

根ね

澤ざ
わ　

悠ゆ

希き

作
品
名
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行し

か
し
創
痕
は
死
ぬ
ま
で
消
え
ぬ

私
が
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
読
み
終
え
て
最
初
に
思
っ
た
こ
と
は
、
主

人
公
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
純
粋
な
人
な
の
だ
な
ぁ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

他
人
の
言
葉
を
額
面
通
り
に
し
か
受
け
取
れ
な
い
と
か
、
馬
鹿
が
つ

く
ほ
ど
素
直
と
か
、
正
直
者
と
か
、
曲
が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
と
い
っ

た
印
象
か
ら
も
、
よ
う
す
る
に
彼
は
純
粋
な
人
間
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
子
供
の
こ
ろ
か
ら
目
を
疑
う
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
で
あ

り
、
大
人
に
な
っ
て
社
会
に
出
て
か
ら
も
周
囲
の
人
と
い
ざ
こ
ざ
が
絶

え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
純
粋
ゆ
え
に
破
天
荒
で

ど
こ
か
不
器
用
な
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
憎
め
な
い
。
も
し
、
彼
の
よ
う
な
人

が
身
近
に
い
た
ら
な
に
か
と
厄
介
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
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れ
ど
、
こ
れ
ほ
ど
人
間
味
に
溢
れ
た
人
柄
は
、
殺
伐
と
し
た
現
代
社

会
に
於
い
て
、
一
石
を
投
じ
て
風
通
し
を
よ
く
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
想
像
す
る
。

さ
て
、
私
が
物
語
を
通
し
て
最
も
印
象
に
残
っ
た
一
行
は
、
冒
頭
の

章
に
出
て
く
る
ナ
イ
フ
で
指
を
切
っ
て
み
せ
る
描
写
と
と
も
に
書
か
れ

た
「
し
か
し
創
痕
は
死
ぬ
ま
で
消
え
ぬ
」
と
い
う
一
行
だ
。
そ
の
場
面

を
取
り
繕
っ
た
か
の
よ
う
に
み
せ
る
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
実
は
主
人

公
の
本
音
に
寄
り
添
っ
た
一
行
で
は
な
い
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

幼
い
頃
に
死
別
し
た
両
親
の
こ
と
、
二
度
と
会
う
こ
と
が
な
く
な
っ

た
兄
の
こ
と
、
売
り
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
玄
関
付
き
の
実
家
の
こ
と
、

転
々
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
居
候
先
、
勤
務
地
で
の
複
雑
な
人
間
関

係
、
そ
し
て
よ
う
や
く
戻
っ
て
き
た
東
京
で
迎
え
た
清
の
死
、
い
ず
れ

も
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
心
に
痛
み
を
与
え
た
出
来
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
時
と
と
も
に
、
ま
た
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
純
粋
さ
ゆ
え
の
行
動
で
乗

り
越
え
な
が
ら
物
語
は
進
ん
で
い
く
。
そ
れ
で
も
や
は
り
ど
こ
か
心
の

奥
底
に
は
創
痕
が
残
り
続
け
、
そ
れ
は
生
涯
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

こ
の
物
語
に
限
ら
ず
、
人
が
外
部
か
ら
受
け
る
ダ
メ
ー
ジ
は
外
傷
的

な
も
の
は
比
較
的
早
く
回
復
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
心
の
傷
な
ど
心
理

的
な
も
の
は
な
か
な
か
消
え
な
い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
誰
か
の
心
あ

る
言
葉
や
佳
き
出
会
い
な
ど
が
創
痕
を
癒
し
た
り
和
ら
げ
て
く
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
こ
の
物
語
で
い
う
な
ら
ば
、
う
ら
な
り
君
や
山
嵐
と
の
出

会
い
や
、
結
果
的
に
は
敗
北
し
て
し
ま
っ
た
が
、
正
義
感
を
も
っ
て
赤

シ
ャ
ツ
と
野
だ
い
こ
を
こ
ら
し
め
る
た
め
に
山
嵐
と
挑
ん
だ
経
験
、
幼

い
頃
か
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
清
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
私
自
身
は
ま

だ
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
波
乱
万
丈
な
経
験
は
無
い
け
れ
ど
、
小
さ
な

失
敗
で
傷
つ
い
た
経
験
は
幾
つ
も
あ
る
。
他
人
か
ら
見
た
ら
些
細
な
事

が
い
つ
ま
で
も
尾
を
引
く
事
も
稀
に
あ
る
し
、
ほ
ん
の
ひ
と
言
で
心
底

傷
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
誰
か
の
た
っ
た
一
言
や
誰

か
の
存
在
に
よ
っ
て
創
痕
が
い
と
も
簡
単
に
癒
え
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ

て
あ
る
。こ
の
一
行
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
物
語
を
読
み
進
め
た
。

果
た
し
て
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
生
涯
創
痕
を
残
し
た
ま
ま
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
、そ
れ
と
も
生
涯
を
か
け
て
創
痕
が
癒
え
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

い
つ
の
日
か
養
源
寺
で
問
う
て
み
た
い
。
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佳

作

絶
え
が
た
い
可
笑
し
み日

本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年　
　
　



澁し
ぶ

谷や　

実み

生き

作
品
名
『
永
日
小
品
（
元
日
）』

選
ん
だ
一
行し

ば
ら
く
す
る
と
聞
い
て
い
る
も
の
が
く
す
く
す
笑
い
出
し
た
。
自

分
も
内
心
か
ら
馬
鹿
々
々
し
く
な
っ
た
。
そ
の
時
フ
ロ
ッ
ク
が
真
先

に
立
っ
て
、
ど
っ
と
吹
き
出
し
た
。
自
分
も
調
子
に
つ
れ
て
、
一
所

に
吹
き
出
し
た
。

フ
ロ
ッ
ク
に
黒
紋
付
、
屠
蘇
、
謡
、
と
こ
の
作
品
は
厳
か
に
正
月
を

迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
話
が
始
ま
る
。ま
ず
年
始
の
挨
拶
に
来
た
三
、

四
人
の
男
は
漱
石
の
弟
子
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
高
浜
虚
子
が
車
に

乗
っ
て
挨
拶
に
や
っ
て
来
た
。
話
の
流
れ
で
漱
石
と
虚
子
が
二
人
で
謳

い
、
さ
ら
に
虚
子
が
鼓
を
打
ち
、
漱
石
が
謡
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

鼓
を
か
ん
か
ん
言
う
七
輪
の
炭
火
の
火
で
焙
り
、
張
切
っ
た
皮
の
上
を

か
ん
と
弾
く
仕
草
に
、
そ
の
場
の
緊
張
感
や
居
合
わ
せ
る
人
達
の
興
奮

す
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
読
ん
で
い
る
私
ま
で
緊
張
し
て
き
た
。

一
方
で
漱
石
は
「
少
し
待
っ
て
く
れ
」
と
頼
ん
だ
。
張
り
詰
め
て
き
た

雰
囲
気
に
い
さ
さ
か
尻
込
み
を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し

「
合
点
の
行
く
ま
で
研
究
し
て
い
れ
ば
、
二
、
三
時
間
は
か
か
る
」
と

判
断
し
、
好
い
加
減
の
と
こ
ろ
で
了
承
し
て
し
ま
う
。
さ
て
、
歌
い
出

し
た
ら
、
ど
う
に
も
出
が
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
虚
子
の
鼓
に
威
嚇

さ
れ
漱
石
の
謡
は
だ
ん
だ
ん
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
し
た
小
さ
な
声
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
の
漱
石
の
心
情
は
、今
風
の
言
葉
で
言
う
と「
も

う
ど
う
に
で
も
な
れ
！！
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
の

雰
囲
気
を
変
え
た
の
は
、
聞
い
て
い
た
者
の
く
す
く
す
と
し
た
笑
い
声

と
、フ
ロ
ッ
ク
の
ど
っ
と
し
た
吹
き
出
し
で
あ
っ
た
。漱
石
自
身
も
、「
内

心
か
ら
馬
鹿
々
々
し
く
な
っ
た
」
と
書
い
て
あ
る
通
り
、
厳
か
な
雰
囲

気
が
く
す
く
す
と
し
た
笑
い
声
に
よ
り
一
瞬
で
コ
ミ
カ
ル
な
も
の
へ
と

変
化
し
た
。

私
は
、
こ
の
場
面
を
想
像
し
、
自
分
が
こ
の
場
に
同
席
し
て
い
た
ら
、

あ
ま
り
に
も
可
笑
し
す
ぎ
て
一
番
先
に
大
爆
笑
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。
人
が
本
気
で
困
っ
て
い
る
時
に
は
笑
え
な
い
が
、
そ
う
で
は

な
い
場
合
は
、
場
が
真
面
目
で
皆
が
一
生
懸
命
な
時
ほ
ど
私
に
は
可
笑

し
く
感
じ
ら
れ
る
か
ら
だ
。
小
学
校
の
時
の
運
動
会
で
、
学
年
が
一
体

と
な
っ
て
演
技
す
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。
皆
、
真
剣
に
一
瞬
の
動

き
に
集
中
し
て
、
先
生
の
動
き
を
頑
張
っ
て
取
得
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
な
か
で
、
私
は
周
り
の
人
が
真
剣
に
取
り
組
む
姿
や
ピ
ン
と
張
り

詰
め
た
雰
囲
気
を
感
じ
る
に
つ
れ
て
何
故
か
急
に
可
笑
し
く
思
わ
れ
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、笑
い
を
堪
え
る
の
に
と
て
も
苦
労
し
た
。で
も
周
り
の
人
達
が
作
っ

て
い
る
雰
囲
気
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
私
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
の

練
習
ど
こ
ろ
で
は
な
く
笑
い
を
堪
え
る
こ
と
に
必
死
だ
っ
た
。
笑
っ
て

は
い
け
な
い
場
や
周
り
が
真
剣
な
時
に
限
っ
て
余
計
に
可
笑
し
く
感
じ

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
分
か
る
人
に
は
分
か
っ
て
も
ら
え
る
だ

ろ
う
。

漱
石
は
謡
に
つ
い
て
聞
い
て
い
た
者
か
ら
散
々
な
批
評
を
受
け
た
も

の
の
、
一
同
が
笑
い
、
虚
子
も
微
笑
し
自
分
の
鼓
に
自
分
の
謡
を
合
わ

せ
て
歌
い
納
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
達
の

関
係
性
が
良
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
細
君
が
虚
子
の
襦
袢
の
色
を
賞

め
、
そ
れ
を
漱
石
は
「
決
し
て
良
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
不
貞
腐
れ
る

よ
う
に
言
う
こ
と
も
、
弟
子
が
漱
石
の
謡
を
冷
や
か
し
た
り
し
て
も
、

こ
の
話
の
根
底
に
は
く
す
く
す
と
い
う
笑
い
声
が
来
こ
え
て
来
そ
う
な

可
笑
し
さ
と
、
ま
た
「
元
日
」
と
い
う
目
出
度
さ
も
相
ま
り
、
と
て
も

愉
快
な
読
後
感
に
浸
る
こ
と
が
出
来
る
。

佳

作

魅
力
が
詰
ま
っ
た
無
鉄
砲

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年　
　
　



馬ば

場ば　

百も
も

花か

作
品
名
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行親

譲
り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
。

私
が
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
一
行
は
「
親
譲

り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
。」
と
い
う
冒
頭

の
一
文
だ
。

私
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
の
最
初
の
出
会
い
は
小
学
生
の
頃
だ
っ
た
。
祖

父
が
私
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
文
庫
本
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
た
だ
、
当
時
ま

だ
私
は
小
学
生
。
夏
目
漱
石
の
良
さ
は
正
直
な
と
こ
ろ
分
か
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、こ
の
一
文
だ
け
は
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

今
考
え
る
と
何
事
に
も
実
直
な
主
人
公
に
対
し
て
、
深
い
魅
力
を
感
じ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
魅
力
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
人
は
、
周
り
の
和
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
対
立
す
る

こ
と
を
嫌
い
、
物
事
を
穏
便
に
済
ま
せ
る
こ
と
を
優
先
す
る
民
族
だ
と
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い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
主
人
公
は
そ
の
よ
う
な
日
本
人
の
典

型
的
な
性
格
と
真
逆
で
あ
る
。
平
均
的
な
日
本
人
が
持
っ
て
い
な
い
部

分
だ
か
ら
こ
そ
、よ
り
読
み
手
を
惹
き
つ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
な
ぜ
日
本
人
は
こ
の
主
人
公
の
よ
う
な
性
格
に
な
ろ
う
と
し

な
い
の
か
。
体
制
や
社
会
に
反
抗
す
る
人
間
は
、
様
々
な
争
い
に
巻
き

こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、辛
い
目
に
あ
う
こ
と
も
多
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
比
べ
大
多
数
の
日
本
人
は
和
を
乱
す
こ
と
を
嫌
う
た
め
、
社
会

に
順
応
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
主
人
公
は
、
私
達
と
は
違
う
生
き
方
を
す
る
か
ら
、
読
み
手
に

魅
力
的
に
映
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
主
人
公
と
山
嵐
は
卑
怯
者
の
野
だ
い
こ
と
赤
シ
ャ
ツ
を

懲
ら
し
め
た
あ
と
、
学
校
を
辞
め
こ
の
地
を
は
な
れ
て
い
く
場
面
は
、

主
人
公
を
完
全
に
勝
た
す
こ
と
は
せ
ず
、
現
実
味
を
入
れ
る
、
夏
目
漱

石
の
ア
イ
デ
ア
や
魅
力
が
沢
山
詰
ま
っ
て
い
る
印
象
的
な
場
面
だ
と
感

じ
た
。
最
終
的
に
主
人
公
が
悪
を
や
っ
つ
け
て
「
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
」

な
ん
て
い
う
の
は
よ
く
あ
る
話
だ
が
、
夏
目
漱
石
は
主
人
公
の
潔
く

真
っ
直
ぐ
な
性
格
を
理
解
し
、
描
写
し
た
上
で
、
こ
の
地
を
離
れ
る
こ

と
と
な
る
主
人
公
に
普
通
と
は
違
う
展
開
を
与
え
た
。
主
人
公
が
お
決

ま
り
の
よ
う
に
悪
を
倒
し
て
幸
せ
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
話
で
は
な

く
、
主
人
公
の
性
格
も
踏
ま
え
、
現
実
味
を
出
す
、
少
し
変
わ
っ
た
描

写
を
楽
し
め
る
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
一
冊
の
本
か
ら
、
夏
目
漱
石

の
魅
力
、
面
白
さ
が
や
っ
と
わ
か
っ
た
。

「
無
鉄
砲
」
の
意
味
は
後
先
考
え
ず
に
む
や
み
に
行
動
す
る
事
。
最

初
は
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
や
ん
ち
ゃ
な
の
か
」
と
い
う
先
入
観
が
あ
り
、

自
分
の
中
で
勝
手
に
納
得
し
て
い
た
が
、
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
自

分
の
中
で
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
「
無
鉄
砲
」
の
印
象
が
変
化
し
て
い
っ
た
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
私
達
が
な
か
な
か
で
き
な
い
生
き
方
を
し
て
お
り
、
日

本
人
の
典
型
的
な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
首
尾
一
貫
し
て
自
分
と
い

う
も
の
を
も
っ
て
い
る
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
中
の
「
無
鉄
砲
」
と
は
、
と
に
か
く
真
っ
直
ぐ
で
潔

い
主
人
公
の
魅
力
が
沢
山
詰
ま
っ
た
一
語
な
の
だ
。
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二
人
が
共
有
し
た
心
持

光
塩
女
子
学
院
高
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２
年　
　
　



大お
お

隅す
み　

咲さ

喜き

作
品
名
『
硝
子
戸
の
中
』

選
ん
だ
一
行ど

う
し
て
私
の
悪
口
を
自
分
で
肯
定
す
る
よ
う
な
こ
の
挨
拶
が
、
そ

れ
程
自
然
に
、
そ
れ
程
雑
作
な
く
、
そ
れ
程
拘
泥
わ
ら
ず
に
、
す
る

す
る
と
私
の
咽
喉
を
滑
り
越
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
の
時
透

明
な
好
い
心
持
が
し
た
。

私
た
ち
読
者
は
、
作
者
の
人
柄
を
そ
の
作
品
を
通
し
て
推
断
す
る
。

私
は
何
作
か
漱
石
の
作
品
を
読
ん
で
い
た
が
、
特
に
『
こ
こ
ろ
』
の
印

象
が
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
漱
石
に
対
し
て
厭
世
的
な
作
家
、
と
い

う
印
象
を
持
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
漱
石
の
印
象
を
、
私
の
中
で
大
回
転

さ
せ
た
の
が
こ
の
一
文
で
あ
る
。

『
硝
子
戸
の
中
』
を
読
ん
で
い
く
に
つ
れ
、
漱
石
の
虚
偽
や
下
心
を

嫌
悪
し
、
あ
り
の
ま
ま
の
心
に
接
し
た
時
に
充
足
を
得
る
、
と
い
う
潔

癖
す
ぎ
る
一
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
漱
石
の
畏
友
太

田
達
人
は
、
そ
の
漱
石
を
し
て
「
敬
愛
に
価
す
る
長ち

ょ
う

者し
ゃ

」
と
言
わ
し

め
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
人
格
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。

私
が
選
ん
だ
の
は
そ
ん
な
旧
き
友
と
、
漱
石
と
の
再
会
の
場
面
で
の

一
文
だ
。
漱
石
が
普
段
客
を
迎
え
る
時
と
同
じ
よ
う
に
達
人
を
迎
え
る

べ
く
座
敷
へ
行
き
端
座
し
て
い
る
と
、
後
か
ら
や
っ
て
き
た
達
人
は
開

口
一
番
、「
い
や
に
澄
ま
し
て
い
る
な
」
と
、
か
ら
か
い
の
言
葉
を
漱

石
へ
投
げ
か
け
る
。
旧
交
を
温
め
る
の
に
こ
れ
ほ
ど
相
応
し
く
な
い
言

葉
は
そ
う
な
い
だ
ろ
う
。「
久
し
い
な
」
で
も
「
元
気
か
」
で
も
な
い
。

か
ら
か
い
が
混
ざ
っ
た
言
葉
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
漱
石
は
、
彼
の
言
葉

が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
「
う
ん
」
と
い
う
返
事
を
口
に
す
る
。
私
は
こ

の
箇
所
に
微
か
な
違
和
感
を
覚
え
た
。
し
か
し
漱
石
の
性
格
を
考
え
る

と
、
た
だ
旧
友
と
の
再
会
が
嬉
し
く
て
、
と
い
う
だ
け
で
素
直
に
達
人

の
か
ら
か
い
を
肯
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
短
い
か
ら
か
い
に
は
達

人
の
、
畏
ま
る
必
要
の
あ
る
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
漱
石
へ

の
語
り
か
け
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
き
ち
ん
と
迎

え
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
が
、
作
家
と
客
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
、
あ

の
頃
の
関
係
が
心
地
良
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
の
だ
よ
、と
。
そ
し
て
、

漱
石
は
そ
の
思
い
を
正
確
に
理
解
し
た
の
だ
。

旧
友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
は
、
如
何
に
神
経
が
太
い
人
で
も
緊
張

す
る
し
、
変
な
見
栄
を
張
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
時
が
奪
い
去
っ

た
過
去
の
片
鱗
を
相
手
の
中
に
見
出
そ
う
と
必
死
に
な
る
あ
ま
り
ぎ
こ
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な
い
雰
囲
気
に
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
達
人
は
そ
ん

な
時
の
力
に
よ
る
関
係
の
歪
み
か
ら
生
じ
る
緊
張
や
見
栄
を
「
か
ら
か

う
」
こ
と
で
取
り
去
り
、
漱
石
も
ま
た
素
直
な
「
う
ん
」
と
い
う
返
事

の
形
で
達
人
に
答
え
て
み
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
漱
石
は
、
達

人
の
そ
の
意
を
汲
み
取
っ
た
瞬
間
、
柵

し
が
ら
み

も
夾
雑
物
も
な
か
っ
た
、
た
だ

ひ
た
す
ら
に
純
粋
な
青
春
時
代
へ
戻
っ
た
よ
う
な
「
透
明
な
心
持
」
を

味
わ
っ
た
に
違
い
な
い
。

人
は
時
の
前
で
は
圧
倒
的
に
無
力
だ
。
時
は
私
た
ち
を
癒
し
、
ま
た

或
時
は
残
酷
に
大
切
な
物
を
奪
っ
て
い
く
。
愛
犬
と
の
別
離
や
変
化
し

て
い
く
早
稲
田
の
街
並
み
、
そ
れ
ら
を
経
験
し
目
の
当
た
り
に
し
て
い

た
漱
石
だ
か
ら
こ
そ
、時
の
強
大
さ
が
身
に
染
み
て
い
た
に
違
い
な
い
。

そ
ん
な
中
時
を
軽
々
と
超
え
て
き
た
友
人
の
姿
は
ど
れ
程
漱
石
の
心
に

安
寧
を
齎も

た
ら

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
北
の
大
地
へ
と
旅
立
つ
友
へ
の
想
い
に

は
、
別
れ
へ
の
ほ
ろ
苦
さ
と
、
達
人
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
、
漱
石
の
自

信
が
あ
っ
た
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
漱
石
と
達
人
は
か
け
が
え
の
な
い
青

春
時
代
と
「
透
明
な
心
持
」
を
共
有
し
た
仲
な
の
だ
か
ら
。

再
会
の
や
り
取
り
か
ら
漱
石
と
太
田
達
人
の
心
の
機
微
を
と
ら

え
、う
ま
く
言
語
化
し
て
い
る
。些
細
な
や
り
と
り
に
こ
こ
ま
で
考

え
を
深
め
た
こ
と
が
秀
逸
。構
成
力
も
あ
り
、文
章
も
優
れ
て
い
る
。

審
査
講
評

朝
日
新
聞
社
賞

言
語
化
さ
れ
た
自
分
の
感
情

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年　
　
　



磯い
そ

田だ　

颯は
や

人と

作
品
名
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行苦

痛
と
恐
怖
で
ぐ
い
と
握
り
締
め
ら
れ
た
私
の
心
に
、
一
滴
の
潤
い

を
与
え
て
く
れ
た
も
の
は
、
そ
の
時
の
悲
し
さ
で
し
た
。

私
は
こ
の
一
文
を
読
ん
だ
時
に
、一
つ
疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
苦
痛
や
恐
怖
と
同
様
に
悲
し
み
も
負
の
感
情
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
な
ぜ
悲
し
み
が
心
に
潤
い
を
与
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
一
行
は
、
作
品
の
主
人
公
が
先
生
と
呼
び
慕
う
人
物
の
言
葉

で
あ
り
、
先
生
の
友
人
で
あ
る
Ｋ
が
自
殺
し
た
後
の
場
面
で
彼
か
ら
発

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
苦
痛
と
恐
怖
で
握
り
締
め
ら
れ
た
心
に
、
悲

し
さ
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
、
と
い
う
の
が
納
得
の
い
き
や
す
い
描
写

で
あ
ろ
う
も
の
を
、
潤
い
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う

な
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、

端
的
に
言
え
ば
人
間
ら
し
い
感
情
が
浮
か
ん
で
き
た
こ
と
に
対
す
る
安
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の
表
れ
が
潤
い
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。
先
生
と
Ｋ
は
同

じ
女
性
を
狙
う
恋
敵
の
関
係
で
あ
り
、
先
生
は
そ
の
こ
と
を
Ｋ
よ
り
も

深
刻
に
捉
え
て
い
た
。
そ
れ
が
故
に
、
先
生
は
Ｋ
が
死
ん
だ
時
、
恋
敵

が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
喜
び
の
よ
う
な
感
情
を
少
な
か
ら
ず
持
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｋ
が
自
殺
す
る
前
、
恋
心
を
も
と
に
そ
の
先

へ
進
む
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
退
く
べ
き
か
と
い
う
相
談
を
Ｋ
か
ら
さ
れ

た
時
で
さ
え
、
先
生
は
自
分
に
勝
機
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
け
に
焦
点
を

置
い
て
い
た
。
Ｋ
の
相
談
に
親
身
に
な
っ
て
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
女
性
に
夢
中
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。一
行
の
中
に
あ
る
恐
怖
や
苦
痛
は
、

あ
く
ま
で
友
人
と
し
て
共
に
生
き
て
き
た
Ｋ
の
死
を
、
喜
び
の
よ
う
な

感
情
を
持
っ
て
受
け
入
れ
た
自
分
自
身
に
対
す
る
も
の
、
ま
た
は
冷
静

に
な
っ
て
自
分
が
Ｋ
を
自
殺
へ
と
追
い
込
ん
だ
と
自
覚
し
た
時
に
生
ま

れ
た
罪
悪
感
の
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
な
ん
ら
Ｋ

の
死
を
悼
む
感
情
な
ど
で
は
な
い
。
Ｋ
が
先
生
に
遺
し
た
手
紙
を
発
見

し
た
時
も
、
自
分
に
非
が
あ
る
こ
と
が
女
性
や
他
の
人
物
に
知
ら
れ
て

軽
蔑
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
い
ち
早
く
内
容
を
確
認
す
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
女
性
や
３
人
と
共
に
暮
ら
す
女
性
の
母
が
彼
の
死
体
の
前

で
涙
す
る
場
面
を
目
撃
し
、
よ
う
や
く
悲
し
い
気
分
に
な
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
今
ま
で
非
人
道
的
な
感
情
や
思
考
が
先
生
を
動
か
し

て
い
た
た
め
、
初
め
て
人
間
ら
し
い
感
情
を
持
て
た
こ
と
に
安
堵
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、
潤
い
と
呼
べ
る
も
の

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

私
も
先
生
と
似
た
よ
う
な
経
験
が
あ
る
。
他
人
の
成
功
を
率
直
に
喜

べ
な
い
よ
う
な
私
は
、
そ
ん
な
自
分
に
嫌
気
が
差
す
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
そ
れ
で
も
成
功
を
喜
ぶ
人
を
目
前
に
す
る
と
、
喜
ば
し
い
と
思
え

る
自
分
が
時
々
姿
を
現
す
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
自
分
に
出
会
え
た

時
、
私
は
人
間
ら
し
い
感
情
を
持
て
た
こ
と
自
体
に
安
堵
し
、
心
に
潤

い
を
感
じ
る
。
先
生
が
放
っ
た
あ
の
一
行
の
言
葉
も
、
そ
ん
な
心
の
内

の
変
化
を
表
す
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、
心
の
内
を
言
葉

に
表
す
こ
と
が
得
意
で
は
な
い
が
、
彼
の
言
葉
に
よ
っ
て
そ
れ
が
簡
単

か
つ
明
瞭
に
表
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
彼
の
言
葉
は
私
の
心
に
長

く
残
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

個
性
的
な
視
点
で
作
品
を
と
ら
え
て
い
る
。
人
間
の
情
意
面
を

深
く
見
つ
め
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
素
晴
ら
し
い
。
ま
た
、
そ
れ

が
自
己
の
経
験
に
基
づ
く
視
点
で
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

審
査
講
評
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紀
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國
屋
書
店
賞

わ
た
し
の
一
行

光
塩
女
子
学
院
高
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科　
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岸き
し

本も
と　

幸さ

千ち

作
品
名
『
硝
子
戸
の
中
』

選
ん
だ
一
行私

は
帰
っ
て
硝
子
戸
の
中
に
坐
っ
て
、
ま
だ
死
な
ず
に
い
る
も
の
は
、

自
分
と
あ
の
床
屋
の
亭
主
だ
け
の
よ
う
な
気
が
し
た
。

私
は
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に
移
り
変
わ
っ
て
し
ま
う
世
の
中
に
、
ポ
ツ

ン
と
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
心
地
が
し
て
し
ま
う
筆
者
に
深
い
共
感
を

覚
え
、
強
く
心
を
動
か
さ
れ
た
。
自
身
は
何
も
変
わ
ら
ず
、
硝
子
戸
の

中
に
坐
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
思
い
出
の
人
は
知
ら
ぬ
う
ち
に
二
度

と
会
う
こ
と
の
叶
わ
な
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私
は
こ
の
一
行
か

ら
、
そ
ん
な
世
の
無
常
を
感
じ
た
。

そ
も
そ
も
、
人
生
は
脆
く
儚
い
夢
幻
な
の
だ
。
命
の
灯
は
、
気
付
い

た
ら
明
る
く
周
囲
を
照
ら
し
て
い
る
の
に
、
気
付
い
た
ら
ふ
っ
と
消
え

て
し
ま
う
。
私
も
筆
者
の
よ
う
に
、
自
分
だ
け
置
き
去
り
に
さ
れ
た
よ

う
な
孤
独
を
感
じ
た
経
験
が
あ
る
。

数
年
前
、
私
の
親
友
は
自
ら
の
意
志
で
彼
女
の
人
生
に
終
止
符
を

打
っ
た
。
他
愛
な
い
い
つ
も
の
会
話
の
あ
と
、
ま
た
今
度
、
と
別
れ
た

日
を
最
後
に
、
私
が
こ
の
世
で
親
友
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
二
度
と

な
い
。
く
だ
ら
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
も
、
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
写
真
も
、
誕
生
日
に
も
ら
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
手
紙
も
、
年
賀
状
も
、

な
に
も
か
も
が
完
璧
に
揃
っ
て
こ
こ
に
あ
る
の
に
、
親
友
だ
け
が
ふ
っ

と
私
の
前
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
な
い
「
日
常
」
を
生
き
る
。
そ
れ
な
の
に
、
親
友
は
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
葛
藤
を
抱
え
、
雲
を
霞
と
遠
く
へ
消
え
て
し
ま
っ
た
。
自
分
の

一
部
も
、
親
友
の
命
と
一
緒
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
ほ
ど
の
大
き
な
虚
無
感
に
苛
ま
れ
、
遣
る
せ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。

私
た
ち
は
、他
者
の
生
死
に
は
介
入
で
き
な
い
。い
く
ら
大
切
に
想
っ

て
い
よ
う
と
、
踏
み
こ
む
こ
と
は
お
ろ
か
、
触
れ
る
こ
と
す
ら
叶
わ
な

い
。
純
粋
で
孤
高
な
絶
対
領
域
で
あ
る
死
は
、
残
さ
れ
た
人
の
心
に
大

き
な
喪
失
感
を
残
す
。
こ
の
一
行
は
、
そ
の
喪
失
感
を
具
体
化
し
た
も

の
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。
人
は
い
つ
か
必
ず
死
を
迎
え
る
も
の
、
と

わ
か
っ
て
い
て
も
、
大
切
な
人
の
訃
報
を
受
け
た
と
き
の
取
り
残
さ
れ

た
よ
う
な
寂
し
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。
記
憶
を
辿
れ
ば
蘇
る
、
故
人
の

声
も
、
顔
も
、
全
部
が
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

突
如
つ
き
つ
け
ら
れ
る
そ
の
現
実
は
、
心
を
深
く
抉
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

に
加
え
、
床
屋
の
亭
主
に
聞
く
ま
で
、
御
作
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
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ら
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
疎
外
感
は
、心
を
蝕
む
に
相
違
な
い
。

寂
々
た
る
硝
子
戸
の
中
で
物
思
い
に
耽
り
、
広
い
世
界
に
た
だ
二
人

残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
筆
者
。
彼
は
、
そ
の
や
り
場
の
な

い
思
い
を
文
章
に
委
ね
、
居
た
堪
れ
な
い
感
情
を
整
理
し
よ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
漱
石
は
過
去
に
、
幾
度
も
身
近
な
人
を
失
っ

て
い
る
。
多
く
の
大
切
な
人
を
無
慈
悲
に
奪
わ
れ
て
き
た
彼
だ
か
ら
こ

そ
の
一
行
に
触
れ
、
私
自
身
も
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
身
近
な
人
を
大

切
に
し
よ
う
と
強
く
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
の
世
は
い
つ
も

無
常
だ
か
ら
。

選
ん
だ
一
行
と
重
な
る
親
友
を
自
死
で
失
っ
た
経
験
を
丁
寧
に

た
ど
り
直
し
て
、
無
常
な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
身
近
な
人
を
大

切
に
生
き
よ
う
と
い
う
思
い
を
固
め
る
姿
に
感
動
し
た
。

審
査
講
評

新

潮

社

賞

は
ん
ぱ
な
ラ
ブ
、
は
ん
ぱ
な
生

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年　
　
　



岩い
わ

井い　

紫し

音お
ん

作
品
名
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行つ

ま
り
私
は
極
め
て
高
尚
な
愛
の
理
論
家
だ
っ
た
の
で
す
。
同
時
に

尤
も
迂
遠
な
愛
の
実
際
家
だ
っ
た
の
で
す
。

私
に
は
推
し
が
い
る
。
彼
女
を
見
て
い
る
と
元
気
に
な
る
。
同
じ
元

気
を
も
ら
っ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
、
よ
く
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

覗
く
。
数あ

ま

多た

あ
る
呟
き
の
中
で
も
目
立
つ
の
は
、
私
よ
り
も
ず
っ
と
推

し
に
つ
い
て
詳
し
い
人
や
、
大
量
の
グ
ッ
ズ
を
集
め
て
い
る
人
な
ど
、

玄
人
の
雰
囲
気
が
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
見
て
、
自
分
の

好
き
を
少
し
恥
じ
る
。
真
の
フ
ァ
ン
は
こ
う
い
う
人
た
ち
な
の
だ
な
と

思
う
。
こ
れ
ほ
ど
行
動
で
き
る
よ
う
な
好
き
を
持
て
な
い
自
分
を
中
途

半
端
に
感
じ
る
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
価
値
観
は
身
に
染
み
て

い
く
。い
つ
し
か
友
達
に「
こ
の
人
が
推
し
な
の
？
」と
尋
ね
ら
れ
、「
や
、

全
然
グ
ッ
ズ
と
か
買
っ
て
な
い
し
、
に
わ
か
だ
よ
」
と
笑
っ
て
答
え
る
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分
に
な
っ
て
い
る
。

私
は
よ
く
「
友
達
が
い
な
い
」
と
妹
に
ぼ
や
く
。
な
ぜ
と
聞
か
れ
、

誰
と
い
て
も
楽
し
く
な
い
、
と
答
え
る
。
私
は
い
つ
も
誰
か
と
一
緒
に

い
る
と
き
自
分
を
作
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
人
は
映
画
好
き
だ
か
ら
こ
の

話
は
つ
ま
ら
な
い
か
な
、
こ
の
人
は
明
る
い
性
格
だ
か
ら
た
く
さ
ん
話

題
を
振
ろ
う
、
な
ん
て
ふ
う
に
、
相
手
の
性
質
を
分
析
し
て
か
ら
自
分

の
行
動
を
決
め
て
い
る
。
だ
か
ら
常
に
自
分
の
本
心
が
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
言
え
な
い
友
達
や
世
界
を
恨
ん
だ

り
も
す
る
。
し
か
し
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
私
は
勝
手
に
自
分
に
制
約

を
か
け
て
い
る
だ
け
で
、
別
に
誰
に
も
「
私
に
合
わ
せ
て
」
と
は
頼
ま

れ
て
い
な
い
の
だ
。

学
校
の
課
題
で『
こ
こ
ろ
』を
読
ん
で
、前
述
し
た
文
章
に
ぶ
ち
当

た
っ
た
と
き
、ま
さ
に
私
だ
と
思
っ
て
ビ
リ
ビ
リ
し
た
。こ
の
文
章
の
意

味
は
お
そ
ら
く
「
愛
を
実
践
す
る
こ
と
へ
の
自
信
の
な
さ
か
ら
理
論
に

固
執
す
る
」と
い
う
こ
と
だ
。
誰
か
を
好
き
だ
と
言
う
こ
と
に
臆
病
で
、

も
っ
と
よ
り
よ
い
愛
に
到
達
し
て
か
ら
言
葉
に
し
た
い
と
か
、
こ
の
程

度
の
人
は
愛
す
る
に
足
り
な
い
と
か
思
う
。
自
分
に
自
信
が
な
い
か
ら

理
想
に
踊
ら
さ
れ
る
の
だ
。そ
う
や
っ
て
抑
圧
さ
れ
る
ほ
ど
、自
分
を
み

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
ふ
く
ら
む
。
だ
か
ら
行
動
に
移
す
の
だ
が
、

そ
う
い
う
中
途
半
端
な
好
き
は
大
体
、
ひ
と
り
よ
が
り
で
滑
稽
な
形
に

な
る
。こ
う
い
う
も
ど
か
し
さ
は
も
し
か
し
た
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

普
及
し
た
世
代
だ
か
ら
こ
そ
強
く
感
じ
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
こ
こ
ろ
』
の
主
人
公
で
あ
る
先
生
は
結
局
、
そ
う
い
う
状
態
か
ら

脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
生
を
終
え
る
。
よ
り
よ
い
愛
を
抱
け
な

い
と
自
覚
し
て
い
る
の
に
、
愛
を
叶
え
た
い
と
い
う
思
い
も
捨
て
ら
れ

ず
、
そ
れ
が
Ｋ
を
追
い
詰
め
た
の
だ
と
解
釈
し
、
自
分
に
絶
望
し
た
の

だ
と
思
う
。

だ
が
私
は
死
ね
な
い
か
ら
、受
け
止
め
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

『
こ
こ
ろ
』
を
通
し
て
、
私
は
自
分
の
愛
情
の
脆
弱
性
以
外
に
も
気
付

い
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
先
生
の
よ
う
に
絶
望
で
き
る
ほ
ど
、
周
り
を

眩
い
光
の
よ
う
に
見
な
せ
な
い
。
自
分
が
死
ん
だ
ら
悲
し
む
人
た
ち
が

い
る
こ
と
に
容
易
に
気
付
け
る
。
な
ら
ば
、よ
り
楽
に
生
き
る
た
め
に
、

自
分
を
み
て
ほ
し
い
思
い
や
自
信
の
な
さ
を
、
受
け
止
め
て
や
ろ
う
と

思
っ
た
。
本
当
は
ソ
ー
ダ
じ
ゃ
な
く
て
水
が
飲
み
た
い
と
言
え
な
か
っ

た
自
分
を
抱
き
し
め
る
こ
と
。
中
途
半
端
で
も
今
好
き
な
人
を
好
き
と

言
う
こ
と
。

そ
う
い
う
強
さ
で
、
私
は
先
生
の
屍
を
越
え
る
。

自
分
の
「
推
し
」
に
対
す
る
「
は
ん
ぱ
な
ラ
ブ
」
＝
愛
情
の
脆

弱
性
と
同
期
さ
せ
な
が
ら
、
先
生
の
「
は
ん
ぱ
な
生
」
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
る
。「
中
途
半
端
で
も
今
好
き
な
人
を
好
き
と
言
う
」

と
決
意
を
示
し
た
上
で
の
結
語
も
見
事
。

審
査
講
評
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東
京
理
科
大
学
賞

漱
石
が
現
代
人
に
教
え
て
く
れ
る
こ
と

光
塩
女
子
学
院
高
等
科　

２
年　
　
　



味あ
じ

原は
ら　

咲さ

希き

作
品
名
『
硝
子
戸
の
中
』

選
ん
だ
一
行そ

ん
な
ら
死
な
ず
に
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

「
そ
ん
な
ら
死
な
ず
に
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
こ
れ
は
「
硝
子
戸

の
中
」
に
あ
る
、
女
の
告
白
の
一
節
で
あ
る
。

漱
石
の
と
こ
ろ
へ
、
あ
る
女
が
訪
問
し
て
く
る
。
女
は
悲
痛
な
人
生

を
漱
石
に
告
白
し
た
あ
と
、
こ
の
よ
う
に
問
い
か
け
る
。
も
し
漱
石
が

小
説
を
書
く
場
合
、
そ
の
女
の
始
末
を
死
ぬ
よ
う
に
書
く
か
、
生
き
て

い
る
よ
う
に
書
く
か
、
と
。「
そ
の
女
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
実
際

は
自
分
が
生
き
る
べ
き
か
死
ぬ
べ
き
か
意
見
を
求
め
て
い
る
。
漱
石
は

ど
ち
ら
に
で
も
書
け
る
と
答
え
て
、
女
の
気
色
を
う
か
が
う
。
漱
石
は

「
死
ぬ
べ
き
」
と
も
「
生
き
る
べ
き
」
と
も
言
わ
ず
、
明
確
な
答
え
を

避
け
た
。
こ
れ
か
ら
の
女
の
行
動
に
示
唆
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
と
漱
石
は
直
観
し
、
簡
単
に
答
え
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
日
、遅
い
時
間
に
な
っ
た
た
め
、漱
石
は
女
を
送
っ

た
。
女
は
「
先
生
に
送
っ
て
頂
く
の
は
光
栄
で
御
座
い
ま
す
」
と
言
う

と
、
漱
石
は
「
本
当
に
光
栄
と
思
い
ま
す
か
」
と
真
面
目
に
尋
ね
る
。

女
は
「
思
い
ま
す
」
と
は
っ
き
り
答
え
た
。
そ
し
て
漱
石
は
、「
そ
ん

な
ら
死
な
ず
に
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
言
葉
を
聞
き
、
暖
か
さ
を
感
じ
た
。
と
同
時
に
美
し
い
と

も
思
っ
た
。

苦
し
い
思
い
出
を
全
て
包
み
込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
暖
か
さ
が
、
こ

の
言
葉
か
ら
は
滲
み
出
て
い
る
。
女
は
も
し
漱
石
に
死
を
勧
め
ら
れ
た

ら
、死
ぬ
覚
悟
だ
っ
た
筈
だ
。
別
れ
際
に
漱
石
に
か
け
て
も
ら
っ
た「
生

き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
女
に
と
っ
て
生
き
る
た
め
の

大
き
な
救
い
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
苦
し
い
過
去
が
思
い
出
さ

れ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
女
は
こ
の
言
葉
を
何
度
も
何
度
も
噛
み
締
め
た

と
思
う
。

で
は
、
美
し
さ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
漱
石
は
、「
死
は

生
よ
り
も
尊た

っ

と
い
」
と
考
え
て
い
る
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
無
常

の
生
の
世
界
よ
り
も
、
不
変
で
穏
や
か
な
死
の
世
界
を
評
価
し
て
い
る

の
だ
。
だ
が
、
漱
石
は
女
に
死
で
は
な
く
生
き
る
こ
と
を
勧
め
た
。
こ

の
言
葉
は
明
ら
か
に
彼
の
死
生
観
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。
が
、
女
に
死

ん
だ
方
が
い
い
と
言
う
の
を
憚
っ
て
、
口
先
だ
け
で
「
生
き
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
と
私
は
思
う
。
あ
な
た
は
生
き
て
さ

え
い
れ
ば
、
ま
た
光
栄
と
思
え
る
日
が
必
ず
来
る
。
だ
か
ら
、「
生
き
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い
ら
っ
し
ゃ
い
」。
漱
石
が
、
純
粋
な
好
意
か
ら
、
女
に
と
っ
て
必

要
だ
と
考
え
か
け
た
こ
の
言
葉
に
、
私
は
美
し
さ
を
感
じ
た
の
で
あ
っ

た
。漱

石
は
、
彼
が
生
き
た
明
治
時
代
を
「
こ
こ
ろ
」
の
中
で
「
自
由
と

独
立
と
己
れ
に
満
ち
た
現
代
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
の
時
代
は
さ
ら
に

そ
の
状
態
が
加
速
し
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。
生
き
る
私

達
は
、
孤
独
を
感
じ
、
自
分
と
い
う
存
在
を
見
失
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
。

そ
ん
な
私
た
ち
に
、
漱
石
は
き
っ
と
、「
そ
ん
な
ら
死
な
ず
に
生
き
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

漱
石
と
訪
ね
て
き
た
女
性
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
漱
石
の
人
間

性
の
魅
力
を
見
出
し
て
い
る
。
生
き
る
こ
と
に
希
望
を
感
じ
る
明

る
さ
が
う
か
が
え
る
。

審
査
講
評

二
松
学
舎
大
学
賞

イ
カ
ロ
ス
と
太
陽東

京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年　
　
　



熊く
ま

野の　

風ふ
う

香か

作
品
名
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行か

つ
て
は
そ
の
人
の
膝
の
前
に
跪
い
た
と
い
う
記
憶
が
、
今
度
は
そ

の
人
の
頭
の
上
に
足
を
載
せ
よ
う
と
す
る
の
で
す
。

こ
の
言
葉
は
、「
先
生
」
自
身
が
、
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
い
た
親
友

の
Ｋ
を
、
自
分
で
も
知
ら
ず
の
う
ち
に
で
て
き
た
静
へ
の
独
占
欲
に
よ

り
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
過
去
を
表
し
て
い
る
。そ
れ
と
同
時
に
、

「
先
生
」
の
こ
と
を
尊
敬
し
て
い
る
「
私
」
も
「
先
生
」
の
過
去
を
知

れ
ば
軽
蔑
し
て
侮
辱
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
も
持
っ
て
い
る
。

「
私
」
は
、
尊
敬
し
て
い
る
「
先
生
」
に
も
っ
と
偉
く
な
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
背
中
に
少
し
で
も
近
づ
き
、
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
自
分
の

存
在
意
義
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
人
の

膝
の
前
に
跪
い
て
築
い
た
関
係
は
と
て
も
脆
く
、
自
分
が
望
む
よ
う
な

評
価
が
も
ら
え
な
く
な
っ
た
と
た
ん
に
、
膨
ら
み
す
ぎ
た
尊
敬
は
侮
辱
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と
変
わ
り
、そ
の
人
の
頭
の
上
に
足
を
載
せ
よ
う
と
し
て
く
る
の
だ
。

自
分
が
そ
の
人
の
膝
の
前
に
跪
い
て
い
た
と
い
う
事
実
は
屈
辱
と
な

り
、
怒
り
を
伴
う
態
度
と
な
っ
て
表
面
に
で
て
く
る
。「
だ
か
ら
こ
そ
、

未
来
の
侮
辱
を
受
け
な
い
た
め
に
今
の
尊
敬
を
斥
け
た
い
の
だ
…
。」

と
「
先
生
」
は
続
け
る
。
こ
れ
は
、
他
者
と
関
わ
り
を
も
た
ず
に
孤
独

で
い
れ
ば
、
他
者
に
影
響
を
与
え
ず
に
、
尊
敬
も
侮
辱
も
受
け
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

私
は
、
こ
の
部
分
を
読
ん
で
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
イ
カ
ロ
ス
の
翼
を

連
想
し
た
。
翼
を
も
っ
た
イ
カ
ロ
ス
は
、
高
く
上
が
り
す
ぎ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
父
親
の
忠
告
を
忘
れ
て
、
太
陽
ま
で
と
ん
で
い
け
る
と
信

じ
て
ど
ん
ど
ん
高
く
と
び
上
が
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
太
陽
に
近
づ

き
す
ぎ
た
イ
カ
ロ
ス
の
翼
は
、
そ
の
暑
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
翼
を
焼
か

れ
た
イ
カ
ロ
ス
は
天
か
ら
真
っ
逆
さ
ま
に
墜
落
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

物
語
か
ら
私
が
考
え
た
の
は
、
憧
れ
は
憧
れ
の
ま
ま
胸
に
と
ど
め
て
お

く
方
が
よ
い
、
憧
れ
に
近
づ
き
す
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
良
か
ら
ぬ
結
果

を
招
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。「
先
生
」
は
、「
私
」
に
と
っ
て
の

太
陽
で
あ
っ
た
が
、
自
分
の
過
去
を
隠
す
た
め
、
そ
し
て
そ
れ
を
知
っ

た
「
私
」
が
失
望
の
あ
ま
り
墜
落
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
自
ら
を

「
私
」
か
ら
遠
ざ
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
先
生
」
は
自
ら
を
淋
し
い
人
間
だ
と
表
現
す
る
。
彼
は
誰
に
も
真

実
や
こ
こ
ろ
の
中
を
打
ち
開
け
ら
れ
ず
、
他
者
と
距
離
を
置
い
て
、
孤

独
の
殻
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
先
生
」
の
い
う
よ

う
に
他
者
と
干
渉
し
な
け
れ
ば
、
親
友
を
自
ら
裏
切
り
手
放
す
淋
し
さ

や
、
尊
敬
か
ら
侮
辱
へ
の
転
換
の
淋
し
さ
を
味
わ
わ
な
く
て
す
む
。
こ

う
考
え
る
と
、
人
間
は
ど
う
転
ん
で
も
淋
し
い
も
の
だ
と
思
え
る
。
そ

れ
は
、
人
間
は
お
互
い
に
優
劣
を
つ
け
合
う
も
の
だ
か
ら
だ
。
友
達
と

い
っ
て
も
、
そ
の
中
に
多
少
の
優
劣
は
存
在
す
る
。
自
分
の
方
が
下
だ

と
思
え
ば
、
寄
り
添
い
媚
び
を
売
っ
て
自
分
も
優
勢
側
に
な
ろ
う
と
す

る
。
反
対
に
上
だ
と
思
え
ば
、
安
心
し
て
自
分
の
方
が
優
れ
て
い
る
と

い
う
優
越
感
に
浸
る
。
こ
の
関
係
の
中
で
生
ま
れ
た
尊
敬
と
侮
辱
が
、

人
間
の
中
の
淋
し
さ
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。

厭
世
的
な
先
生
が
自
ら
の
内
に
秘
め
た
思
い
を
垣
間
見
せ
た
言

葉
に
目
を
向
け
、
他
者
と
の
関
係
に
付
随
す
る
尊
敬
と
侮
辱
を
、

淋
し
さ
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
ま
ま
終
わ
る
点
が
面

白
い
。

審
査
講
評



49

高
校
生
の
部

高
校
生
の
部

く
ま
も
と
賞

人
の
こ
こ
ろ
と
は東

京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年　
　
　



塩し
お

澤ざ
わ　

な
ず
な

作
品
名
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行然

し
…
。
然
し
君
、
恋
は
罪
悪
で
す
よ
。

恋
を
説
明
す
る
際
に
「
罪
悪
」
と
い
う
言
葉
よ
り
も
私
を
納
得
さ
せ

る
言
葉
も
な
か
な
か
見
つ
か
り
難
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
例
え
ば
そ
れ

は
時
に
人
を
追
い
込
み
、
時
に
人
を
盲
目
に
さ
せ
、
時
に
人
を
惑
わ
せ
、

時
に
人
に
至
福
の
ひ
と
と
き
を
も
た
ら
し
、
そ
し
て
時
に
人
に
絶
望
を

与
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
狂
わ
せ

る
「
そ
れ
」
は
完
全
悪
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
罪
悪
で

あ
る
。

こ
の
作
品
の
中
で
先
生
は
下
宿
先
の
御
嬢
さ
ん
に
恋
を
す
る
が
、
友

人
で
あ
る
Ｋ
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
御
嬢
さ
ん
に
恋
心
を
抱
い
て
い
た
。

自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
仲
良
く
な
っ
て
い
く
Ｋ
と
御
嬢
さ
ん
へ
の

焦
燥
感
、そ
し
て
Ｋ
と
の
会
話
を
通
じ
て
考
え
た
先
生
な
り
の
「
覚
悟
」

に
よ
っ
て
、
先
生
は
Ｋ
の
い
な
い
う
ち
に
御
嬢
さ
ん
を
自
分
の
も
の
に

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
恋
愛
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
て
い

た
自
分
が
許
せ
な
か
っ
た
Ｋ
は
自
殺
し
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
先
生
の

罪
悪
は
恋
に
よ
っ
て
自
分
の
弱
さ
や
狡
猾
さ
を
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
Ｋ
の
罪
悪
は
恋
の
た
め
に
「
道
の
為
に
は
凡
て
を
犠
牲
に

す
べ
き
」
と
考
え
た
自
分
の
第
一
信
条
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ

る
。ま

た
こ
の
作
品
に
お
け
る
罪
悪
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
生

と
御
嬢
さ
ん
と
の
関
係
に
気
づ
け
ず
自
分
の
恋
心
を
先
生
に
打
ち
明
け

て
し
ま
っ
た
Ｋ
の
罪
悪
、
ま
た
御
嬢
さ
ん
と
結
婚
し
て
御
嬢
さ
ん
が
自

分
の
こ
と
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
Ｋ
と
の
過
去
に
囚
わ
れ
た
ま

ま
御
嬢
さ
ん
の
こ
こ
ろ
に
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
先
生
の
罪

悪
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
心
情
、「
こ
こ
ろ
」
の
数
だ
け
こ
の
恋
に

ま
つ
わ
る
罪
悪
が
あ
る
。

私
は
、
恋
に
よ
っ
て
如
実
に
現
れ
る
人
間
の
弱
い
「
こ
こ
ろ
」、
恋

に
目
が
く
ら
ん
だ
人
間
を
通
し
て
見
る
利
己
主
義
的
思
考
、
す
な
わ
ち

エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
こ
の
作
品
の
主
題
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

を
、
こ
の
作
品
の
核
と
な
る
部
分
を
一
文
で
表
現
す
る
と
し
た
ら
、
ま

さ
に
「
恋
は
罪
悪
」
よ
り
相
応
し
い
も
の
は
存
在
し
え
な
い
よ
う
に
思

え
る
し
、
こ
の
短
い
一
文
が
こ
の
作
品
を
読
ん
だ
人
の
心
に
ど
こ
か
重

た
い
余
韻
を
残
す
の
に
も
納
得
で
き
る
。

私
と
て
こ
の
年
と
も
な
れ
ば
恋
の
一
つ
や
二
つ
は
経
験
し
て
き
た
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、
そ
の
ど
れ
も
が
苦
い
記
憶
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
故
、
生
意
気
な

が
ら
多
少
は
恋
の
罪
深
さ
を
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
は
あ
る
。
だ
か

ら
こ
の
一
文
を
読
ん
だ
際
、
な
ん
と
痛
い
く
ら
い
に
的
確
に
現
実
を
貫

い
た
四
文
字
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
で
も

人
は
恋
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
ま
た

現
実
だ
ろ
う
と
も
思
っ
た
。

そ
の
罪
悪
の
中
に
あ
る
快
楽
も
ま
た
、
恋
の
罪
悪
と
呼
べ
る
も
の
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

一
行
の
言
葉
の
本
質
を
自
分
な
り
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
よ
く

理
解
し
、
説
明
し
て
い
る
。
作
品
に
描
か
れ
た
様
々
な
罪
悪
に
つ

い
て
指
摘
し
て
い
る
点
か
ら
作
品
を
丁
寧
に
読
み
解
い
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

審
査
講
評

佳

作

自
分
の
道
を
拓
く
た
め
に光

塩
女
子
学
院
高
等
科　

２
年　
　
　



川か
わ

口ぐ
ち　

真ま

悠ゆ

子こ

作
品
名
『
私
の
個
人
主
義
』

選
ん
だ
一
行ど

う
し
て
も
、
一
つ
自
分
の
鶴
嘴
で
掘
り
当
て
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん

で
い
か
な
く
っ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

私
は
意
志
の
強
い
人
に
な
り
た
い
。
自
分
の
決
め
た
こ
と
を
最
後
ま

で
貫
き
通
せ
る
人
間
に
な
り
た
い
。
か
と
い
っ
て
独
り
よ
が
り
で
、
他

者
の
意
見
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に
は
な
り
た
く
な
い
。
意
志
の
強
さ
と
独

り
よ
が
り
は
紙
一
重
で
あ
る
か
ら
、
私
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
姿
を
目
指

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
迷
っ
て
し
ま
う
。
漱
石
の
『
私
の
個
人
主
義
』

は
、な
り
た
い
姿
を
模
索
す
る
う
え
で
の
ヒ
ン
ト
を
く
れ
た
。
そ
れ
は
、

自
分
の
考
え
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
外
に
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
分
の
内

に
持
つ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

漱
石
の
活
躍
し
た
当
時
は
、
西
洋
を
手
本
に
し
て
の
文
明
開
化
の

真
っ
最
中
だ
っ
た
。
社
会
が
西
洋
の
進
ん
だ
技
術
を
取
り
入
れ
て
い
く
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、
文
学
に
関
し
て
も
西
洋
人
の
評
価
を
何
も
考
え
ず
鵜
呑
み
に
す
る

人
が
大
勢
い
た
。
現
代
に
お
い
て
も
「
西
洋
人
」
が
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
」
や
「
魅
力
的
な
広
告
」
に
取
っ
て
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
構
図
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
影
響
力
の
あ
る
も
の
に

盲
従
し
、
気
付
け
ば
ど
こ
ま
で
が
自
分
の
意
志
な
の
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
く
。
漱
石
は
そ
の
よ
う
な
姿
勢
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。「
世

界
に
共
通
な
正
直
と
い
う
徳
義
を
重
ん
ず
る
点
か
ら
見
て
も
、
私
は
私

の
意
見
を
曲
げ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。」
と
。

で
は
そ
も
そ
も
、
自
分
の
意
見
や
道
を
貫
く
意
志
を
ど
の
よ
う
に
見

つ
け
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
。
漱
石
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
ど
う
し
て
も
、
一
つ
自
分
の
鶴
嘴
で
掘
り
当
て
る
と
こ
ろ
ま
で
進

ん
で
い
か
な
く
っ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。」

私
は
こ
の
言
葉
に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
ど
う
し
て
も
譲
れ
な
い
こ

だ
わ
り
や
信
念
、
夢
を
自
分
の
納
得
が
い
く
ま
で
突
き
詰
め
る
に
は
勇

気
が
要
る
。
そ
の
過
程
で
傷
つ
く
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
一
度
突

き
詰
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
人
は
自
ら
の
内
に
「
容
易
に
打
ち
壊

さ
れ
な
い
自
信
」
を
持
つ
。
そ
れ
は
他
者
に
否
定
さ
れ
て
も
壊
れ
ず
、

ま
た
、
他
者
を
否
定
す
る
こ
と
で
自
分
の
正
当
性
を
裏
打
ち
し
た
気
に

な
る
よ
う
な
、
他
者
と
の
比
較
に
お
い
て
成
り
立
つ
も
の
で
も
な
い
。

漱
石
は
ロ
ン
ド
ン
で
、
英
文
学
の
研
究
に
お
い
て
英
国
人
と
日
本
人

の
自
分
と
の
意
見
の
間
に
生
じ
た
矛
盾
に
つ
い
て
考
え
た
。
漱
石
の
出

し
た
結
論
は
、
そ
の
矛
盾
は
正
誤
の
問
題
で
は
な
く
、
各
々
が
異
な
る

考
え
を
持
つ
こ
と
に
起
因
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
彼
は
「
自
己
本
位
」
の
境
地
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
他
者
を

省
み
な
い
自
己
中
心
主
義
で
は
な
い
。
自
分
の
個
性
の
尊
重
を
第
一
と

し
て
、
他
者
の
個
性
も
認
め
、
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
ま
ず
、
自
分
へ
の
自
信
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
肝
心
だ
。
私
も
ま
ず

は
鶴
嘴
を
持
っ
て
、
行
く
べ
き
道
を
探
し
当
て
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い

き
た
い
。
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佳

作

第
三
の
道

光
塩
女
子
学
院
高
等
科　

２
年　
　
　



小こ

林ば
や
し　

花か

帆ほ

作
品
名
『
夢
十
夜
』

選
ん
だ
一
行自

分
は
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
か
判
ら
な
い
船
で
も
、
や
っ
ぱ
り
乗
っ
て

い
る
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
始
め
て
悟
り
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
悟
り

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
無
限
の
後
悔
と
恐
怖
と
を
抱
い
て

黒
い
波
の
方
へ
静
か
に
落
ち
て
行
っ
た
。

「
自
分
は
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
か
判
ら
な
い
船
で
も
、
や
っ
ぱ
り
乗
っ

て
い
る
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
始
め
て
悟
り
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
悟
り

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
無
限
の
後
悔
と
恐
怖
と
を
抱
い
て
黒

い
波
の
方
へ
静
か
に
落
ち
て
行
っ
た
。」

心
配
症
な
私
は
、
時
々
将
来
へ
の
猛
烈
な
不
安
に
胸
が
押
し
潰
さ
れ

そ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
時
に
『
夢
十
夜
』
の
第
七
夜
を
読
み
、
不
安
に

満
ち
た
人
生
へ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
こ
の
一
行
が
脳
裏
か
ら
離
れ

な
か
っ
た
。

主
人
公
は
、
い
つ
陸
へ
上
が
れ
る
の
か
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
も
分
か

ら
な
い
航
海
に
心
細
さ
を
感
じ
て
い
た
。
航
海
に
つ
い
て
他
者
に
尋
ね

て
も
、
的
外
れ
な
返
答
が
返
っ
て
き
た
り
、
関
心
さ
え
示
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
り
と
頼
り
に
な
ら
な
い
。
学
問
や
信
仰
に
も
心
の
拠
り
所
を

見
出
せ
ず
、
心
細
さ
と
不
安
に
耐
え
か
ね
た
主
人
公
は
、
つ
い
に
絶
望

し
て
海
に
身
を
投
げ
る
。
し
か
し
、
船
か
ら
足
が
離
れ
た
瞬
間
、
彼
は

そ
の
選
択
に
無
限
の
後
悔
を
す
る
の
だ
。

作
中
で
は
、
船
や
航
海
は
何
の
喩
え
な
の
だ
ろ
う
。
行
き
先
や
到
着

予
定
が
分
か
ら
な
い
そ
れ
ら
は
、
最
期
や
未
来
を
予
測
で
き
な
い
人
生

に
も
似
て
い
る
。
未
来
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
は
、
心
細
く
不
安
だ
。

ま
た
、
他
者
が
頼
り
に
な
ら
な
い
・
頼
れ
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
ら
、

孤
独
の
あ
ま
り
生
き
る
意
味
さ
え
見
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

陰
鬱
な
感
情
か
ら
の
逃
避
願
望
ゆ
え
、不
安
す
ら
存
在
し
な
い
死
後
に
、

希
望
を
見
出
し
て
し
ま
う
心
情
も
理
解
で
き
る
。

漱
石
は
、自
著
で
死
を
「
人
間
と
し
て
達
し
得
る
最
上
至
高
の
状
態
」

と
表
現
す
る
よ
う
に
、
死
に
対
し
て
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
漱
石
自
身
は
自
死
を
選
択
せ
ず
、『
夢
十
夜
』
の
作
中
で
も
主

人
公
は
自
死
行
為
、
す
な
わ
ち
海
に
飛
び
込
ん
だ
こ
と
に
後
悔
し
て
い

る
。
漱
石
の
死
に
対
す
る
考
え
と
行
動
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
彼
は
結
局
、
安
閑
と
し
た
死
は
理
想
的
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、

生
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
私
は
自
然
と
感
情
移
入
し
、
主
人
公
の
、
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死
を
選
択
し
後
悔
す
る
様
子
を
身
に
迫
る
よ
う
に
感
じ
た
。
こ
の
一

行
に
は
教
訓
じ
み
た
言
葉
は
一
切
な
い
が
、漱
石
は
上
手
い
。私
は
、「
今

後
何
が
あ
っ
て
も
死
ぬ
の
は
止
め
よ
う
」
と
強
く
思
う
。

し
か
し
、
そ
の
場
に
居
続
け
る
か
死
か
、
と
い
う
究
極
の
二
択
し
か

主
人
公
に
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
悲
観
的
に
考
え
る

あ
ま
り
、
現
状
を
耐
え
抜
く
か
自
死
す
る
か
と
い
う
選
択
肢
し
か
見
え

な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
止
揚
す
る
道
も
あ
る
と
思
う
の
だ
。
主
人
公
が
乗
っ
て
い
た

船
を
、
西
洋
化
を
目
指
し
て
盲
進
す
る
日
本
国
の
比
喩
と
考
え
る
な
ら

ば
、
船
の
速
度
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
だ
。
襲
い
来
る
西
洋
化

の
波
に
馴
染
め
ず
疎
外
感
を
抱
く
の
だ
っ
た
ら
、
西
欧
化
の
速
度
を
落

と
し
、
西
洋
の
良
さ
を
取
り
入
れ
つ
つ
自
国
文
化
を
再
認
識
す
る
。
そ

ん
な
第
三
の
道
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
私
だ
っ
た
ら
、
主
人
公
を
死
な
せ

は
し
な
い
。
主
人
公
を
救
い
、
目
的
地
へ
と
た
ど
り
着
か
せ
た
い
。

佳

作

自
分
を
偽
る
こ
と

光
塩
女
子
学
院
高
等
科　

２
年　
　
　



佐さ

久く

間ま　

ゆ
う
か

作
品
名
『
硝
子
戸
の
中
』

選
ん
だ
一
行私

は
生
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
に
、
人
の
前
で
笑
い
た
く
も
な
い
の
に

笑
っ
て
見
せ
た
経
験
が
何
度
と
な
く
あ
る
。
そ
の
偽
り
が
今
こ
の
写

真
師
の
た
め
に
復
讐
を
受
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
私
は
生
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
に
、
人
の
前
で
笑
い
た
く
も
な
い
の

に
笑
っ
て
見
せ
た
経
験
が
何
度
と
な
く
あ
る
。
そ
の
偽
り
が
今
こ
の
写

真
師
の
た
め
に
復
讐
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。」

こ
れ
は
、
漱
石
の
笑
っ
た
顔
を
撮
る
た
め
に
必
死
に
な
っ
て
い
る
雑

誌
社
の
男
が
、
頑
な
に
笑
わ
な
か
っ
た
漱
石
の
写
真
に
手
を
加
え
、
笑

顔
に
仕
立
て
上
げ
た
自
分
の
写
真
を
見
た
と
き
の
漱
石
の
反
応
で
あ

る
。こ

の
文
を
読
ん
だ
と
き
私
は
、
夏
目
漱
石
は
嘘
や
偽
り
を
嫌
う
、
な

ん
と
正
直
な
人
物
な
の
だ
と
思
っ
た
。
私
な
ら
、
面
倒
臭
く
な
っ
て
作
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笑
い
を
し
て
し
ま
う
。そ
し
て
、作
り
笑
い
を
し
て
自
分
自
身
を
偽
っ

た
こ
と
に
対
し
て
も
、
自
省
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
漱
石
は
な
ぜ
頑
な
に
笑
お
う
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
と
も
と
漱
石
は
「
当
た
り
前
の
顔
」
つ
ま
り
、
平
生
の
姿
で
写
真
を

撮
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。
し
か
し
、
約
束
を
破
っ
て
笑
顔
に
拘
泥

す
る
雑
誌
社
の
男
に
、
滑
稽
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
笑
顔

を
強
要
し
て
く
る
男
に
、
漱
石
の
感
情
や
態
度
は
徐
々
に
硬
化
し
て
い

き
、
意
固
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

漱
石
の
こ
の
態
度
に
は
、
終
始
一
貫
し
て
「
わ
ざ
と
ら
し
く
笑
い
た

く
な
い
」
と
い
う
思
い
が
表
れ
て
い
る
。
わ
ざ
と
ら
し
く
笑
う
と
い
う

こ
と
は
、
自
分
の
感
情
を
偽
っ
て
振
る
舞
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
わ

ざ
と
ら
し
く
笑
わ
な
い
漱
石
は
、
自
分
自
身
の
感
情
に
い
つ
で
も
正
直

で
い
る
こ
と
、
有
り
の
ま
ま
の
自
分
を
尊
重
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

漱
石
は
、
今
ま
で
自
分
を
偽
っ
て
き
た
こ
と
の
復
讐
が
、
修
整
さ
れ

た
自
分
の
顔
写
真
と
い
う
帰
結
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
節
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
他
者
の
虚
偽
や
欺
瞞
の
み
な
ら
ず
、
自
分
自
身
の
そ
れ
を

も
嫌
悪
し
、
自
身
の
偽
り
を
自
省
す
る
よ
う
な
誠
実
な
性
格
が
よ
く
表

れ
て
い
る
。

日
本
語
に
は
「
空
気
を
読
む
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
言
葉
の

通
り
、そ
の
場
の
雰
囲
気
を
汲
み
取
っ
て
行
動
す
る
人
は
少
な
く
な
い
。

私
も
そ
の
経
験
が
何
度
と
な
く
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
自
分
の
感

情
を
無
視
し
、
自
分
自
身
を
偽
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
何
と
息
苦

し
い
こ
と
か
。
私
た
ち
は
自
分
の
感
情
に
素
直
に
な
っ
て
み
て
も
良
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
漱
石
は
、
嘘
や
偽
り
に
潔
癖
す
ぎ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
故
に
笑
わ
な
い
と
決
め
た
意
志
を
貫
徹
す
る
芯
の
強

さ
が
あ
っ
た
。

「
そ
の
偽
り
」
に
よ
っ
て
復
讐
を
受
け
な
い
た
め
、
漱
石
の
轍
を
踏

ま
ぬ
た
め
に
も
、
私
は
決
め
た
。

空
気
を
読
ま
な
い
で
生
き
て
い
こ
う
、
と
。
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佳

作

先
生
と
奥
さ
ん

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年　
　
　



林は
や
し　

美み

帆ほ

作
品
名
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行私

と
妻
と
は
決
し
て
不
幸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
幸
福
で
し
た
。
し
か

し
私
の
有も

っ
て
い
る
一
点
、
私
に
取
っ
て
は
容
易
な
ら
ん
こ
の
一
点

が
、
妻
に
は
常
に
暗
黒
に
見
え
た
ら
し
い
の
で
す
。

先
生
が
「
私
」
に
宛
て
た
遺
書
の
中
で
彼
は
こ
う
述
べ
る
。

物
語
を
読
み
進
め
て
い
く
に
つ
れ
、
先
生
は
過
去
に
大
き
な
傷
を
受

け
、
そ
の
傷
が
彼
自
身
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
が
明

ら
か
に
な
る
。
人
間
を
信
じ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
こ
に
あ
る
何
か
得

体
の
知
れ
な
い
大
き
な
影
を
纏
う
よ
う
に
い
た
彼
に
、「
私
」
は
何
か

惹
き
付
け
ら
れ
る
様
な
も
の
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

昔
、
信
用
し
て
い
た
親
族
に
裏
切
ら
れ
た
こ
と
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
、
こ
れ
が
先
生
を
大
き
く
傷
つ
け
た
。
普
通
の
善
人
で
あ
ろ
う

と
人
は
悪
人
へ
と
急
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
、
人
を
裏
切
る
奴
は

許
せ
な
い
と
人
間
を
一
般
に
憎
む
こ
と
を
覚
え
た
自
分
自
身
が
次
は
恋

と
い
う
罪
悪
を
犯
し
Ｋ
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
暗
い
過
去
が
持

つ
大
き
な
力
は
彼
を
「
死
」
へ
と
向
か
う
道
を
歩
か
せ
た
の
だ
。

遺
書
で
そ
う
述
べ
る
前
に
先
生
は
彼
と
彼
の
奥
さ
ん
に
つ
い
て
「
私

た
ち
は
最
も
幸
福
に
生
れ
た
人
間
の
一
対
で
あ
る
べ
き
は
ず
で
す
」
と

言
っ
て
い
た
。「
私
」
と
同
じ
く
、
私
は
彼
が
何
故
幸
福
な
人
間
で
あ

る
と
言
い
切
ら
ず
に
、あ
る
べ
き
「
は
ず
」
で
あ
る
と
言
っ
た
の
か
引
っ

か
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
「
私
」
が
奥
さ
ん
の
持
た
せ
て
く
れ

た
カ
ス
テ
ラ
を
頬
張
る
シ
ー
ン
に
は
「
そ
う
し
て
そ
れ
を
食
う
時
に
、

必
竟
こ
の
菓
子
を
私
に
呉
れ
た
二
人
の
男
女
は
、
幸
福
な
一
対
と
し
て

世
の
中
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
自
覚
し
つ
つ
味
わ
っ
た
。」
と
あ
る
。

「
私
」
か
ら
み
て
二
人
は
紛
れ
も
な
く
幸
福
な
一
対
の
男
女
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
先
生
が
犯
し
た
罪
の
意
識
が
彼
女
を

遠
ざ
け
て
し
ま
う
。
先
生
が
妻
と
顔
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
Ｋ
と
い
う
存

在
に
脅
か
さ
れ
る
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
妻
と
い
う
存
在
が
Ｋ
と
先
生
を

繋
ぎ
と
め
る
糸
に
な
っ
て
い
た
。

先
生
は
奥
さ
ん
に
真
実
を
話
さ
な
い
ま
ま
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
。

Ｋ
の
死
に
つ
い
て
の
真
相
を
知
れ
ば
奥
さ
ん
も
ま
た
罪
の
意
識
に
苛
ま

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
先
生
は
そ
う
す
る
こ
と
を
決
め
た
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
奥
さ
ん
の
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
と
と
て
も
切
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
先
生
を
愛
し
て
い
て
も
愛

さ
れ
た
く
て
も
夫
の
「
こ
こ
ろ
」
は
い
つ
ま
で
も
何
か
に
阻
ま
れ
て
見
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な
い
。
か
と
い
っ
て
何
処
が
気
に
入
ら
な
い
の
か
訊
ね
て
も
答
え
は

得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
最
後
に
は
外
出
中
に
夫
が
命
を
絶
つ
。
夫
の
死
を

目
の
前
に
し
た
彼
女
の
気
持
ち
を
考
え
る
だ
け
で
胸
が
痛
い
。
彼
女
は

孤
独
な
彼
を
ど
ん
な
思
い
で
支
え
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
先
生
の

本
当
の
「
こ
こ
ろ
」
か
ら
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
た
奥
さ
ん
の
こ
と

を
考
え
る
と
彼
女
は
幸
福
な
一
対
の
男
女
の
片
方
で
あ
っ
た
と
は
言
い

難
く
感
じ
た
。

物
語
を
読
み
終
わ
っ
た
後
は
人
間
が
持
つ
多
様
な
こ
こ
ろ
の
形
を
見

た
よ
う
な
気
が
し
て
、
何
と
も
言
え
な
い
切
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

ま
だ
私
自
身
の
人
生
経
験
が
浅
い
か
ら
か
恋
が
人
を
醜
く
突
き
進
め
さ

せ
る
さ
ま
に
要
領
を
得
て
い
な
い
。
時
間
が
経
っ
て
様
々
な
人
の
「
こ

こ
ろ
」
に
触
れ
、
こ
の
作
品
を
再
読
す
れ
ば
先
生
の
こ
こ
ろ
に
深
く
入

り
込
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

佳

作

私
の
理
想
と
臆
病
と東

京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年　
　
　



宮み
や

坂さ
か　

和わ

来く

作
品
名
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行私

は
今
よ
り
一
層
淋
し
い
未
来
の
私
を
我
慢
す
る
代
り
に
、
淋
し
い

今
の
私
を
我
慢
し
た
い
の
で
す
。

私
は
こ
こ
ろ
と
い
う
作
品
の
中
で
先
生
が
発
し
た
、『
私
は
今
よ
り

一
層
淋
し
い
未
来
の
私
を
我
慢
す
る
代
り
に
、
淋
し
い
今
の
私
を
我
慢

し
た
い
の
で
す
。』
と
い
う
一
行
を
選
ん
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
こ
の

よ
う
な
悲
し
い
考
え
方
を
し
た
く
な
い
と
思
う
一
方
で
強
く
共
感
す
る

内
容
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
ま
ず
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、「
寂

し
い
」
と
「
淋
し
い
」
の
違
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
者
は
、
客
観
的

に
み
て
物
静
か
な
状
態
が
あ
り
、
そ
の
結
果
寂
し
さ
を
感
じ
る
と
い
う

意
味
合
い
が
あ
る
。
一
方
後
者
は
主
観
的
な
感
情
や
情
緒
に
焦
点
を
当

て
て
お
り
、
個
人
が
誰
か
を
思
っ
て
涙
が
流
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
っ
た
と
き
に
用
い
る
。
よ
っ
て
、
彼
は
交
友
関
係
が
狭
い
が
故
の
静
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さ
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、涙
が
流
れ
る
よ
う
な
感
情
、

想
像
す
る
に
、
誰
か
を
恋
し
く
思
う
感
情
や
求
め
る
感
情
が
あ
り
な
が

ら
も
、そ
れ
で
も
そ
の
淋
し
い
状
況
を
我
慢
す
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

私
は
こ
の
意
味
の
違
い
に
、
ま
ず
物
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

こ
の
言
葉
を
私
が
悲
し
い
と
言
っ
た
理
由
は
、
彼
が
自
分
の
考
え
に

よ
っ
て
未
来
を
決
め
つ
け
諦
め
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
彼
の
思
想

は
彼
自
身
の
実
体
験
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
そ
の
思
想
が
絶
対
に
間
違
っ
て
い
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
。

ま
だ
未
確
定
の
こ
と
を
過
去
の
事
例
に
囚
わ
れ
臆
病
に
な
っ
て
い
る
だ

け
で
、
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
未
来
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
は
悲

し
い
以
外
の
何
者
で
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
私
は
、
あ
の
言

葉
の
よ
う
に
自
ら
望
ん
で
諦
め
て
い
く
姿
勢
に
は
な
り
た
く
な
い
。

し
か
し
私
に
も
、
彼
と
同
じ
よ
う
に
決
め
つ
け
て
諦
め
て
い
る
こ
と

が
い
く
つ
も
あ
る
。
他
者
か
ら
聞
い
た
失
敗
談
や
自
分
の
や
り
直
し
た

い
過
去
な
ど
、
世
の
中
に
は
多
く
の
「
進
ん
で
は
い
け
な
い
道
」
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
後
悔
を
し
て
ほ
し

く
な
い
と
い
う
善
意
か
ら
来
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
る
と
い
う
の
は
事

実
だ
。
し
か
し
結
果
的
に
人
を
臆
病
に
さ
せ
、
可
能
性
の
芽
が
摘
ま
れ

る
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
間
違
い
の
な
い
事
実
だ
。
私
は
、
何
か

を
得
る
の
は
大
変
だ
が
失
う
の
は
一
瞬
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
臆
病
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
失
っ
て
振
出
し
に
戻
る
、
ま
し

て
や
マ
イ
ナ
ス
ま
で
戻
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
な
ら
、
今
の
ま
ま
で
い
た

い
と
思
っ
て
し
ま
う
。
彼
の
言
葉
に
強
く
共
感
す
る
の
だ
。

こ
の
在
り
た
い
自
分
の
理
想
像
と
、
そ
れ
に
近
づ
く
に
は
大
き
す
ぎ

る
リ
ス
ク
に
怯
え
る
自
分
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
一
行
は
考

え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。
こ
の
作
文
を
通
し
て
自
分
と
語
ら
う
こ

と
で
、
解
決
へ
の
糸
口
を
見
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
た
が
、
結
果
的
に

そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
勇
気
を
出
し
て
進
ん
で
み
る
方
が
、
ど
の
よ

う
な
結
果
に
な
っ
て
も
悔
い
は
残
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
今
は
そ
う

考
え
ら
れ
て
い
て
も
後
で
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
自
信
が
持
て
な

い
。
ど
う
し
た
ら
前
へ
動
け
る
だ
ろ
う
か
。
先
生
に
問
い
た
い
。
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石い
し

𠩤は
ら　

光ひ
か

莉り

作
品
名
『
こ
ゝ
ろ
』

選
ん
だ
一
行世

間
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
こ
の
お
れ
は
り
っ
ぱ
な
人
間
だ
と
い
う
信

念
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
Ｋ
の
た
め
に
み
ご
と
に
破

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
自
分
も
あ
の
叔
父
と
同
じ
人
間
だ
と
意
識
し

た
時
、
私
は
急
に
ふ
ら
ふ
ら
し
ま
し
た
。

私
が
「
こ
ゝ
ろ
」
を
読
み
、
心
に
深
く
残
っ
た
一
行
は
、「
世
間
は

ど
う
あ
ろ
う
と
も
こ
の
お
れ
は
り
っ
ぱ
な
人
間
だ
と
い
う
信
念
が
ど
こ

か
に
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
Ｋ
の
た
め
に
み
ご
と
に
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
て
、
自
分
も
あ
の
叔
父
と
同
じ
人
間
だ
と
意
識
し
た
時
、
私
は
急

に
ふ
ら
ふ
ら
し
ま
し
た
。」
と
い
う
部
分
だ
。
な
ぜ
こ
の
部
分
で
あ
る

か
と
い
う
と
、
自
分
自
身
も
こ
の
「
先
生
」
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
一
種
の
恐
怖
を
感
じ
た
か
ら

だ
。

私
は
こ
の
作
品
の
「
先
生
と
遺
書
」
の
一
節
を
昔
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
時
は
単
純
に
先
生
は
何
て
ひ
ど
い
奴
な
ん
だ
、
と
思
っ
た
。

今
思
え
ば
こ
れ
に
は
自
分
だ
っ
た
ら
そ
ん
な
事
は
し
な
い
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
改
め
て
こ
の
作
品
を
通
し
て

読
み
、
少
し
印
象
が
変
わ
っ
た
。

先
生
は
「
僕
」
に
人
間
は
平
生
は
普
通
だ
が
、
い
ざ
と
い
う
間
際
に

悪
人
と
な
る
、
と
語
っ
て
い
る
。
先
生
自
身
、
昔
叔
父
に
騙
さ
れ
て
い

て
そ
の
事
を
知
っ
て
い
た
。
だ
が
し
か
し
、
先
生
も
間
接
的
に
人
を
殺

し
て
し
ま
い
、
自
分
も
叔
父
と
同
じ
だ
と
気
づ
い
た
の
だ
。

だ
が
し
か
し
、
も
し
私
が
先
生
と
同
じ
よ
う
な
立
場
に
立
っ
た
ら
、

私
は
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
自
分
の
人
生
を
決
め
る
大
事

な
試
験
が
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
に
一
問
の
差
で
合
格
し
た
。
し
か
し

そ
の
一
問
が
間
違
っ
て
丸
を
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
だ

ろ
う
か
。「
善
人
」
で
あ
れ
ば
き
っ
と
名
乗
り
出
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

私
は
そ
う
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
い
や
、
も
し
か
し
た
ら
私
は
名
乗
り

出
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
昔
、
先
生
の
こ
と
を
悪
い
奴
だ
と

思
い
、
自
分
だ
っ
た
ら
絶
対
そ
ん
な
事
し
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
考
え
に
至
っ
た
時
、
私
も
先
生
に
な
り
得
る
の
だ
、
と
思
っ

た
。
そ
し
て
そ
れ
は
私
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
世
に
い
る
人
全
員
に
言

え
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
。
実
際
、
先
生
も
叔
父
に
騙
さ
れ
、
そ
の
痛

み
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
己
の
た
め
に
行
動
し
、
人
を
傷
つ
け
た
。
痛

み
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
為
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
全
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高
校
生
の
部

高
校
生
の
部 員

に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
そ
う
い
っ
た
選
択
を
す
る
か
は
、
自
分
の
心
の

状
態
や
、
そ
の
時
の
周
り
の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
自
分
が
そ
の
当
事
者
、
被
害
者
、
そ
し
て
傍
観
者
と
な
り
う

る
世
界
へ
こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
今
私

が
「
人
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
生
き
よ
う
」
と
決
心
し
た
と
し
て
も
、

き
っ
と
そ
れ
は
意
味
を
成
さ
な
い
だ
ろ
う
。
人
間
の
心
は
時
と
共
に
、

そ
し
て
歩
ん
だ
出
来
事
で
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
私
が
ど
ん
な
選
択
を
す
る

か
は
、
そ
の
時
に
な
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
だ
。

今
は
想
像
す
る
事
し
か
で
き
な
い
が
、
私
に
そ
ん
な
選
択
を
す
る
時

が
訪
れ
た
時
、
私
の
心
は
ど
ち
ら
の
心
に
従
い
、
行
動
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
道
徳
心
な
の
か
、
そ
れ
と
も
利
己
心
な
の
だ
ろ
う
か
。
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読
書
感
想
文
　
選
ん
だ
一
行

惜
し
く
も
入
賞
を
逸
し
ま
し
た
が
、最
終
審
査
候
補
と
な
っ
た
作
品
と
、

そ
の
「
わ
た
し
の
一
行
」
を
掲
載
し
ま
す
。

《
中
学
生
の
部
》

新
宿
区
立
新
宿
西
戸
山
中
学
校　

３
年

題
　
名　
夢
十
夜
の
不
思
議

作
品
名　
『
夢
十
夜
』

選
ん
だ
一
行　



「
御
父
さ
ん
、重
い
か
い
」と
聞
い
た
。「
重
か
あ
な
い
」

と
答
え
る
と
「
今
に
重
く
な
る
よ
」
と
云
っ
た
。

長
野
清
泉
女
学
院
中
学
校　

３
年

題
　
名　
私
が
感
じ
た
硝
子
戸
の
中

作
品
名　
『
硝
子
戸
の
中
』

選
ん
だ
一
行　



家
も
心
も
ひ
っ
そ
り
と
し
た
う
ち
に
、
私
は
硝
子
戸
を

明
け
放
っ
て
、
静
か
な
春
の
光
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
恍

惚
と
こ
の
稿
を
書
き
終
る
の
で
あ
る
。

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年

題
　
名　
無
償
の
愛

作
品
名　
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行　



か
え
さ
な
い
の
は
清
を
踏
み
つ
け
る
の
じ
ゃ
な
い
、
清

を
お
れ
の
片
わ
れ
と
思
う
か
ら
だ
。

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年

題
　
名　
言
葉
の
重
み

作
品
名　
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行　
「
覚
悟
、
―
覚
悟
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
」

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校　

１
年

題
　
名　
つ
な
が
り
を
持
つ
大
切
さ

作
品
名　
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行　



清
は
お
れ
の
こ
と
を
欲
が
な
く
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
な
気

性
だ
と
言
っ
て
、
ほ
め
る
が
、
ほ
め
ら
れ
る
お
れ
よ
り

も
、
ほ
め
る
本
人
の
方
が
り
っ
ぱ
な
人
間
だ
。
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《
高
校
生
の
部
》

光
塩
女
子
学
院
高
等
科　

２
年

題
　
名　
先
生
の
こ
こ
ろ

作
品
名　
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行　


私
は
何
千
万
と
い
る
日
本
人
の
う
ち
で
、
た
だ
あ
な
た

だ
け
に
私
の
過
去
を
物
語
り
た
い
の
で
す
。

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年

題
　
名　
人
間
の
罪
と
は
何
か

作
品
名　
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行　



私
は
た
だ
人
間
の
罪
と
い
う
も
の
を
深
く
感
じ
た
の
で

す
。
そ
の
感
じ
が
私
を
Ｋ
の
墓
へ
毎
月
行
か
せ
ま
す
。

そ
の
感
じ
が
私
に
妻
の
母
の
看
護
を
さ
せ
ま
す
。
そ
う

し
て
そ
の
感
じ
が
妻
に
優
し
く
し
て
遣
れ
と
私
に
命
じ

ま
す
。

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年

題
　
名　
誰
に
も
問
え
ぬ
罪

作
品
名　
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行　



然
し
私
の
尤
も
痛
切
に
感
じ
た
の
は
、
最
後
に
墨
の
余

り
で
書
き
添
え
た
ら
し
く
見
え
る
、
も
っ
と
早
く
死
ぬ

べ
き
だ
っ
た
の
に
何
故
今
ま
で
生
き
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
い
う
意
味
の
文
句
で
し
た
。

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年

題
　
名　
自
分
を
理
解
す
る
こ
と

作
品
名　
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行　



他
に
愛
想
を
尽
か
し
た
私
は
、
自
分
に
も
愛
想
を
尽
か

し
て
動
け
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年

題
　
名　
先
生
の
語
る
愛
と
は

作
品
名　
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行　



女
に
は
大
き
な
人
道
か
ら
く
る
愛
情
よ
り
も
、
多
少
義

理
を
外
れ
て
も
自
分
だ
け
に
集
注
さ
れ
る
親
切
を
嬉
し

が
る
性
質
が
、
男
よ
り
も
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か

ら
。
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東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年

題
　
名　
自
分
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と

作
品
名　
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行　


私
は
私
自
身
さ
え
信
用
し
て
い
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り

自
分
で
自
分
が
信
用
で
き
な
い
か
ら
、
人
も
信
用
で
き

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校　

２
年

題
　
名　
わ
か
っ
て
ほ
し
い

作
品
名　
『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行　



世
の
中
で
自
分
が
最
も
信
愛
し
て
い
る
た
っ
た
一
人
の

人
間
す
ら
、自
分
を
理
解
し
て
い
な
い
の
か
と
思
う
と
、

悲
し
か
っ
た
の
で
す
。理
解
さ
せ
る
手
段
が
あ
る
の
に
、

理
解
さ
せ
る
勇
気
が
出
せ
な
い
の
だ
と
思
う
と
益
悲
し

か
っ
た
の
で
す
。

掲
載
は
順
不
同
で
す
。



絵画コンクール

どんな夢を見た？
あなたの「夢十夜」

小学生低学年（ 1・2・3 年生）の部
最優秀賞  �������������� ６４
朝日新聞社賞  ������������ ６５
紀伊國屋書店賞  ����������� ６６
新潮社賞  �������������� ６７
東京理科大学賞  ����������� ６８
二松学舎大学賞  ����������� ６９
くまもと賞  ������������� ７０
佳作  ���������������� ７１

小学生高学年（ 4・5・６ 年生）の部
最優秀賞  �������������� ７８
朝日新聞社賞  ������������ ７９
紀伊國屋書店賞  ����������� ８０
新潮社賞  �������������� ８１
東京理科大学賞  ����������� ８２
二松学舎大学賞  ����������� ８３
くまもと賞  ������������� ８４
佳作  ���������������� ８５



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

64

最優秀賞

タイトル

アザラシとあそぶゆめ
新宿区立戸塚第二小学校　 ３ 年　坂

さか
本
もと

　妃
ひ

花
か

里
り

私はアザラシのぬいぐるみをもっています。名前はシャイン。夢の中で本物のアザラシになって一緒
にあそびたいです。自分もアザラシになった気分です。

説　　明

アザラシのモチーフを大胆に表現してインパクトがある。アザラシで頭がいっぱいになるほど好きな
様子が伝わってくる。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

65

朝日新聞社賞

タイトル

ドクターイエロー
熊本県立かもと稲田支援学校　 １ 年　野

の
中
なか

　結
ゆう

翔
と

かっこいい黄色の新幹線が水の上をビュンビュン走っていました。

説　　明

水の上をドクターイエローが走るという発想が面白い。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

66

紀伊國屋書店賞

タイトル

おばけレース
新宿区立四谷小学校　 １ 年　石

いし
津
ず

　颯
そう

才
さい

ぼくがくるまにのってドライブしていたらおばけたちがやってきてレースになりました。とてもこわ
かったけどいっしょにはしっているとみんなとなかよくなっていました。たのしいゆめでした。

説　　明

絵に力強さがあり、お化けとのレースを楽しんでいる様子が伝わる。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

67

新潮社賞

タイトル

きょうりゅうになったよ
玉名市立横島小学校　 ３ 年　野

の
村
むら

　蓮
れん

介
すけ

きょうりゅうになってみたいから書きました。

説　　明

恐竜と遊びたい、乗ってみたいなどを通り越して、自ら恐竜になってみたいという願望に恐竜がとて
も好きなことがうかがえる。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

68

東京理科大学賞

タイトル

人のからだの夢
新宿区立余丁町小学校　 １ 年　佐

さ
倉
くら

　こえり

夢で自分のからだの中を見てみたい。

説　　明

体の中を見るという発想が素晴らしい。色づかいもきれい。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

69

二松学舎大学賞

タイトル

わたしのゆめ
新宿区立落合第一小学校　 １ 年　利

とし
重
しげ

　育
いく

ゆめのなかにでてきてほしいものを、ならべました。

説　　明

オレンジの鮮やかな色に好きなものを並べている。夢に出てきてほしいものがたくさんあることに元
気を感じる。

審査講評



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

70

タイトル

どんなゆめみた？
新宿区立淀橋第四小学校　 ２ 年　石

いし
内
うち

　璃
り

王
お

たい風にとばされた

説　　明

台風に飛ばされる怖い夢を絵にしてみようという発想が独創的。

審査講評

くまもと賞



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

71

佳作
タ
イ
ト
ル

八
戸
の
海
で
雲
の
上
に
の
っ
て
る

ユ
ニ
コ
ー
ン

江
戸
川
区
立
船
堀
小
学
校　
３
年　
月つ
き
舘だ
て　
志し

乃の

八戸の海で出会ったユニコーンがツノの力で海をきれいにしてくれた。私はユニコーンの写真をと
らせてもらった。

説　明

タ
イ
ト
ル

虹
色
さ
ん
歩

北
九
州
市
立
則
松
小
学
校　
３
年　
仲な
か
川が
わ　
真ま
な
人と

ぼくの家でかっている「ウーパールーパー」と「金魚」にのって水の中をさん歩したいです。みんな
きもちよさそうにおよぐから １ 回あじわってみたいな。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

72

佳作
タ
イ
ト
ル

ベ
リ
ー
大
す
き
だ
よ

新
宿
区
立
落
合
第
一
小
学
校　
３
年　
佐さ

さ々

木き　
奏か
な

チワワのベリーとおわかれしてから、はじめてのおぼん。むかえ火のかわりに、にわで花火をしま
した。その夜は、ベリーといっしょにねているゆめを見ました。

説　明

タ
イ
ト
ル

ま
ぼ
ろ
し
の
ち
ょ
う
ち
ょ
う
さ
が
し

新
宿
区
立
柏
木
小
学
校　
３
年　
深ふ
か
澤ざ
わ　
穂み
の
り

私は虫の中でちょうちょうが一番好きです。なので、自分が、まぼろしのちょうちょうをさがして
いるところを書きました。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

73

佳作

タ
イ
ト
ル

い
る
か
に
の
っ
て
海
の
ぼ
う
け
ん

新
宿
区
立
余
丁
町
小
学
校　
２
年　
大お
お
塚つ
か　
遥は
る
乃の

わたしと妹がいるかにのって、海のぼうけん。いるかをさそって海のおたからを手にいれました。半
分おたからをともだちのいるかにとどけにいきました。

説　明

タ
イ
ト
ル

お
祭
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

新
宿
区
立
津
久
戸
小
学
校　
１
年　
腰こ
し
越ご
え　
雪ゆ
き
乃の

町の猫たちが集まって、お
祭りで買ったリンゴ飴や綿
菓子や金魚を、金

こん
平
ぺい

糖
とう

の橋
をわたり、月のうさぎに届
けに行きました。大きな流
れ星が流れてきたので、み
んなで願い事をしました。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

74

佳作
タ
イ
ト
ル

１
０
０
０
年
後
の
新
宿

新
宿
区
立
早
稲
田
小
学
校　
３
年　
森も
り　
ふ
よ
う

私がねている間にタイムスリップして、１０００年後の新宿に来てしまった。そうしたら、ロボットと
ヘンテコな生き物がいた。

説　明

タ
イ
ト
ル

り
ゅ
う
に
の
っ
て
と
ん
だ
ゆ
め

日
本
女
子
大
学
附
属
豊
明
小
学
校　
１
年　
市い
ち
原は
ら　
由ゆ

衣い

エルマーの絵本が大好きな娘はいつか私も竜に乗って飛んでみたい！と願っています。夢で叶えら
れる日を楽しみにしています。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

75

タ
イ
ト
ル

わ
た
し
と
夕
日

文
京
区
立
誠
之
小
学
校　
２
年　
東ひ
が
し　
櫻さ
く
ら

子こ

わたしとお友だちで夕方の
海にあそびに行って、海に
入ろうとしたら、二人とも
光になって夕方の海をとび
まわったゆめ。

説　明

佳作

タ
イ
ト
ル

月
の
光

目
黒
星
美
学
園
小
学
校　
２
年　
中な
か
井い　
優ゆ
う
里り

迷子になって、月の光で家
に帰る夢。

説　明



小
学
生
低
学
年（
１・２・３
年
生
）の
部

76

佳作
タ
イ
ト
ル

夢
の
夢

目
黒
星
美
学
園
小
学
校　
２
年　
安や
す
永な
が　
都と

和わ

乃の

本当に寝たら、寝る夢をみて、その夢の中でも寝る夢をみて、そのまた夢の中でも寝る夢を見るこ
とが、永遠に続いてほしいなと思いました。

説　明





小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

78

タイトル

夢の中の絶景
玉名市立八嘉小学校　 ５ 年　西

にし
　愛

あい
梨
り

自分がひもにぶらさがっていて、その前には雲海が広がっている場面を表した絵です。

説　　明

雲にぶら下がるのでなく、紐にぶら下がって雲の上から雲海の絶景を眺めている情景が素敵。

審査講評

最優秀賞



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

79

朝日新聞社賞

タイトル

久しぶり
新宿区立四谷第六小学校　 ５ 年　伊

い
地
ぢ

知
ち

　小
この

実
み

天国へいった犬が夢に出てきて心の中で真っ先に思った気持ちです。

説　　明

犬をかわいらしく描いている。手乗りサイズになって、切手が貼られた球体に入っているところが不
思議な夢の雰囲気を出している。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

80

紀伊國屋書店賞

タイトル

ドアにつながる宇宙の世界
新宿区立落合第三小学校　 ５ 年　三

みつ
堀
ほり

　真
ま

歩
ほ

あこがれていた家を出ようとしたらドアと宇宙がつながっていた。

説　　明

家のドアが遠い宇宙につながる印象的な光景を描いている。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

81

新潮社賞

タイトル

浸水都市
新宿区立落合第六小学校　 ６ 年　木

き
村
むら

　真
ま

白
しろ

私はよく実際に起こりそうな夢を見ます。その中で特に印象に残っている夢を描きました。

説　　明

逆さまな都市が水に浸かっている様子を眺めている作者。ストーリー性に惹かれるほか、構図がよく
完成度の高い作品。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

82

タイトル

アリ
安芸太田町立筒賀小学校　 ６ 年　馬

ば
場
ば

　俊
しゅん

輔
すけ

地球に巨大なアリあらわる！

説　　明

小さなイメージのアリを巨大化させる発想が自由でよい。

審査講評

東京理科大学賞



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

83

二松学舎大学賞

タイトル

妖怪戦争
宮崎市立赤江小学校　 ４ 年　眞

さな
田
だ

　琉
る

衣
い

大好きな妖怪が次つぎと出てくるすてきなゆめ

説　　明

妖怪を愉快に楽しく描き、妖怪が大好きなことが表現されている。

審査講評



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

84

タイトル

夕暮れの海
新宿区立戸塚第二小学校　 ６ 年　大

おお
野
の

　葵
あお

衣
い

海は場所によってちがう色にも見えるのでちゃんとそうなるように意識しました。海もできるだけ絵
の具の白をつかわずに紙の白を使いました。こんな夢をみました。

説　　明

色づかいがきれい。色の付け方をよく考えて描いたのが伝わってくる。

審査講評

くまもと賞



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

85

タ
イ
ト
ル

古
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

安
芸
太
田
町
立
筒
賀
小
学
校　
５
年　
井い

野の

上う
え　
蒼そ
う
樹き

僕が昔の世界に行って見てみたいものをかきました。

説　明

佳作

タ
イ
ト
ル

ミ
ニ
ト
マ
ト
パ
ラ
ダ
イ
ス

熊
本
市
立
古
町
小
学
校　
５
年　
村む
ら
元も
と　
明あ
か
莉り

わたしは、トマトの中でもミニトマトが好きでミニトマトをたくさん食べたいなと思って書きまし
た。これが、かなうならかなってほしいです。まさにわたしのゆめです。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

86

佳作
タ
イ
ト
ル

恐
怖
の
夢
…

新
宿
区
立
大
久
保
小
学
校　
５
年　
ユ
キ　
コ
コ

６ 歳の頃見た恐怖の夢。一人で部屋にいた時、恐怖の笑い声が耳にひびきました。うしろを見ると化
け物や幽霊がいました。前を向いた瞬間、肩をつかまれた⁉夢を描きました。

説　明

タ
イ
ト
ル

ネ
コ
ノ
ヒ
ト

新
宿
区
立
柏
木
小
学
校　
６
年　
萩は
ぎ
口ぐ
ち　
泉せ
ん
太た

よく分からずに先が見えな
い橋をずっと歩き続けてい
ると、人のような猫に会っ
た。話しかけたら、すごい
目で「ネコノヒトデス」と
いわれた。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

87

佳作

タ
イ
ト
ル

プ
ロ
野
球
選
手
と
ド
ー
ム
で
野
球

新
宿
区
立
戸
塚
第
三
小
学
校　
５
年　
岩い
わ
﨑さ
き　
統と
う
杏あ

プロ野球の選手と野球をし
た

説　明

タ
イ
ト
ル

笑
顔
の
夏

新
宿
区
立
柏
木
小
学
校　
６
年　
橋は
し
本も
と　
璃り

果か

昨年の夏　今年の夏は、夏
祭りも花火大会もなかなか
行けなくて、友達との夏の
思い出が少ない年が続いて
いるので、今を忘れておも
いっきり楽しく、笑顔で過
ごしている人たちを描きま
した。こんな楽しい日常、
夢が現実になってほしいと
いう願いをこめて描きまし
た。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

88

佳作
タ
イ
ト
ル

Ｓ
Ｏ
Ｓ

新
宿
区
立
富
久
小
学
校　
６
年　
穴あ
な
沢ざ
わ　
千ち

寛ひ
ろ

不思議な動物がいる森に迷いこんだ夢を描きました。

説　明

タ
イ
ト
ル

新
宿
の
空
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
！

新
宿
区
立
戸
山
小
学
校　
５
年　
猪い
の
俣ま
た　
乃の

の々

華か

家族旅行に行った石垣島でシュノーケルをしました。新宿が海になったらおもしろいと思いました。
なので、こんな夢が見られたらいいなと思いました。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

89

タ
イ
ト
ル

海

新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校　
６
年　
宮み
や
地じ　
咲さ

希き

海の中について書きまし
た。自分が人魚になったつ
もりで書きました。

説　明

佳作

タ
イ
ト
ル

白
く
ま in the sea

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校　
６
年　
増ま
す
渕ぶ
ち　
歩あ
ゆ
実み

白くま兄弟が海に遊びにいくと、大きな白くまかき氷にで会いました。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

90

佳作
タ
イ
ト
ル

ゆ
う
や
け
の
海
と
ク
ジ
ラ

新
宿
区
立
東
戸
山
小
学
校　
４
年　
合ご
う
田だ　
真し
ん
一い
ち
朗ろ
う

しずかな人がいないゆうや
けの海、クジラがよろこん
でいます。こんなゆめみた
いな！

説　明

タ
イ
ト
ル

あ
か
る
い
ひ
か
り
に
か
こ
ま
れ
た
ど
く
き
の
こ

新
宿
区
立
東
戸
山
小
学
校　
４
年　
所と
こ
ろ　
雷ら
い
太だ
あ

ゆめにでてきたどくきのこ
です。

説　明



小
学
生
高
学
年（
４・５・６
年
生
）の
部

91

佳作
タ
イ
ト
ル

夢
み
る
娘

文
京
区
立
誠
之
小
学
校　
５
年　
王お
う　
海み

萌も
え

ある日、くじらの上でうと
うと居眠りをしていると、
好きな洋服やお城を買った
り、おいしいものを食べた
りする、そんなうれしい夢。

説　明
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グラフィックデザイン
＆
WEBデザイン

チラシからパンフレット、年史、
WEBサイトまで幅広く手がけております。
お気軽にご相談ください。

チラシからパンフレット、年史、
WEBサイトまで幅広く手がけております。
お気軽にご相談ください。

株式会社アイデス・プランニング
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷4-25-2 APビル6Ｆ

TEL　03-3404-4171　HP　ids@ids-p.co.jp

info@ids-p.co.jpお問合せはこちら

TEL  03-3352-6990
FAX  03-3352-9418
info@seinengekijo.co.jp
https://www.seinengekijo.co.jp/

自分の将来を小さく見積もって
いる女子高生と、駅で道案内を
するAIロボットのふたり（？）
が、「行きたい場所」を見つけ
る旅に出る。
たくさんの人と出会い、助けを
借りながら、ふたりがたどり着
く場所は……。

秋田雨雀
土方与志 記念青年劇場

行きたい場所をどうぞ行きたい場所をどうぞ
瀬戸山美咲＝作　大谷賢治郎＝演出

2023年秋から
全国公演へ――！

青年劇場

コロナ禍の今だからこそ、中高生たちに、泣いて、笑って、心
が震える、演劇の魅力がたくさん詰まった作品をお届けしま
す。学校での演劇鑑賞教室、地域の青少年に向けた上演会な
ど、あなたの街でも企画しませんか？

青少年劇場部

お問合せ
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〒151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷4-25-2 APビル
FAX 03-3497-0043　https://www.aik.co.jp/

AKATUKI

03-3497-0531TEL

各種印刷物やイベントグッズの作成・提案、ホームページの作成、
動画配信のサポート・編集まで、

お客様のご要望をカタチにいたします。
お気軽に

お電話ください

卵の殻が原材料

エコ玉名刺

年間で約26万トンも産業廃棄物として処理
されている卵の殻を原材料としています！

再生材料50％使用！

クリアファイル

オリジナルお箸＆ケース エコバッグ

レジ袋の購入頻度を
減らしてエコバッグを
持てば節約にも
つながります。

あかつき印刷
は推進していきます
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長

株
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サ

ン
プ
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sample Co., Ltd

LOGO

〒000-0000架空県架空市架空000-0
karinoビル 15Ftel：000-000-0000fax：000-000-0000mobile：000-000-0000mail：abc@abcde.comweb：https://abcde.com

Hanako Yamada

山田　花子

代表取締役社長

株式会社　サンプル

資源は再生工場に渡り、
加工可能な状態になって
から製造工程に渡ります。

これまで破棄されていた植物
の茎や葉、家庭から出るゴミ
を新たな資源として再利用。

捨てない、ムダにしない工夫 もう一度つかうために 生まれ変わる

持っているだけで資源削減、
環境保護につながります。

環境負荷の低減に貢献します

あかつき 太郎
広報部長

T a r o  A k a t s u k i

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-18-21 ASビル
TEL 03-3497-0531　FAX 03-3497-0043
E-mail yuiyui@aik.co.jp

～できることからはじめてみませんか？～～できることからはじめてみませんか？～

身近なものから身近なものから
SDGｓSDGｓ

これが目印！
海洋プラスチック問題の解決に貢献
する取組を実地しているマークです。

これが目印！
海洋プラスチック問題の解決に貢献
する取組を実地しているマークです。

お箸を断って簡単なエコ活動を 繰り返し使えるものへ

海洋へのプラスチック
流出問題の解決に向けて
海洋へのプラスチック
流出問題の解決に向けて
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〈主催〉新宿区・新宿区教育委員会

〈後援〉 東京都教育委員会、千代田区、文京区、熊本県、熊本市、阿蘇市、玉名市、松山市、伊豆市

教育委員会、広島県安芸太田町、鎌倉市、早稲田大学、東北大学、二松学舎大学、東京理科

大学、㈱朝日新聞社、朝日小学生新聞・朝日中高生新聞、㈱岩波書店、㈱新潮社、㈱紀伊國

屋書店、新宿区町会連合会、鎌倉漱石の會、一般社団法人新宿区印刷・製本関連団体協議会、

公益財団法人新宿末来創造財団

〈対象〉 読書感想文コンクール　全国の中学生・高校生 

絵画コンクール　全国の小学生
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